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はじめに

　　目的と目標
　本稿では、江戸時代後期（具体的には、文化５年（1808）正月の二ノ丸火災（1）以降）の金沢城二ノ丸の景
観を描く絵図について、その（景観の）変遷とそれら（変遷）の背景を探る。
　当該作業は、文字記載にも依拠するが、まずは絵図に描かれた景観そのものの異同を比較検討し、新
古・併行等相互関係を時系列化し、諸々解釈の余地等によっても解消不可能な矛盾等がなければ、景観
変遷に係る時期区分細分の可能性を示すものとして仮説を得、それを検証する方法を採った。
　結果、第3～4類絵図群（以下、3～4群（絵図）などと表記）のように、現状、文字史料による援用等が十
分でないことなどから、変遷がただ絵図の裡に留まり、事跡との対照を介してその背景にまで届いてい
ない箇所も多いが、一方、第1・2・5群絵図の少なくとも一部では、絵図それ自体から読み取れる変遷
が文字史料の掘り起こしに繋がり、その背景にまで辿り着けたようにみえる箇所もある。

金沢城二ノ丸絵図の変遷とその背景
　　　　　　　　　　　　－文化５年 （1808） ～明治３年 （1870） － その１

栃　木　英　道
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　単純誤記載はもとより、表現上の一定の幅の中での揺れなどまでが間々あったりするため、従来、当
該分野において積極的に採用されてきた方法ではないかもしれないが、絵図そのものから明確に読み取
れる情報があればこそ、にも拘わらず、モノの同定や相対年代化等を作業一般とするフィールドで暮ら
してきた側からの分野を超えたチャレンジといった体である。

　　対象：史料点数（55）と景観点数（51）／附表 史料一覧
　『金沢城史料叢書29「金沢城二ノ丸御殿絵図集」絵図にみる金沢城二ノ丸御殿』石川県金沢城調査研
究所 2017（以下『絵図集』と表記）pp.88-89「金沢城二ノ丸御殿絵図リスト」№18～77（60点）のうち、
８点（39～42・44～47）を部分図であることなどから保留・割愛し、別途、石川県立図書館蔵１点（101）
及び金沢市立玉川図書館蔵２点（102・103）を加えた計55点を対象とする。
　本稿では加えて、上記通有（?）の史料点数とは別に、絵図に描かれた景観の数に着目した。即ち、組
図等（49～51（3）、56～59（4）、60～62（3）、76・77（2））をそれぞれ1景観とする（55―（12―4）=47）一方、貼
掛等によって、それぞれ時期の異なる（可能性のあるものを含む）３景観が描かれる史料２点－73（上・
（中）・下）及び103（上・中・下）－を６景観とすることにより、対象を計51景観と整理（47+（2+2）=51）
し検討した（以上、附表　史料一覧「金沢城二ノ丸御殿絵図集」№18～77＋101～103」参照）。

　　方法と時期区分(案)／第１表、第１・２図
　『絵図集』pp.70-72他で示された五時期区分（2）（『絵図集』ではアラビア数字表記であるが、小文字
による細別表現が可能であることから、本稿ではローマ数字で表記する（3））を主軸に、それとは一応独
立し、互いに素とでもいうべき裏口門南脇長屋の階段配置❶～❺（類）を補助軸として組み合せ、

・Ⅰ期と組み合う❶～❸をⅠ-ⅰ・Ⅰ-ⅱ・Ⅰ-ⅲの3期。別途、数寄屋屋敷の井戸配置（Ⅰ-ⅱa・b）、同
部屋方の二階化の進捗等（Ⅰ-ⅲa~c）、さらにⅠ-ⅲa~cのa・cにそれぞれ新・古を認め計8期

・Ⅱ期と組み合う❸・❹をⅡ-ⅰ~ⅲ・Ⅱ-ⅳの新・古。前者ⅰ~ⅲは、別途、隣接絵図間の個別記載の
比較検討等により細別し計4期

・Ⅲ～Ⅴ期（はおそらく、Ⅲ期に❹、Ⅳ・Ⅴ期に❺が組み合う）も、同様に隣接絵図間の個別記載の比較
検討等により、それぞれⅢ-ⅰ~ⅲ・Ⅳ-ⅰ~ⅲ、Ⅴ-ⅰ~ⅴに細別し計11期

全体として、以下合計23期に及ぶ時期区分細分案を提示する。

第１群（Ⅰ期）絵図：発災から復興；文化５年（1808）～文化11年（1814）／附表 年表（抄）１

　　Ⅰ-ⅰ 初動から応急（❶：21・22・35；3点）／第３～５図
　裏口門南脇長屋の階段配置（以下「階段配置」）❶類は、概ね江戸時代中期（宝暦の大火（4）後～文化
の火災前）形とみられ、裏口門自体、中期形仮門様の様に描かれる（21）か、あるいは描かれない（22・
35）。数寄屋屋敷（部屋方）に井戸が１基描かれるもの（21・22：中期形踏襲か）と、（井戸は描かれずに）
部屋方の建物軸と並行する番所が描かれるもの（35）がある。
　宝暦の大火（宝暦９年（1759）４月）以降、仮門様のまま半世紀を経て再び火災に遭遇した裏口門の再建
着手は文化６年（1809）３月、翌４月に「二階上り口付方」が（仮門様になって久しく判然としないため
か、橋爪門に倣うことでよいか伺いをたて、その旨）裁可されている（5）ことから、本類❶は、文化５年
から同６年初めにかけて取り沙汰された発災直後の最初期（6）図とみられる。
　即ち、再建仕様の絵柄を火災後直ちには描くことができず、直前の絵柄で代用した時期や取り敢えず
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描かず留保した時期があったのか、とはいえ、上記伺い直前まで仕様が定まらずにいたとは、上棟式
（２月24日）も既に終えており考えにくく、文化６年（1809）３月は、当該景観の最大下った下限であっ
て、実際のそれは（確証はないが）前年（文化５年）の内といったところであろうか。
　かかる裏口門の描かれ方にもみられるように、本類景観がどの程度まで実現に至ったものかは慎重に
ならざるを得ず、構想上のそれを含めた３景観の関係についても、もとより短期間であって実在性の証
明も容易ではないことから、相互の関係を時間軸の観点から整理するのは適切ではないだろう。
　因みに、数寄屋屋敷（部屋方）において、井戸を描かず部屋方建物軸に並行する番所を描く35は、同系
統・同景観の30・37（階段配置❷類、第９図参照、後述）ともども、１群（Ⅰ期）にあって、他は総て井戸
を描き（15点）、番所も描かれない（５点）か建物軸に斜向するものが描かれる（９点）なか、孤立した史料
群となっている。加えて35の表向/松ノ間西の熨斗立（鍵形＋直線）は、21・22（二重直線）とも後出する
33他15点（二重鍵形)とも異なっており、その実在性を考定しようにも、30・37までが二重鍵形となって
おり、唯一の孤立史料として無下に非実在ともできず正に「留保」となっている。
　　Ⅰ-ⅱ 応急から復旧（❷：18～20・30・33・34・36・37；８点）／第２表、第６・７図
　本類❷の階段配置が窺えるものは33・36の２点（同じく❷類ではあるが、あり方がやや異例の30・37
については、次節末・第９図参照）で、ともに裏口門が再建仕様で描かれ、うち33には長屋東端に「慧
照院部屋」の記載がある。同様の記載のある４点18・19・20・34も、階段配置が表現されておらず裏口
門も範囲外ではあるが、本類に含まれるものと考えた（7）。このうち19・20には「文化六己巳御造営之御
殿図」・「己巳十一月写之御作事奉行小堀左門より」他がそれぞれ記される。
　重教の側室 慧照院は、文化の火災後二ノ丸裏口門脇に居住（8）し、文化14年３月79歳で歿する（9）が、
その地は金谷出丸であって、実際、文化７年（1810）治脩歿（正月）後の５月、金谷に移るべき旨命じられ
ている（10）ことから、本類❷は、復旧初期～中期段階の景観、即ち裏口門「二階上り口付方」が裁可さ
れた文化６年（1809）４月から年明け早々へ（?）遡った頃から、文化７年（1810）治脩歿（正月）（11）後の同年
５月より（退去後高部屋へ改修され❸類となった蓋然性を高くみて）暫くの間までのものとみられる。
　数寄屋屋敷に井戸を１基描くもの20と２基描くもの33・36があり（いずれも番所は描かれない）、前
者（井戸１）は❶21・22からの、後者（井戸２）は❸23～29・31・32への系統を有しており、前a（20）→後
b（33・36）に細（々）分可能と考える。後者（これらのみ「居間先土蔵」が一見すると南北に長軸をもつ
長方形建物のように描かれる）のうち、「慧照院部屋」の記載のない36は、あるいは慧照院が金谷へ退
去した後（で、かつ階段等改修前（か、はたまた単なる書漏らし）の可能性もある）か。
　翻って、数寄屋屋敷が表現範囲外となって彼の地の井戸のあり方が不明な18・19・34は、その点では
33（・36）に先行するものかどうかも不明であるが、次節でもふれる広式御膳仕立所東の熨斗立のあり方
は、20（：先行する21・22と同じ「直線」類）とほぼ同じであって、件の33・36（：両者は類似し、後出
する24・31と同じ「鍵形」類）とは異なっていることから、（20=）Ⅰ-ⅱaとみて大過ない。
　もとよりこれら（20・18・19・34）は、Ⅰ期❶～❸類の他の絵図が（有無が判断できるものは）総て広式
に御囲（茶室）を描くのに対して、それを描かないなど、性格等に類縁性が高い（非作事系（?）の）一群と
みられるが、復旧初期の図にあって、現下、それらのみが知られていることとなり、外向きの儀礼先行
の（実態は諸事進行中のさてもありがちな）仮復旧的な状況を窺わせているようにみえなくもない。
　そうして、かの「二之御丸御殿御造営内装等覚及び見本・絵形」（文化８年（1811）正月）には、本類❷
（慧照院部屋仕様）が親和的といえる。その実態は、当初発注という意味において狭義にはⅠ-ⅱa（20他）
が照応するとみられるが、広義には直続するⅠ-ⅱb（33他）も、追加や変更がどの程度生じそれがどの
程度反映されているか等にもよるが、もしかしたら大部分大過なく照応するのかもしれない。
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　　Ⅰ-ⅲ 復旧から復興（❸：23～29・31・32・38・43；11点）／第８（・９）図
　❸類はⅠ期とⅡ期に跨り、点数も比較的多く論点も多岐にわたることから、以下、Ⅰ期11点とⅡ期３
点に分けて記述する。Ⅰ期のうち、階段配置が窺えるものは23～29・31・32・43の10点、それらを数寄
屋屋敷（部屋方）の二階化という観点から整理すると、

ａ平 屋 　：24・31→25～29・32・38；文化７年５月?～文化８年６月?／井戸の東の景観が、❷33・
36と共通する24・31→Ⅰ期❸b23と共通する25～29・32の新・古がみてとれる。

　　　　　　　古相（24・31）の最上限が文化７年（1810）５月だとして、新相（25～29・32）には「文化八
年以降ノモノ」記載の25が含まれることから、階段配置が明らかではなく、数寄屋屋敷も
表現範囲外ではあるが、文化８年２月の規式能関係の図とみられる38も、実際、広式御膳
仕立所東の熨斗立●のあり方も、25～29・32と同じ「直線」類となっており、ここ（ａ新
相）に含まれるものとみられる。

ｂ一 部 二 階：23；文化８年６月?～文化９年正月以前／「文化九年申正月夜中於私宅拵直之 山本庄
助」の記載（：文化９年正月以前の景観）から、文化８年６月御大工篠田弥三兵衛「二　御
丸広式・部屋方二階建揚等補理主附」に照応するものか。

ｃ（古）総二階：＋；文化９年頃か／b23（文化８年６月?～文化９年正月以前）とc（新）43（文化10年（以
前））の間。該当史料は未だ明らかではない。

ｃ（新）既二階：43；文化10年（以前）か／「御広式之分、□（文）化十酉年出来被仰付 大脇六郎左衛門ヨ
リ図り出ス 同十一戌孟夏十二日写之」の記載（：文化11年（1814）４月以前の景観）

となり、この間、数寄屋屋敷の井戸は、２基（❷33・36→）〔a24・31→25～29・32→b23〕から１基
〔d43〕（→Ⅱ❸）となる。その変化は、確証はないものの、総二階化c（古）を契機としている蓋然性を
高くみたい。一方で、a・b段階で（漸く?）建物（=部屋方）軸に斜向する番所が置かれる。c（新）43での番
所の存否は（絵図の表現範囲外となって?）判然としないが、そもそもがそこは、Ⅱ期になって風呂屋が
降りて来る（以降、番所はみられない）ところで、43の段階にはその最後の姿があったとみるのが、これ
また自然のようにみえる。
　そうして、同じくⅠ期❸類の「二之御丸御殿建物指図」（地指図・七枚組）は、例えば、広式御膳仕立
所東の熨斗立●が直線的で、同御仏間の東縁◎が建継（増築）される前であることから、Ⅰ-ⅲa新のグ
ループ（25～29・32（・38））に照応する。因みに、裏口門南脇長屋の文字記載等（第２表）も、25～29（東
３部屋目に「高部屋」）と合致している。
　いずれにしても、当期はその初期段階（a・b）で一応の復旧と遂げ、さらに復興へと向かいそれを成
し遂げる（最大広義の復興終期）までの間ということができる。

　ところで、前節冒頭でふれた、数寄屋屋敷（部屋方）において、井戸等を描かず部屋方建物軸に並行す
る番所を描く❶35（第４・５図）の系譜下にある❷30・37（第９図）は、数寄屋屋敷南を囲郭する熨斗立
（35では描かれていない）が数寄屋唐門へ至るルートを遮断するがごとく描かれ特異であり、また、広式
御膳仕立所東の熨斗立もⅠ-ⅲa古❸類24・31と同じとこれまた異例で、❷類末期に当該熨斗立が出現す
るとみるのか、そもそも❷類表現が（Ⅱ-ⅳ54の❶類ように）時点修正漏れ等で、実際は❸類段階とみる
のか…確証はないが、他にも諸々納まらない箇所もあることから、後者の可能性が高そうだ（12）。
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第２群（Ⅱ期）絵図：Ⅱ-ⅰ~ⅲ斉広の改修；文化11年（1814）～文政７年（1824）／附表 年表（抄）１

Ⅱ期❸類（と考える）：48・50・52（；第10～15図）３点のうち、階段配置が窺えるものは48・50の２
点、表向/松ノ間西の熨斗立の形状の変化（第10図）によって新・古（50→48）がみてとれる。
　別途52は、文政３年（1820）６月、勝千代（斉泰）が二ノ丸に移る際の改修工事（計画?）図「文政三年辰
六月勝千代様就相殿、朱引之所御補裡御箇所」で、「階段配置」はもとより風呂屋の位置（故にⅠ期かⅡ
期か）も不明であるが、「熨斗立」の位置は50と同じで、50・52と（既に熨斗立形状が変化している）48と
の間に別の改修が介在していることを踏まえつつ、両者の前後関係が各種考量の端緒となる（13）。
　即ち、52が文政３年（1820）６月当時の㋑現況（基本、墨表現）を、㋺改修（同前、朱表現。便宜上、
仮設工事的なものを除く）する計画図とすると、50は㋑または㋺に該当し、前者においては❸23→＋
→43→50→52→＋→48、後者においては❸23→＋→43→52→50→＋→❸48となることを念頭に、３点を
詳細に観察し巡り…巡ると、52に上述の基本表現の他に、異なる表現がなされている（やや複雑な改修
であったため、そのようになったものとみられる）箇所があることに気づく。

　まず、「居間東北端/（南から）御膳奉行溜～坊主溜～廊下の東」（第11図）では、
・㋩現況で残すものと㋺新たに設えるものを「墨」で、㋥現況で撤去するものを「朱（文字を含む）」で

表現（一部に不具合があるが）したとみられ、
・北から㋥「ナカシ」「畳敷入」「二階上リ口板張」「畳四畳敷入（註 実際は三畳半のようだが、畳四枚と

いう意味では不足はない）」の朱文字は、そのまま50の当該箇所を解説して余りあり、
・更に48の当該箇所も、驚くほどそのまま52㋩㋺で構成されており、52を挟んで50→52(→＋)→48の先

後関係を確かなものとしている。
　因みに、当該改修で撤去（・移設）された（こととなる）「二階（御能方物置）への上り口」（第12図）が確
認できるものは、50・52を含め12点を数えるが、先行２点（21・22）は同じ坊主溜から、後出８点（57・
62・101・66・67・69・68・102）は北隣の廊下からとなっており、時空の平仄を合わせている。

　次いで、52の「表向/蔦之間～（檜垣之間南の）御使番・新番頭溜の南の空地」（第13図）では、
・㋑現況「墨」の上に紙を貼り、㋩残すものを「墨」、㋥撤去するものを「（空）白(貼紙下)」：㋑㋩㋥は

50と同一視される、㋺新たに設えるものを「朱」で（一部に不整合があるが）表現したとみられ、
・その50㋑㋩㋥を、㋩㋥㋺に改修しようとしたとみることが可能（50→52必要条件）である一方、
・48では㋥の一部しか確認できず、㋩㋺も（その後の改修により?）確認できず、更には㋥の一部が復旧

されているようにもみえ、結果、㋥の一部及び㋺の施工が確認できず十分条件を欠くが、
仮にこれが逆（52→50）であるとするなら、先行する23には㋩㋥の片鱗がみられないことから、十分条件
だけでなく必要条件をも失うことになるため、その意味では十分傍証となるだろう。

　52の上記表現の理解をとおして、従来、不分明とされてきた実際の改修内容が、一部とはいえ判明し
たことの意義は小さくなく（14）、加えて漸く、これらに描かれた景観等について具体的な検討を進める
前提が整った。まずは43（文化10年（1813）頃）と52（文政３年（1820）６月）の間となる50は、
・ 現状ではⅡ期最古の図となるが、既に居間風呂屋が数寄屋屋敷に降りており（組図51の関連の「時点

修正」については註（13）参照）、その最初期の景観ではなく、
・ 藩の御大工清水家に伝来したもので、焦点が当たっている箇所は明らかに、52において「寛姫様御

居間」とされている奥向/広式対面所の南側周辺（第14図）とみられる。
・ 寛姫は斉泰同母の妹で、文化12年（1815）６月生まれ。同年４月、当該居間増築工事を清水家が担当
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した『御大工清水又十郎「二　御丸御広式御対面所御建継被仰付」』。
　以上のことから、50は「文化12年４月拝命の寛姫居間増築工事関係図」と考えるのが自然といえ、結
果Ⅰ期-Ⅱ期の界線も、文化10年（1813）頃以降－文化12年（1815）４月以前に措かれることとなる（15）が、
当該界線に対照可能な事跡を探索する前に、比較検討が可能な23→50→48において、居間廻りの変遷の
単に風呂屋の移動といった単一かつ即物的な（?）事象に留まらない姿（第15図）をみておこう。
　Ⅰ期23（→43）の居間廻り景観とⅡ期50のそれとを比較すると、その主な相違（変化）は、
● （23の）風呂家を数寄屋屋敷に降ろし、従前その北側に所在した湯殿・揚場（あがりば）・押入を南へ

4.5間移動させ、寝所前の空地（庭）を南へ概ね２倍に拡張
● 拡張空地南東隅に従前空地北東隅所在の厠を移し（別途クツヌキ等も置かれる）、当該北東隅床下を

活用可能としつつ、その前に斜めに橋掛（西詰は壁∴通抜不可、同橋は現状50・48のみでみられる）
● 拡張空地南東隅「湯殿～沓脱（クツヌキ）～厠」背面（?）及び（主として）拡張空地西縁の石垣上に庭籠

（前者は内外（?）「アミト」、後者は六囲）を設置
● 居間北（棚⑪・床が１間分南へ移動、居間３×６＝18畳→３×４＝12畳）・菊ノ間東側の縮小等→

「浮（?）仙ノ間」（寝所御次南）・「新御用（?）ノ間」（菊ノ間南）設え
● 寝所床（南辺西→北辺西）・付書院⑨（西辺南→同辺北）の位置変更〔後者⑨から「二ノ丸御殿関連史

料（御居間書院・奥書院等図巻）」が（地袋が右側だけの設えの）Ⅰ期（特有）史料であることが判明〕
となる。

　以上、この間の変遷は、風呂屋の数寄屋屋敷への下降をあくまで手段とし、①寝所前空地（庭）の拡
張、②奥向/広式対面所空地（庭）への（おそらくは火災後最初期の（?））導水（第14図右参照）並びに③寝所
前空地隅及び縁への庭籠設置にこそ主眼があり、それ（より限定すればおそらくは庭籠設置）に伴い新御
用（?）ノ間等が設けられたとすることが可能ではないか。いずれにしても、もはや復興の範疇には納ま
らない「平時の改修」として大過ないようにみえ、Ⅰ期末を「最大広義の復興終期」とした所以でもある。
　蓋し、当該改修に照応する事跡は、文化11年（1814）12.23〔「二之御丸御居間先御亭鳥籠等御普請御用
相勤候ニ付 文化十一年戌十二月廿三日 於御次拝領被仰付 御作事奉行中引請御用番小堀牛右衛門殿 被
相渡候 御目録」『清水又十郎相続以来二ノ丸造営其他主付御用の時拝領目録』金沢市立玉川図書館清水
文庫〕よってⅠ期-Ⅱ期の界線は文化11年（1814）頃（16）として同じく大過ないだろう。
　次いで48は、仮設物の設置や特定範囲に集中する着色など、（50・）52がそうであるように何らか改修
（計画）図とみるのが自然といえる。そこでは、改修前の現況と改修計画などを窺うことができ、史料自
体、前後する時期の情報が重複しその境界に位置付けることができる。以下、48の現況とその後に分け
て（もとより完全には分離できないが、後者は次群で）みていく。
　50（文化12年（1815）４月）→52（文政３年（1820）６月）に後出する48は、
・ 52との比較では、48は奥向/広式対面所辺りと表向/松ノ間辺りの間の熨斗立の位置が既に東方へ

寄っているなど、この間何らかの規模の改修が行われている。
・ 50との比較では、50の「庭籠」は48では既に撤去されていてなく、「新御用（?）ノ間」は「御物置」

に、「浮（?）仙ノ間」は仙ノ間が消されて「浮（?）」のみとなっている（17）。
・ 48自体では、（おそらくは）改修（対象）箇所を示唆するとみられる黄色塗範囲が、奥向/広式の広域に

亘っており、それは居間廻りと奥向/部屋方の一部にも及んでいる。
　たいして、文政３年（1820）６月（52）以降の事跡には以下が知られる。
・ 文政５年（1822）斉広隠居・斉泰家督相続許可（11/21）及び斉広竹沢御殿転居（12/16）
・ 文政７年（1824）斉広死歿（7/12）及び栄操院（斉広側室・斉泰生母）二ノ丸広式転居（8/19）
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　両者の間を行きつ戻りつ考量すると、まず、52の後（＝48の前の「熨斗立の移動」等）の改修は、庭籠
の撤去などが伴われて然るべきとみられる「斉広隠居・斉泰家督相続」（文政５年の代替わり→斉広の
竹沢御殿移住）が当てられるだろう。続く文政７年の斉広死歿→栄操院二ノ丸広式転居には、本稿では
48が照応するとみた。それは、一般的には上限とするのが穏当なところなのだろうが、48の広域に亘る
奥向/広式の黄色塗範囲（居間廻り等については、現状、定見を持ち合わせてはいない）が、斉広の死歿
を受けた栄操院の竹沢御殿からの転居に伴うものとみるのが頗る蓋然的とするもので、階段配置もこの
時、時宜を得て❸から❹へ変化したものとみておきたい。
　以上、文化11年（1814）頃～文政７年（1824）７月の間を、Ⅱ-ⅰ 50（・52）：～文政３年（1820）６月、
Ⅱ-ⅱ（52）：～文政５年（1822）12月、Ⅱ-ⅲ（48）：～文政７年（1824）７月と措いておきたい。

第３群（Ⅱ期）絵図：Ⅱ-ⅳ 斉泰の改修；文政７年（1824）～弘化４年（1847）／第16図

Ⅱ期❹類（と考える）：53～63（48に後出するⅡ-ⅳ図）11点のうち、56～59・60～62は組図で景観点数
では６、なかでは、48に後出する形状の馬場が（範囲外の63を除く）５景観、48の現状❸に後出する階段
配置❹が55・58・63（53・60～62は範囲外）の３景観（18）で確認される一方、文政13年（1830）10月指出の
図に、天保３年（1832）８月、水樋筋及び万年樋筋が追記され再度指し出された55より以前（53・54）と、
天保４年（1833）～同９年（1838）の景観とされる56（～59）以降（60（～62）・63）に二分される。
　まず、48から55までは、①馬場が改修され、西接②納戸土蔵が改修もしくは改築され、その西に③庭
籠Sが造られ、その西の④「新五郎塚」が大（多角）形化するとともに、③の池を介した対面（?）に⑤庭
籠Nが造られる。それらは、①・②が54・53・55、③が53・55、④・⑤が55でそれぞれ確認されること
から、48→54→53→55と変遷するとみられるが、これまでに①～⑤に直接関わるとみられる事跡は確認
されていない。おそらくは６年に満たない間の三次以上に亘るイベントとなるが、それは48を上限の文
政７年７月の景観とみた場合であって、下げればさらに近接した展開となるだけでなく48自体が事跡を
失い漂流する。いずれにしても、①～⑤に照応する事跡の探索が課題といえる。
　次いで、56（～59）、60（～62）及び63の3景観については、62では57にたいして、③・⑤の庭籠が既に
撤去（?）され、63では58にたいして、⑥奥向/広式の化粧之間の西端が半間縮小され、２間×２間 から
２間×1.5間となっており（伴：同間西の空地の拡張等）、結果、56（～59）→60（～62）・63となるが、後
者２景観の（先後等）関係については、現時点では明らかではない（19）。  （続）

【註】
（１）　『金沢城史料叢書41 金沢城総合年表 後編』 石川県金沢城調査研究所　2022（以下『年表 後編』と表記） p.47
（２）　五時期区分そのものについては『絵図集』を参照いただくとして、各期間の４境界（下記①～④）をめぐる本稿で

の整理は、②・④については基本踏襲、①・③については、別途、以下のとおりとなっている。
　　　① Ⅰ期からⅡ期：居間西端の風呂場が数寄屋屋敷（部屋方）へ移設される；従来、文化末（15年が文政元）年頃が

目安とされてきたが、本稿では文化11年（1814）頃と整理。
　　　② Ⅱ期からⅢ期：広式－松ノ間間の土蔵を廃し同間が直線廊下で結ばれる；弘化４年（1847）、13代斉泰の子基

五郎・豊（みつ）之丞の二ノ丸松ノ間移住を反映したものとされる。
　　　③ Ⅲ期からⅣ期：居間南縁の廊下が（北から南へ凸字形から）直線になる；従来、嘉永６年（1853）の二ノ丸広式

奧御居間～部屋方の普請に連動したものとされてきたが、新史料の記述から本稿では安政５年（1858）。併せて
同期の可能性が指摘されてきた、広式－松ノ間間の直線廊下（Ⅲ期の指標）を廃した（広式に接続する）土蔵の再
設置も、後出絵図（102）貼付の付箋「此御土蔵安政二年四月出来」から、本稿では安政２年（1855）とした。

　　　　　なお、広式奧御居間～部屋方普請に照応するⅢ期からⅣ期の境界そのものについての変更はない。



― 8 ―

　　　④ Ⅳ期からⅤ期：十三代藩主斉泰正室溶姫の二ノ丸移住に伴う御守殿建造；文久３年（1863）４月25日の溶姫金
沢着に先立つ竣工（23日）。

（３）　結果として、庄田 孝輔「金沢城建物配置図の記載情報について（2）」『研究紀要 金沢城研究』 第14号　石川県金
沢城調査研究所　2016　における後期Ⅰ～Ⅳ期表記と紛うこととなったが、ただ五時期の細分を目途としたのみ他
意はなく、その旨御寛恕の程。

（４）　『年表 後編』p.4
（５）　『金沢城史料叢書1 御造営方日並記 上巻』 石川県教育委員会文化財課金沢城研究調査室　2004（以下『日並記 上

巻』と表記）p.197
（６）　「石川県災害時受援計画」（2019.5）が援用するところの「地方公共団体のための災害時受援体制に関するガイド

ライン」内閣府（防災担当）（2017.3）等にみられる―災害時の各局面（フェーズ）：初動～応急～復旧～復興―に従え
ば、発災直後の初動～応急期に相当するものといえるが、それに留まらず、既に「復旧」を越えて、表向において
宝暦の大火以前の姿が描かれる一方、豈図らんや、居間廻りの（居間先）土蔵が後期オリジナルとなっているとは。

（７）　18・19・20・34の４点が❷類（相当）であるとの断定はできないが、その場合でも（即ちそうでなくとも）、少なく
とも裏口門が再建仕様で描かれている段階であろうことに疑いはない。

（８）　「第十一編 文化七年」『加賀藩史料』p.918
（９）　「第十二編 文化十四年」『加賀藩史料』p.555
（10）　「第十一編 文化七年」『加賀藩史料』p.918
（11）　『年表 後編』p.56
（12）　第９図１～３（第４図１～３の説明参照）が孤立史料群〔❶35、❷37・30〕の属性だとして、❷類30・37では、５

にはⅠ-ⅱa（❷20）以降、４にはⅠ-ⅱb（❷33・36）以降それぞれ描かれる階段が描かれない一方、６（広式御膳仕立
所の東）にのみⅠ-ⅲa古❸24（及び❸31）と同じ形状の熨斗立が描かれる、となると、30・37の❷類階段配置が確と
時点修正されたものとみるより、未だ❸類に更新されていない可能性の方を高くみることになるだろう。

　　　ところで、１「段橋無し」が〔35、37・30〕との、７「動線遮断熨斗立」が〔37・30〕との共通属性となってい
る本稿では割愛した史料44「二の丸部屋方間取図」について：２「井戸」・３「番所無し」＝Ⅰ-ⅱa（20）景観の元図
に、８「井戸」＝Ⅰ-ⅱb（33・36）景観が（とはいえ４・５「階段」が、他は総て南からで竣工しているのにたいし
て、ともに北から上がるよう提案されたまま）書き足され、その上にそれが北西（左下）に移動する（Ⅰ-ⅲa・b（24
～29・31・32）の位置に近い）形の貼掛け（提案）がなされている（３「番所」が貼り込まれていないのは、それが８
「井戸」の移動に僅かに後出するためか）ともみられるもので、諸々孤立属性を有するため慎重な取扱いを要する
が、現状、８「井戸」のかかる位置ずれが造替えの結果であることを直接窺わせる唯一貴重な史料となっている。

（13）　が、当該作業の前提として、50が（一部不具合が認められるとしても、原則）43に後出するⅡ期景観図であること
が、仮説としてであれ、以下のごとく措定されていなければならない。というのも、49・51・他との４枚組図であ

図１　復旧から復興３（44）
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る50は、確かに風呂屋が（二ノ丸居間廻りには）ないⅡ期図ではあるが、風呂屋が降りた先の数寄屋屋敷の図51（確
かに風呂屋が描かれている）の部屋方が、Ⅰ期（現状では最新の）43で既に総二階となっているにもかかわらず、そ
れよりも複数段階古い総平屋であることが、従来その評価を難しいものにしてきたからである。

　　　さても当該平屋景観は、今日的に（本稿で）は、数寄屋屋敷（51）だけでなく、（二ノ丸）広式御膳仕立所東の熨斗
立●（直線）や同御仏間の東縁◎（建継前）を含め、Ⅰ-ⅲａ新（文化7～8年（1810-11））のそれであり、それらは奥向
（51+50）全体に及んでいる可能性があるが、一方では、風呂屋が降りた後の（二ノ丸）居間廻り（50）、降りた先の数
寄屋屋敷南側（51風呂屋周辺）や奥向/広式対面所南側周辺（50）は、（Ⅰ期最新の）43に後出するⅡ期景観となってい
る（本文にて後詳述。因みに、いずれにしても本稿では表向の検討は行えていない旨、御了承の程）。

　　　これらは、時期の異なる複数景観のハイブリット図という（甚だ宜しくないものであるが、これまでに例がない
わけではなく（註）ここで具体的な内容にふれることはできないが、「好例」として『金沢城内絵図』が挙げられる、総じて扱いに能々
窮することがあるという）ものではなく、（50はただ）入手済の過去のある時期の景観図を、その都度都度、所要等
箇所を更新（時点修正）してきた結果、一部（というには相当程度に広範囲に亘る可能性がある）が古い景観のママに
なっている図という類の（現代でも間々見かける）ものではなかろうか。

　　　かかる図が作成された経緯等については、別途、様々に詳しく検討されるべきものと考えるが、本稿では、当
該組図が藩の御大工であった清水家に伝来したものであることが大きいとみている。（一般的にみて）藩全体で共有
している情報（景観）も当然あるのだろうが、即ちこのように更新される情報（だったとしてそれ）は、同家が過去
に（作事を担当するなどして）取得したものや、その時々に（同前）必要となったものであったりしたのではなかろう
か。本稿では、こうした見方（仮説）の蓋然性をより一層高めるものとなることを期して、鋭意、検討を進めた。

（14）　加えて、52の現況と能く照応する50の当該居間廻り景観は、奥向のそれ（註（13）参照）とは異なり、それこそ能く
時点修正が行き届いている（実際、50は、52から窺えるもの以外、48より以前として比較対照が可能な、現状20景
観（Ⅰ-ⅰ21～Ⅰ-ⅲｂ23）のどれとも異なっている）ものとみられ、結果、現状Ⅱ期最古の居間廻り景観をも具に浮
かび上がらせることとなったそのことの意義は更に大きなものがある。

（15）　これまで、Ⅰ期-Ⅱ期の界線は文化末年頃かとされ、文政元年（＝文化15年（1818））12月25日の御居間寝所舗理居
間住居替「御寝所御舗理御居間御住居替御用主付相勤候ニ付～」『清水又十郎相続以来二ノ丸造営其他主付御用之
時拝領目録』金沢市立玉川図書館清水文庫 と連動した可能性も示されてきたが、文化の火災後、二ノ丸裏口門脇
に居住した重教の側室慧照院の死没（文化14年（1817）3月）等を念頭に、いわば下限が示されていたのであって、前
述したように、慧照院の二ノ丸退去は文化７年（1810）5月（以降）であり両者の間に直接の関連はない。

　　　因みに、寛姫は文政10年（1827）、小倉藩主小笠原忠徴に嫁すため真龍院（斉広正室）の養女となり、同12年（1829）
金沢を発輿しているが、どこからかは定かではない。50・52と48とでは、前者の寛姫居間の床が後者では（部屋に
寛姫の記載もなく）押入となっており、いずれにしても、この間に他所へ移ったということなのだろう。

（16）　こうして、註（15）「御寝所御舗理御居間御住居替御用主付相勤候ニ付～」は、50と48の間となるが、寝所・居間
のどこがどう変わったのか、この間に別の改修が介在するからなのか判然としない。

（17）　加えて、奥向/広式の御囲（茶室）も、48では消されて「無い」ことから、この間に移設等されたとみられるが、
註（13）で縷々述べたとおり、50の奥向（に依然御囲（茶室）が描かれてはいるが）の景観年代に課題があり、結果、現
状では、御囲（茶室）の存在は43（Ⅰ-ⅲｃ:文化10年（1813）頃）までしか追えず、確証を得るに至っていない。

（18）　本来、54「二ノ丸万年樋絵図」において❸か❹かが確認されるところ、その階段配置は何と❶（のまま）で、主に
地面より下を扱う設備系絵図（?）としては宜なるかなであるが、そのため、❸→❹が①・②、③、④・⑤のどの段
階に当たるのか（現状、史料的には④・⑤出現時が上限）を巡って、本稿では、48の黄色塗範囲の事跡への関わりを
積極に解し、❷及び❺出現の背景、即ちそれぞれ慧照院及び真龍院関連に倣って、①・②の前（枉げて同時である
場合を排除しない）を第一としたものの、Ⅱ-ⅳ期の始まりを何に依るとすべきかは厳密には保留となっている。

（19）　本稿における第１類絵図群～第５類絵図群の各景観存続期間は、それぞれ（境界を重複して数えているが）、７、
11、24、20、５年となる一方、各絵図群の景観点数はそれぞれ22、３、６、11、８点を数え、１群及び５群が年＜
点：年/点＝0.32及び0.63、２・３・４群及び全体が年＞点：年/点＝3.67、4.00、1.82及び1.26となる。

　　　１群（0.32）と３群（4.00）とでは実に12倍超の密度差があり、それらはそれぞれ時代背景と深く関わっているのだ
ろうが、それにしても、本稿対象期間の三分の一を超えてやがて四半世紀に及ぶにも関わらず、個々の絵図への関
心やそれに基づく分析・研究の進展はともかく、景観はそれぞれ明瞭であるのにたいして、諸々事跡との照応が十
分でないのか背景はぼんやりといった感もあり、本文とこれまた重複するが一層の事跡探究が求められている。
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近世前期加賀藩主前田家の疱瘡と藩士の動向

〔研究ノート〕

池 田 仁 子

　近世の疱瘡に関しては、酒井シヅ氏らの研究があるなか （1）、筆者はこれまで加賀藩の生活文化・医療・
医者・儒者らの知識人について攻究してきた （2）。しかし、これらはいまだ不充分であることはいうま
でもない。これらのうち、本稿では、藩主前田家の疱瘡と藩士の動向について、試みに管見に触れた未
刊史料を中心に翻刻・紹介しながら考察していきたい。
　因みに、近世前期加賀藩主前田家の疱瘡をみると、文禄 4 年（1595）京都にて前田利政（孫四郎）が、また、
4 代光高は江戸龍ノ口邸において寛永 15 年（1638）正月に、同様に光高正室清泰院は同年 2 月に同藩邸
にて疱瘡に罹患している （3）。ところで、5 代綱紀の疱瘡罹患の時期に関して、『国事雑抄』では「松雲
公御疱瘡」として、正保 3 年（1646）と年代比定し、3 月「十□」付、今枝民部から宝幢寺御同宿中宛て、
3 月 17 日付、奥村因幡守和豊から宝幢寺宛て、5 月 13 日付、葛巻蔵人・岡嶋市郎兵衛から宝幢寺御同
宿中宛ての 3 通の文書を収録している （4）。
　しかし、中山家文書（金沢市立玉川図書館近世史料館寄託文書）より以下紹介するように綱紀の疱瘡罹患は
慶安 3 年（1650）であることがわかる。なお、「大猷院殿御実紀」慶安 3 年 4 月 29 日条に「松平犬千代
丸疱瘡平癒をほぎて女房御使し。清泰院御方始め。犬千代丸其外女房等まで。銀糸。綿つかはさるゝ事
若干なり」と記されている （5）。さらに、『加賀藩史料』も慶安 3 年としている（「松雲公夜話」「夜話之抄」）（6）。
因みに、寛永 16 年（1639）前田利常は隠居し、嫡男光高が 4 代藩主と成り、二男利次に富山藩を、三
男利治に大聖寺藩を分封するが、正保 2 年光高が急逝したため、幼少の孫綱紀が 5 代藩主と成り、利常
が後見役として、隠居政治を行っている （7）。
　こうした、前田家の子弟が疱瘡等の病気に罹った際、加賀藩側・富山藩側・大聖寺藩側の前田家の人々
の動向をはじめ、江戸藩邸や金沢城・小松城勤務の藩士、宮腰等の町年寄はどのように動いたか、また、
前田家の医療・病における、いわば家政の問題、藩士の動向などの一端を知ることが肝要であろう。因
みに、慶安期の金沢城代についてみると、前田貞里が正保 2 年 9 月 12 日同職を拝命し務めている （8）。　　
　さて、綱紀は寛永 20 年（1643）11 月 16 日龍ノ口邸（江戸城大手門外に位置する。近世初期加賀藩の上屋敷）

にて生まれ、前記のように正保 2 年（1645）3 歳にて襲封、慶安 3 年疱瘡罹患時は 8 歳。金沢城に初入
城するは寛文元年（1661）である。以下、綱紀の疱瘡につき史料を紹介しよう。

 【史料 1】中山家文書　140 － 6 のうち〈慶安 3 年 3 月〉綱紀疱瘡に付折封上書 [ 一紙 ]
これは、後世の中山家の人か不詳だが、以下の文書の全体を整理したときの折封とみられる
　　犬

（前田綱紀）

千代様慶安三年三月
　　　御疱瘡被為　成候付、為御伺
　　　江戸飛脚指上候節、会所御印　　十二通
　　　并今枝民

（直恒）

部殿等御返事等　　　　　　　

　上記に「十二通」とあり、綱紀の疱瘡に関するものである。後世の者が折封に仕立て入れたものとみ
られる。ともあれ、以下、整理番号・文書番号順ではなく、日付順に紹介しよう。なお、上記に「会所
御印」と記されていることから、会所が「利」という利常の印の押印を担当していたのであろうか。ま
た、今枝民部直恒は江戸在勤の綱紀の傅で、寛永 14 年より家老を務める。綱紀の父で先代の光高の傅

【大意】
犬千代様が慶安 3 年 3 月疱瘡に罹り、御見舞を江戸へ差
上げた節、会所御印並びに今枝民部らの返事等 12 通で
ある。

一、はじめに

二、未刊史料の翻刻
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も務めていた （9）。慶安 4 年 65 歳にて没する。

 【史料 2】中山家文書　140 － 3〈慶安 3 年 3 月 10 日〉綱紀疱瘡罹患に付会所御印 [ 切紙 ]
　　犬

（前田綱紀）

千代様御疱瘡被遊付、
　　宮腰町中ゟ飛脚
　　指越候通　中

（前田利常）

納言様
　　相立　御耳候、此段
　　可被申渡候、以上、
　　（

（印字「利」）

黒印）〔天地逆ニテ押印〕

　　　　三
（慶安三年）

月十日　会所
　　　　　　　小

（ 重 治 、 宮 腰 町 奉 行 ）

川八郎右衛門殿
　　　　　　　福嶋清兵衛殿　　　　

　史料 1 にも関係する会所は、『加能郷土辞彙』によれば藩主や藩の物品の出納などを取り扱う役所で、
その奉行の初見は、有沢孫作であるという （10）。同人は「諸士系譜」（玉川図書館近世史料館加越能文庫、以

下特記しない場合は同文庫）によれば、俊澄といい、父の死（寛永 8 年）ののち、遺知のうち 300 石、大小将、
光高御部屋詰より御付となり、慶安 3 年会所奉行を務め、寛文 4 年高岡町奉行、延宝 4 年隠居、同年没、
71 歳と記されている。この文書のように、3 月 10 日段階で、有沢孫作が会所の役職を担っていたかど
うか不詳であるが、可能性も否定できない。また、福島清兵衛は「諸士系譜」によれば、慶長 19 年利
常に出仕。元和 5 年頃の「先代侍帳」（16.30-37）では大筒打衆、150 石と記されている （11）。

 【史料 3】中山家文書　140 － 4　〈慶安 3 年 3 月 10 日〉　綱紀疱瘡酒湯に付宮腰主計宛伴八矢返書 [ 折紙 ] 
　　　  「

(貼紙、朱書)

御疱瘡　　二
　　　　　　　伴八矢殿　　」
　　犬

’　（前田綱紀）

千代様御疱瘡
　　被遊付而、去四日之
　　御飛札、同十日到来、
　　令披見候、御疱瘡
　　打続、弥軽被遊、
　　二・三日御勢申付而、明
　　十一日御酒湯被為掛
　　首尾ニ候条、気遣ニ
　　有間布候、尚以御酒
　　湯被為掛、吉左

（ 相 ）

右
　　可申入候、恐々謹言、
　　　三

（慶安三年）

月十日　　　　　　　　　　伴
（長正、長之）

八矢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（花押）

　　宮腰
　　　主計様
　　　　　　返報

【大意】
犬千代様の疱瘡罹患に付、宮腰町中より飛脚が差し越し
たとおり中納言様の御耳に入れました。この事を（家中
に）申し渡すように。

【大意】
犬千代様の疱瘡罹患に付、去る 4 日の御飛札が 10 日に
到来し、拝見しました。軽症であったゆえ、明 11 日に
は酒湯を行う予定で、御気遣いなく、酒湯の御祝を申し
入れます。
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　この文書のみでなく、全体的に酒湯に使用された酒の生産地はどこか、例えば加賀宮腰・鶴来・江戸
のいずれかであろうか。今後の課題である。なお、吉相はめでたい事、良い事を意味する。さらに伴八
矢は御使番、御中小将番頭、足軽頭などを歴任、明暦元年没。さらに、宮腰主計は同町年寄の三代目の
成嗣。実は唐仁屋七右衛門三男。承応 2 年（1653）没、67 歳である （12）。

 【史料 4】中山家文書　140 － 5　〈慶安 3 年 3 月 10 日〉　綱紀疱瘡酒湯に付山崎長兵衛返書 [ 折紙 ]
　　　　「

（貼紙、朱書）

御疱瘡　　三
　　　　　　山崎長兵衛殿」　
　　　　尚以、雪部様ゟ到来候
　　　　へ共、我等病中故、此度
　　　　返事不申入候間、御心得置
　　　　可被下候、以上、
　　御状令披見、則
　　淡

（富山藩主前田利次）

路 守様相立
　　御耳申候、
　　犬千代様御疱瘡
　　被遊候へ共、一段とかろく
　　中

（前田利常）

納言様・淡州様
　　御機嫌之御事ニ候、
　　右之通、拙子方ゟ
　　可申入候旨　御意ニ
　　御座候、明日ニも御酒
　　湯可被為懸候旨ニ候、
　　恐々謹言、
　　　　　　　　　　　山崎長兵衛
　　　　三

（ 慶 安 三 年 ）

月十日　　　　　（花押）

　　　宮腰
　　　　主計殿
　　　　　　御返報

　山崎長兵衛は富山藩士。寛永 4 年 200 石。慶安 3 年当時は江戸詰とみられる。史料中の雪部氏は不詳。
淡路守は前田利常次男、初代富山藩主前田利次、当時富山藩邸は、加賀藩本郷邸の東側に隣接する地で
ある（編外備考）。また、慶安 3 年 3 月 29 日の類火により利常は、本郷邸（当時下屋敷）から大聖寺藩主
前田利治邸（本郷茅町、現東京都台東区池之端）に仮住する （13）。

 【史料 5】中山家文書　140 － 6　〈慶安 3 年 3 月 10 日〉　綱紀疱瘡酒湯に付会所御印 [ 切紙 ]
　　　「　　 犬千代様慶安三年三月ニ
　　　　御印　御疱瘡被為成候ニ付覚書
　　　　　　　江戸へ飛脚上ケ申御返事　　」

【大意】
　　尚さらに、雪部様より（書状が）到来したが、私は

病中のため返事が出せなかったので、御承知くださ
い。以上、　

御手紙を拝見し、淡路守様の御耳にも入れました。犬千
代様が疱瘡に罹患されましたが、軽症で、中納言様も淡
州様も御機嫌のようです。このように、私より申し入れ
ることは、（淡路守様の）御意であります。明日（11 日）
にも酒湯を行うとのことです。

（折封、上書）
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　　　「
（貼紙、朱書）

御疱瘡　　一
　　　　　会所御印　　」
　　犬

（前田綱紀）

千代様御疱瘡被遊付
　　飛脚被指越候通、
　　中

（前田利常）

納言様相立　御耳候、
　　上而　御書可被遣旨　被
　　仰出候、明日御酒湯被為
　　懸候、弥御機嫌之
　　御事候、以上、
　　 （黒

（印字「利」）

印）
　　　三

（ 慶 安 三 年 ）

月十日　会所
　　　　宮腰町
　　　　　　主計

　この会所は類火に遇う前ゆえ、江戸藩邸のうち綱紀の後見役利常のもとの本郷邸にあったのであろうか。

 【史料 6】中山家文書　140 － 7〈慶安 3 年 3 月 12 日〉　綱紀疱瘡酒湯実施御祝に付今枝民部書状 [ 折紙 ]
　　　　「

（貼紙、朱書）

御疱瘡　　四
　　　　　　今枝民

（直恒）

部殿」
　　当四日之飛札到
　　来候、則　
　　犬

（前田綱紀）

千代様入御耳候、
　　御疱瘡いかにも軽々与

　　少々無御滞、仍而御
　　酒湯御懸被成、千秋
　　万歳目出度、御国中
　　安堵不可過之候、謹言、
　　　三

（慶安三年）

月十二日　　　　　　　　　　今枝民部
　　　　　　　宮腰　　　　　　　　　　　　直恒（花押）
　　　　　　　　主計との

　　文書の差出人の今枝民部直恒については前出。

 【史料 7】中山家文書　140 － 8　〈慶安 3 年 4 月 2 日〉　綱紀疱瘡酒湯御祝に付横山右近書状 [ 折紙 ]
　　　　「

（貼紙、朱書）

御疱瘡　　五
　　　　　　横山右近殿」　　
　　去月十九日之
　　書状令披見候、
　　犬

（前田綱紀）

千代様被為掛
　　御酒湯為御祝
　　儀、飛脚上之旨、

【大意】
犬千代様の御疱瘡については、飛脚にて情報がもたらさ
れた通り、中納言様の御耳に達しました。仰せ出されま
したので、このように御達しします。明日酒湯を行います。
ますます御機嫌の良い事であります。

【大意】
4日の御手紙到来しました。このことを犬千代様の御耳
に入れました。犬千代様の疱瘡は軽症であり、酒湯を行
いました。誠にめでたく、御国中においてはこれ以上の
安堵はないと思います。
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　　尤候、猶期来書候、
　　謹言、
　　　　　　　　　　　　　横

（横山）

　右近
　　　　　　四

（ 慶 安 三 年 ）

月二日　　　　　守知（花押）

　　　　　　　　中山主計殿

　差出人の横山右近は6000石、長知の子、康玄の弟。万治元年（1658）寺社奉行、延宝2年（1674）没。

 【史料8】中山家文書　140－2　〈慶安3年4月3日〉　綱紀疱瘡酒湯、藩邸類火の義等山崎長兵衛返書[折紙]
　　　　「

（貼紙、朱書）

御疱瘡　　七
　　　　　　　山崎長兵衛殿」　
　　　　 尚々　中納言様　
　　　　 淡

（前田利次）

路様へ申成
（義カ）

御座候付、
　　　　 何かと取込有之故、
　　　　 早々申入候、以上、
　　今度　犬

（前田綱紀）

千代様　御
　　疱瘡被遊、早速
　　御機嫌能御酒湯
　　御懸被成候付、飛脚
　　ゟ指上候報、其趣
　　示

（旨ヵ）

令披見候、則
　　御状之通、
　　淡

（富山藩主前田利次）

路 守様相立
　　御耳申候、両状
　　被指上候へ共、御下屋敷
　　火事ニあい申候由
　　も具申上候、早々
　　飛脚之事、両状被上、心入
　　御満足ニ思召候旨、拙子
　　方ゟ可申遣由、
　　御意ニ候者、廿九日
　　御下屋敷近所ゟ
　　火事出来、
　　中

（前田利常）

納言様御屋形
　　類火いたし候、其段
　　飛脚可申入候、取
　　込有之故、早々申入候、
　　仍而召分へこ

（ 昆 布 ）

んふ
　　弐やき被下、過分
　　之至ニ存候、恐々謹言、

【大意】
去月（3 月）19 日の書状拝見しました。犬千代様は御疱
瘡の酒湯を成され、その御祝儀として献上の旨承知いた
しました。

【大意】
　　尚々、中納言様が淡路守様へ申す義がありますが、
　　何かと取り込み中ゆえ、早々に申し入れます。以上。
この度犬千代様が御疱瘡にかかり、（無事）酒湯を成さ
れた御報拝見しました。すぐに御状の通り淡路守様の御
耳にも達しました。両状差し上げましたが、加賀藩の下
屋敷（当時本郷邸）の類火のことも（淡路守様に）詳し
く申し上げました。また、拙子方より申し遣わした由、

（淡路守様の）御意であり、（前月、3 月）29 日御下屋敷
の近所より出火し、中納言様は類火に及び、飛脚で書状
を申し入れたことでしょう。取り込み中ゆえ、早々にお
伝えします。私どもへ昆布を二やき下さり、過分の至り
です。
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　　　卯
（慶安三年四月）

月三日　　　　山
（山崎）

　長兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（花押）

　　　　宮腰
　　　　　主計殿
　　　　　　　御返事

　この時、中納言利常は類火ののちゆえ、大聖寺藩邸に仮住していた。差出人の山崎長兵衛は前記の通
り富山藩士であるゆえ、淡路守前田利次のもとに居たものとみられる。

 【史料 9】中山家文書　140 － 9〈慶安 3 年 4 月 4 日〉　綱紀疱瘡酒湯祝儀献上に付浅野藤左衛門書状 [ 折紙 ]
　　　 　「

（貼紙、朱書）

御疱瘡　　六
　　　　　　浅野藤左衛門殿」
　　犬

（前田綱紀）

千代様御疱瘡被
　　遊御酒湯被為懸候ゟ
　　以飛脚御祝義指上
　　申附、去十八日之御札
　　令拝見候、最前上ケ
　　申候へとも、今程之御
　　祝儀ひしと上り被申候、
　　神子八左衛門可申入候、恐々
　　謹言、
　　　　　　　　　　　　浅野藤左衛門
　　　　四

（ 慶 安 三 年 ）

月四日　　　　　　　　（花押）

　　　　　宮腰
　　　　　　主計殿

　浅野藤左衛門は「諸士系譜」には、利常に出仕、1000 石、御使番、中小将番頭、足軽頭、御子小将才許、
正保元年小松支配、万治 2 年没、と記。また、浅野藤左衛門に関し「三丸後ロニ浅野藤左衛門　御家不
詳」と見える。さらに寛永 17 年「金沢より引越之人々書上」（「梅花無尽蔵」8、加越能文庫）の中に同人が
記載されている （14）。続いて寛永 19 年「小松侍帳」（小松市立図書館蔵）中、馬廻として「一、千石、三ノ
丸・町奉行　浅野藤左衛門」と記。馬廻の軍事的職として、役方の職町奉行を万治 2 年 6 月まで兼務し
たことがわかる （15）。なお、これらに示された内容は「諸頭系譜」・「小松城記録二十三種」に依っている。
また、当時浅野は利常につき従い仮住先の大聖寺藩邸にいたのであろうか。
　つぎに「神子八左衛門」につき、「諸士系譜」（玉川図書館近世史料館郷土資料、090 － 836、18 巻）によれ
ば、神子田八右衛門の弟五兵衛は慶長 19 年利常に仕えるが、大坂の役で討ち死にし、その弟彦左衛門
が 300 石で出仕したと見え、この下に少し空白があり、この人物が八左衛門を名乗ったかに解釈される
ような記載の仕方が成されている。これによれば、「神子八左衛門」は、この神子田彦左衛門と比定で
きる。しかし、加越能文庫「諸士系譜」では大坂で討死した五兵衛の弟彦右衛門の子が八左衛門と記載
されている。すなわち、彦左衛門イコール八左衛門ではなく、上記の郷土資料の「諸士系譜」に記され
ているように、彦左衛門と八右衛門の間に線が抜けているとの解釈も成り立つであろう。因みに神子田
彦左衛門に関しては、元和 5 年頃の「先代侍帳」（加越能文庫、16、30-37）に「三百石　神子田彦左衛門」

【大意】
犬千代様御疱瘡酒湯御祝儀献上の旨を申附け、去る18日
の御手紙拝見しました。最前上げましたが、この度の御
祝儀も確かに進呈されました。神子八左衛門からも申し
入れると思います。
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と記載されている （16）。

 【史料 10】中山家文書　140 － 10〈慶安 3 年 4 月 5 日〉　綱紀疱瘡酒湯、藩邸類火謡道具の事等原田又右衛門書状 [ 折紙 ]
　　　 　「

（貼紙、朱書）

御疱瘡　　十　
　　　　　　原田又右衛門殿」　
　　　　色々書状飛脚
　　　　参候事、民

（今枝直恒）

部殿・弥
（今枝近義）

平次殿
　　　　能御聞候さたと歟哉
　　　　可申入と存候、先々
　　　　火事ニ付而、何もかも
　　　　とりこミ打過申候
　　　　と而ハ、御物語可申入候、
　　　　先飛脚何も申候、
　　　　我等も謡道具申遣ニ
　　　　さん∧の仕合ニ候、
　　　　御前躰別条無之候間、
　　　　定御心安候、親父へも
　　　　与兵へ酒や八右衛門
　　　　御心得可給候、
　　　　八右衛門書状給候、承様ハ、
　　　　到紛返事不申候間、
　　　　御心得たのミ申候、以上、
　　犬

（前田綱紀）

千代様御酒湯為
　　御懸候ニ付而、為御
　　祝儀飛脚被
　　指越候、尤存候へとも、
　　少おそく候故、上り
　　不申候、其上俄火事
　　ニ付て、弥談合可仕様も
　　無之候様子之儀申候、
　　八左衛門ニ申含候、今枝
　　弥

（近義）

平次殿・民
（直恒）

部殿も
　　よく御聞候間、其段ハ
　　可御心安候、
　　　一、神

（ママ）

子方へき
（ 切 昆 布 ）

りこんぶ
　　　　弐百枚呈給、大慶ニ
　　　　存候、四五十枚程喰
　　　　申候所、不残焼払申候、
　　　　重而之便キ

（宜）

弐三百
　　　　枚可給候、いかにも
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　　　　よ
（ 良 昆 布 ）

きこんぶ御よ
（選）

り
　　　　ニて可被下候、残多候而、
　　　　申入候、
　　　一、公儀へ上り申こ

（ 昆 布 ）

んぶ・
　　　　か

（ 数 の 子 ）

つのこ箱ニ入、我等
　　　　方ニ置ニて不残焼
　　　　申候、我等御屋敷へ有之
　　　　申候故、道具不残
　　　　焼申候附而無之候
　　　　様子と飛脚之もの
　　　　見申候間、御物語可申候、
　　　一、爰元用御事ニ者、
　　　　御申越可有之候、恐惶
　　　　謹言、
　　　四

（ 慶 安 三 年 ）

月五日　　　原田又右衛門
　　　　　　　　　　　　　長幸（花押）

　　　　中山主計様

　原田又右衛門は 500 石、物頭。正保 3 年（1646）宮腰町奉行、万治 2 年（1659）6 月から小松町奉行、
寛文 2 年（1662）11 月足軽頭を務める。この時、江戸詰であろうか。なおかつ、類火の様子が詳しく記
されていることから、原田は利常につき従い、或いは類火前は本郷邸に居たのであろうか。神子（或い

は拙子カ）・神子八左衛門については前出。文中で神子方と解読するなら同方へ切昆布を呈したとあるこ
とから、神子は原田の配下にあったのであろうか。一方、弥平次は今枝近義で直恒の子、慶安 4 年から
延宝 3 年まで綱紀の傅を務めていることから （17）、綱紀のもと、龍ノ口邸に居たのであろう。民部は前出。
　つぎに「謡道具」等に関連して、「大猷院殿御実紀」慶安 3 年 4 月 3 日条に「小松黄門利常卿別墅さ
きに焼けれは。茶壷。肩付。衾蒲団。蚊　、并に雪舟及土佐某の画屏風二双つかはさる。御使は阿部豊
後守忠秋なり」と記載されている （18）。

 【史料 11】中山家文書　140 － 11〈慶安 3 年 4 月 5 日〉　綱紀疱瘡御見舞受取に付青木弥三右衛門返書 [ 切紙 ]
　　　　「

（貼紙、朱書）

御疱瘡　　九
　　　　　　青木弥三右衛門殿」
　　御状被啓上候、然者今度
　　犬

（前田綱紀）

千代様御疱瘡被遊付
　　為御見廻、自分ゟ
　　飛脚被指越候、爰元
　　所、首尾よく
　　中

（前田利常）

納言様相立　御耳条、
　　可御心安候、爰許
　　取込申候付、早々申渡候、
　　尚追而可申入候条、不能

【大意】
　　色々書状が参りました。民部殿・弥平次殿より御指

示があったとか、申し入れがあったことと存じます。
先々の火事のことにつき、何もかも取り込んでおり
ますが、お伝えしたいと思います。謡道具を申し遣
わすのに、さんざんな成り行きでした。御前も別条
なく安心されたことでしょう。親父（詳細不明）へ
も与兵へ・酒や八右衛門へも取り計らい下さい。八
右衛門より書状をいただきました。何かと取り込ん
でおり、承知の返事は出しておりませんが、宜しく
頼みます。以上。

犬千代様疱瘡酒湯御祝儀の飛脚が参りました。少し遅く
なりましたので、書状を進上しませんでした。その上、
火事については、話し合いもない様子です。八左衛門に
申し含めます。今枝弥平次殿・民部殿もよく指示があり
ますので、安心してください。
一、神子（拙子？）方へ切昆布200枚いただき有り難う

ございました。40から50枚程食べたところ、残らず焼
けてしまいました。重ねて200から300枚程、良い昆布
をいただきたく存じます。

一、公儀へ献上の昆布・数の子を箱に入れておいたとこ
ろ、残らず焼けてしまいました。御屋敷（江戸本郷
邸）は（大事な）道具は焼けていないようなのでお伝
えします。

一、こちらの用事については、何かあれば、申し出てく
ださい。

虫厨
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　　済候、恐惶謹言
　　　四

（ 慶 安 三 年 ）

月五日　　　　青木弥三右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　（花押）

　　　ミやのこし
　　　　　主計殿
　　　　　　　人々御中

　差出人の青木弥三右衛門に関しては「諸士系譜」や加越能文庫の各種侍帳に見えず、詳細は不明。「爰
許取込」と見えることなどから青木は当時江戸詰か。しかも仮住の利常のもとにあったのか。

 【史料 12】中山家文書　140 － 13〈慶安 3 年 4 月 5 日〉　綱紀疱瘡酒湯、下屋敷類火に付井上市右衛門書状 [ 折紙 ]
　　　　 「

（貼紙、朱書）

御疱瘡　　十一
　　　　　　井上市右衛門殿」　
　　　　尚々御家中京衆とれ
　　　　∧も其節ゟ延候故
　　　　ハ御進物上り不申候間、
　　　　被御心得尤ニ存候、
　　　　御飛脚被指上通ハ
　　　　ハれ∧存候、弥

（今枝近義）

平次殿へ
　　　　申入候、民

（今枝直恒）

部殿へも具ニ
　　　　可申入候間、可御心安候、
　　三月十九日書状、卯月四日
　　令拝受候、然御酒湯
　　被為懸筈ニ御請取、飛
　　脚御指上候刻、原田
　　又右衛門殿相届申候、何も
　　後ゟ参候飛脚之分ハ、
　　御耳ニ相立被申、貴殿
　　御飛脚被指上候通、
　　今枝弥平殿へハれ∧
　　具ニ申入候様候、民部殿
　　へ御越可申入候而之段、
　　可御心得候、とく承候者、
　　何とそ才覚心得候ヲ
　　と拗たのミ候、
　　　一、犬

（前田綱紀）

千代様御機嫌能被成
　　　　御座候間、可御心安候事、
　　　一、去廿九日亥ノ上刻
　　　　御下屋敷近類同五町
　　　　火事出来ニて、御下屋

【大意】
犬千代様疱瘡の御見舞の書状が届きました。中納言様の
御耳に達しましたので、御安心ください。こちらは何か
と取り込んでおりますので、追って申し入れます。以上
申し上げます。
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　　　　布御処不残やけ
　　　　申候、され共、大事之御道
　　　　具ミな∧出申候、
　　　中

（前田利常）

納言様御機嫌能被為
　　　成御座候故、可御心安候こと
　　　かと見計候、可被仰上候、
　　　尚追而可申入候、恐々謹言、
　　　　　四

（ 慶 安 三 年 ）

月五日　　井上市右衛門
　　　　　　　　　　　　　　（花押）

　　　　　　中山主計様
　　　　　　　　　まゐる

　「御家中京衆」とは藩の京都屋敷詰の藩士で、当時は二条油小路の屋敷に詰めていたのであろう（編

外備考）。なお、差出人の井上市右衛門に関しては、前出の青木弥三右衛門と同様「諸士系譜」や各種侍
帳で確認できないが、下屋敷の類火の際、大事の御道具は避難させたと見えることから、3 月 29 日当
時利常の居た下屋敷（本郷邸）詰であったのではなかろうか。

【史料 13】中山家文書　140 － 12〈慶安 3 年 4 月 5 日（15 日ヵ）〉　綱紀疱瘡・火事に付青木弥三右衛門書状 [ 切紙 ]
　　　　 「

（貼紙、朱書）

御疱瘡　　八
　　　　　　青木弥三右衛門殿」
　　今度　犬

（前田綱紀）

千代様御疱瘡
　　被遊候て、宮腰惣代　御
　　見廻ニ被指越候、御当地
　　浅野藤左・原田又右なと令
　　相談、　 中

（前田利常）

納言様相立
　　御耳所、首尾能候条
　　可御心安候、火事ニ見、
　　取込申候哉、早々申入候、
　　恐惶謹言、
　　　　四

（慶安三年）

月 五
（十五ヵ）

日　　　青木弥三右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　（花押）

　　　ミやのこし
　　　　　主計殿

　前記史料 11 に 4 月 5 日付の青木弥三右衛門の書状があり、この史料は、史料 11 の内容に続いて出さ
れたものとみられる。すなわち、日付の 4 月の下に「十」の文字がわずかではあるが、読み取ることが
できる。ゆえに、4 月 15 日と解読するのが妥当とみられる。なお、当時青木及び浅野藤左衛門・原田
又右衛門も江戸詰とみられる。龍ノ口邸か、本郷詰かなど詳細は今後の課題である。

【大意】
　　尚々、京衆の方々も御進物を献上していないので、

御気持は尤もと思います。弥平次殿へ申し入れまし
たが、民部殿へも詳しく申し入れますので御安心く
ださい。

3月19日の書状は4月4日に受け取りました。犬千代様疱
瘡酒湯のこと、原田又右衛門殿が届けてくれました。い
ずれも（中納言様の）御耳に達しました。御手紙の通り、
今枝弥平次殿へは詳細に申し入れるよう、民部殿への御
越しを申し入れることについて、お話しがあるでしょう。
何卒才覚をもって御承知されますよう御頼みします。
一、犬千代様はお元気になられましたので、御安心くだ

さい。
一、去る29日亥の上刻江戸下屋敷（本郷邸）が類火に遇

い、残らず焼失しました。しかし、大事の御道具は避
難させました。

中納言様はお元気ですので、御安心の事と存じます。

【大意】
このたびの犬千代様疱瘡については、宮腰惣代より御見
舞が届きました。御当地では、浅野藤左・原田又右など
と相談し、中納言様の御耳に達し、首尾よく行いました
ので、御安心ください。火事に遇い、何かと取り込んで
いるのでしょうか、早々申し入れます。
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三、おわりに
　以上、慶安 3 年 3 月江戸上屋敷龍ノ口邸における幼い 5 代藩主前田綱紀の疱瘡罹患をめぐる史料につ
き、若干の考察を加えながら紹介した。ここでは、同下屋敷本郷邸に居住していた後見役の 3 代藩主で
祖父前田利常の類火の問題も含め、支藩富山藩・大聖寺藩及びそれぞれの家臣、さらに国元加賀宮腰の
町年寄中山主計らの動向を垣間見ることが出来た。しかし、いまだ課題も多く残された。

〔註〕

　　（１）酒井シヅ『日本の医療史』東京書籍、1982 年、51・103・364 頁、同『病が語る日本史』講談社、2002 年、154 ～ 163 頁、
前川哲朗「疱瘡・コレラの流行と対策」『市史かなざわ』6、2000 年、青木歳幸「近世の西洋医学と医療」（ 新村拓編『日
本医療史』吉川弘文館、2006 年、193 頁 ） など。また、2021 年加賀藩研究ネットワーク大会において、萱田寛也氏は「享
保改革期における江戸幕府の流行病対策」と題し、疱瘡などにつき報告された。

　　（２）池田仁子『金沢と加賀藩町場の生活文化』岩田書院、2012 年。同『近世金沢の医療と医家』岩田書院、2015 年。同『加
賀藩社会の医療と暮らし』桂書房、2019 年。同『加賀藩知識人の躍動――近世社会と学者たち――』ぺりかん社、2022 年、
同「加賀藩領内疱瘡の流行と種痘」（木越隆三編『加賀藩研究を切り拓く　Ⅱ』、桂書房、2022 年）。

　　（３）池田、前掲註（2）『近世金沢の医療と医家』三章、同『加賀藩社会の医療と暮らし』一章・三章。
　　（４）『国事雑抄』上編復刻、石川県図書館協会、昭和 46 年、27 頁。
　　（５）黒板勝美編輯『新訂増補国史大系第四十巻　徳川実紀第三篇』吉川弘文館、1998 年。
　　（６）前田育徳会『加賀藩史料』3 編、清文堂出版、1980 年復刻。なお、加賀藩邸や富山藩邸・大聖寺藩邸の位置については、

同書編外備考に依った。
　　（７）寛永から慶安期の利常隠居政治の概要については、石野友康「金沢城代とその職務」（『金沢城代と横山家文書の研究』

石川県教育委員会金沢城研究調査室、2007 年、27 頁）。木越隆三「元和～寛文期の金沢城修築について」（『研究紀要　
金沢城研究』創刊号、2003 年、62 頁）。因みに、同『隠れた名君　前田利常――加賀百万石の経営手腕――』吉川弘文
館、2021 年、によれば、慶安期利常の手足となって領国支配に最善を尽くしたのは、津田正忠・葛巻昌俊・横山忠次・
奥村栄政・前田貞里・長連頼の 6 人衆であったという（166 ～ 167 頁）。なお、慶安期の政治情勢に関しては、木越隆
三氏に御教示いただいた。

　　（８）『金沢城総合年表　前編』石川県金沢城調査研究所、2018 年、63 頁。
　　（９）前田家の子育てと傅・御抱守・御守の成立については、池田、前掲（2）『金沢と加賀藩町場の生活文化』16 ～ 19 頁に

詳しい。なお、同書で、今枝直恒に関しては、綱紀の傅の在職時期を「？～慶安 4」としたが、「正保 2 年～慶安 4」と
訂正し、同様に、光高の傅の就任時期に関して「天和 5 年」としたが、元和 9 年に訂正したい（日置謙『改訂増補　加
能郷土辞彙』、北國新聞社、昭和 48 年、「今枝直恒」の項）。

　　（10）前掲（9）『加能郷土辞彙』「会所」「会所奉行」の項。
　　（11）『加賀藩侍帳　上』金沢市立図書館近世史料館、2017 年。
　　（12）『旧宮腰町々年寄役中山家文書目録』金沢市立図書館、1985 年、245 頁。
　　（13）『金沢城編年史料　近世一』石川県金沢城調査研究所、2019 年、312 ～ 314 頁。
　　（14）『新修小松市史　小松城編』小松市、1999 年、159 頁。
　　（15）前掲（14）、241 頁。
　　（16）前掲（11）。
　　（17）池田、前掲（2）『金沢と加賀藩町場の生活文化』17 頁。

　　（18）前掲（5）。
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「金谷御広式御鎖口勤方帳」について

〔史料紹介〕

袖 吉 正 樹

はじめに
　金沢城金谷出丸にあった金谷御殿（金谷御居宅・金谷御屋敷など、居住する主人が代わる度に名称
が変わったが、ここでは金谷御殿とする）には、藩主の側室や子女の屋敷、隠居した前藩主や世嗣の
御殿として使われていた。その金谷御殿の中に鎖口が設けられ、そこに鎖口番人が置かれ、鎖口通行
の際改めがなされていた。本稿では、その鎖口番人の勤め方を具体的に示す史料を紹介するものである。

１　金谷御殿の住人
　まず、はじめに金谷御殿にどのような人物が居住していたのか、何例かを見ていくことにする。
　５代前田綱紀は、金谷出丸に貞享元年（1684）に５棟あった文庫に古筆・書物を入れるために文庫
をもう１棟加えた。また、綱紀の娘豊姫は、貞享４年に生まれ、元禄６年（1693）に金谷出丸に入り、
元禄２年に同じく敬姫が、元禄６年には直姫が、それぞれ金谷御殿で誕生している。そのことから、
遅くとも元禄初年には藩主子女の居住空間として整備されたものと思われる。
　６代吉徳の時は、側室智仙院とその子喜六郎が居住し、真如院（吉徳側室）の子八十五郎も金谷で
蟄居の身であった。宝暦の大火で二ノ丸御殿が焼失すると、藩主の仮御殿となった。その後、明和８
年（1771）には隠居した 10 代重教の隠居所、また世子斉敬の居住ともなっている。斉敬は、重教の
嫡男で 11 代治脩の世嗣となる。寛政４年（1792）から金谷御殿に居住したが、寛政７年に早世した。
斉敬は、二ノ丸御殿で誕生したあと、金谷御殿で隠居した父と一緒に暮らしていた。
　真龍院（斉広正室）が入る前の金谷には、12 代斉広の子延之助の居宅であったので、金谷御居宅
と呼ばれていたが、天保５年（1834）に 14 歳で没すると金谷御屋敷と改称した。天保９年真龍院が
入ると再び金谷御殿と改めた。弘化２年（1845）に世子慶寧が入ると、松の御殿と金谷御殿の２つの
名称で呼ばれた。慶応２年（1866）13 代斉泰は隠居して、金谷御殿に移っている。このように、主
人が代わる度に名称を変え、改築が繰り返されたのである （1）。
　なお、享保以降（享保 10 年から慶応３年まで）の金谷出丸と金谷御殿については「金沢城全域絵
図の分類と編年」として、出来事と金谷住居の主人の一覧があるので参照されたい （2）。

２　金谷御殿の役人
　金谷御殿に関わる職制として「諸頭系譜」によると、金谷御膳奉行・金谷奥御納戸奉行、金谷御近
習番、二御丸・金谷御広式御用達、金谷御広式御用達、金谷御広式番などの職制が見られる （3）。

金谷御広式番
　金谷御広式番については、享保 20 年（1735）に荻原覚左衛門他 13 名が就任している。このことは、
前年享保 19 年６月 16 日に金谷御広式が出来し、勝丸様（７代宗辰）が金谷に移ったことによるもの
と思われる。

二御丸・金谷御広式御用達
　二御丸・金谷御広式御用達は、元文６年（1741）に小塚雲平（200 石）の名が見え、二御丸御広式
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御用達と金谷御広式御用達にその区別がなく、御広式御用として、双方の事務を勤めていたようであ
る。その後、文政８年（1825）10 月 11 日に金谷御広式御用達兼帯が指止となっている。なお、「藩
国官職通考」では （4）、金谷御広式御用達について、その始まりは一切分からないとし、元文６年に
小塚雲平の名が見えるとしている。
　二御丸・金谷御広式御用達は、嘉永７年（1854）６月４日に真龍院が二ノ丸へ引移と共にその名目
が指止となり、二ノ丸広式御用達となり、金谷御広式御用達は兼帯となる。
　文久３年（1863）４月 25 日に容姫（斉泰正室）が二ノ丸御着輿に付、名目を御守殿二御丸御広式
御用達と改称している。
　慶応２年４月 22 日（1866）初姫（13 代斉泰娘）が金谷御広式へ引き移りに付、役名も金谷御広式
御用達と改名する。

金谷御広式御用達
　嘉永７年９月 26 日に、前田斉泰の子豊之丞（大聖寺 13 代利行）居住のため金谷御広式の内を改築
し、南之御住居と呼ばれ、嘉永７年 10 月 21 日に中山義平（190 石）他７名が新たに金谷御広式御用
達を仰せ付けられている。
　慶応２年４月 22 日多慶若様（15 代利嗣）が二御丸御広式へ引き移りに付、役名を二御丸御広式御
用達と改名する。
　このように、二御丸御広式御用達や金谷御広式御用達は、金谷御殿と同様、主人が代わる度にその
名称を変え、存続していった。

金谷御近習番
　金谷御近習番は、泰雲公（10 代重教）御隠居後の天明５年（1785）11 月朔日に、高山弥五郎・野
村伝兵衛など 19 人が任命されている。

金谷奥御納戸奉行・金谷御膳奉行
　金谷奥御納戸奉行は、文久３年正月 10 日（1863）に田辺九兵衛が、金谷御膳奉行には、文久３年
３月 28 日（1863）に奥村冬四郎が就任している。

３　金谷御広式御鎖口番人
　金谷御広式御鎖口は、金谷御殿の奥向に通じる場所に位置し、鎖口番人は、そこを管理したのである。
　番人については、享和３年（1803）２月「金谷御広式御鎖口勤方書上」によると （5）、山本喜平以
下、黒川平右衛門・児玉八郎・山下順之助・大町宗蔵・吉川半左衛門・浦山十郎兵衛の７名の鎖口番
人の名が記されており、当時７人の鎖口番人がいたことがうかがえる。その中で由緒が確認出来た人
物に児玉八郎と浦山十郎兵衛がいる （6）。児玉八郎は、寛政９年（1797）５月に金谷御広式御鎖口番
加人となり、扶持は切米 40 俵（文化２年閏８月にも金谷御広式御鎖口番加人となり、その後人多に
付御用無之となっている）。浦山十郎兵衛も、享和２年（1802）９月に金谷御広式御鎖口番加人となり、
扶持高も 40 俵である。また、文化 4 年（1807）の「仁岸宗右衛門遺書」によると （7）、父八郎右衛門
の役儀御用の御褒美として、嫡男である宗右衛門が、天明５年（1785）12 月定番御歩に召し出され、
御切米 40 俵を拝領し、翌６年２月に金谷御広式御鎖口番となっている。これらの事例からではあるが、
他の番人たちも扶持高 40 俵が扶持され、御用を勤めたものと思われる。
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　享和３年（1803）と明和９年（1773）の金谷御広式御鎖口勤方定書が残されているが （8）、ここで
は享和３年の定書により鎖口番人の主な勤め方を見ていくと、鎖口番人は、基本的には昼夜２人一組
でその任に当たり、男女往来時の改め、鎖口開閉及び往来時改めを受ける、出入りする長持や葛籠な
ど御用文通の改め、広式頭・御用達・医師など往来時の改め、御居間廻御用御普請時の縮方、部屋方
御普請時における職人や掃除人の縮方見廻り、裕次郎殿（利命・斉広の養子）が二御丸御出の節の先
供御用、全性寺・観音院の御護符の受け取り、部屋方火の元の見廻りなどとなっている。以上のよう
に、鎖口番人は、文字通り鎖口を通行する人物や荷物を改める御用を勤めたのである。

金谷御殿絵図（金沢市立玉川図書館加越能文庫）
絵図には、「観樹院様之時分之御間取」とあり、観樹院は、10 代重教の子で斉敬。絵図は、菅原（前田）貞道が文化
３年（1806）に書写したものであるが、天明期の御殿の様子を描いたものと思われる。

（全体）

（部分）

「
御
鎖
口

御
鎖
口
番
」
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　今回紹介する史料は、「金谷御広式御鎖口勤方帳」であるが、「金谷御広式御鎖口勤方帳」と標題が
記されている通り、金谷御広式鎖口の勤め方に関わるものである。その中から、享和３年（1803）と
明和９年（1772）の金谷御広式御鎖口勤方を紹介するものである （9）。
　なお、表紙に「金谷御広式御鎖口勤方帳　松原」とあり、この史料を記した松原氏について確定は
出来ないが、松原弘静（之寿）と思われる （10）。松原弘静の由緒を見てみると、文化９年（1812）７
月に定番御歩に切米 40 俵で召し抱えられ、文化 13 年６月には金谷御広式御鎖口番御横目兼帯となり、
その後文政 12 年（1829）８月に江戸御広式御鎖口番御横目兼帯となる。天保９年（1838）８月真龍
院様（12 代前田斉広正室）の御国入りの際、道中切の御供御用を勤め、その関係からか天保 11 年正
月に真龍院様附御鎖口番御横目兼帯となっている。このような経歴を持った松原弘静が、役務遂行の
ために書記したものと思われる。

（表紙）
「金谷御広式御鎖口勤方帳　　松原」

史料１　享和３年　金谷御広式御鎖口勤方書上

一、御鎖口番昼夜弐人充勤番仕、男女往来相改申候
一、御鎖口開閉幷往来之義、年寄女中・表使等之内ゟ断受相通申候
一、御鎖口出入長持・葛籠等御用之文通、頭御用達之内ゟ断受相改相通申候
一、御広式頭・御用達・御医師等、御鎖口往来之義、定番頭ゟ押紙面私共へ直ニ相渡置申候、指懸申

候義ハ、御広式頭ゟ仮押紙面請相通、追而定番頭本紙面与取替申趣ニ御座候
一、御奥為御用御医師等罷通候節、頭御用達断誘引にて相通申候、右頭御用達指支候節ハ、私共御鎖

口当番之内より誘引仕候
一、御居間廻御用御普請等御座候節、為御縮方私共之内壱人充相詰罷在申候
一、部屋方御普請ニ付、職人幷掃除之者等入候節ハ、三番梁ゟ出入仕候ニ付、取次足軽付置、為御用

縮方当番之内ゟ折々見廻申候
一、夜中御広式懸り下人等、御用ニ而金谷七拾間両御門往来之節ハ、私共受取置候両印札・片印札之内、

御用達印章之紙面を以時々相渡、御用相済候得ハ、印札数相改受取、帳面相返申候
一、部屋方又下女等、金谷御門往来之義、年寄女中之通切手を以御門相通候、右通切手之日切ニ御門

番より私共江指越候ニ付、相改御用□□□相渡候
　　（利命 治脩嫡男斉広養子）

一、裕次郎殿二御丸等江御出之節、私共之内両人宛御先供ニ罷出申候、若御近火ニて裕次郎殿御立退
之節者、私共之内四人宛御先供罷出申候、其際之相詰罷在品々御用相勤申候

一、毎月十三日御前様御護符、全性寺江受取罷越申候
一、毎月朔日裕次郎殿御護符、観音院江請取罷越申候
一、毎夕私共之内、取次足軽壱人召連、部屋方火之元見廻り申候
右私共勤方先如此御座候
御鎖口以前御定書茂御座候様伝承仕候得共、当時無御座候ニ付、私共誓詞御前書、且先役ゟ之伝承を
以相勤申候
　　　享和三年二月
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本喜平　判　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒川平右衛門　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児玉八郎　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山下順之助　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大町宗蔵　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川半左衛門　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浦山十郎兵衛　同

史料２　明和９年　金谷御広式御鎖口勤方書上

金沢表御広式御定書御鎖口番へ被相渡置候処、先年御類焼之砌焼失仕候ニ付、明和九年御定書被渡下
候様ニ仕度段、頭中へ相達候勤方□趣大概左之通
一、御鎖口番昼夜弐人充勤番、男女出入可相改候事
一、頭中初、御用達御鎖口往来之義、年寄女中幷表使御鎖口罷出改を受相通候事
　但、毎夜御用相済御鎖口立申節改有之、御鎖口縮之義見届申趣也、江戸表ニてハ毎朝改有之候、
　尤明日頭衆初、往来前々之通相通候之様口上被申述候事
一、朝六時過御用見斗御鎖口明ケ、夜中年寄女中等改相済、御用見斗御鎖口立可申事
一、頭中初、御用達・御医師等、御鎖口往来之義、定番頭中押紙面を以相通候事
　　但、押紙面之外ハ堅ク不相通候事
一、御用幷部屋方用事長持・葛籠・大キ成箱之類、時々其品使々之御用、或ハ部屋方用事之趣以、御

用達ゟ改受御鎖口出入承届相通、其段御番所帳面記置候事
一、封付文箱相改御用通路、或ハ年寄女中初、惣女中宿々ゟ通路之分、頭中ゟ被相渡置候通路帳面之

通、取次所ゟ改を受可相通候事
　　但、通路帳面ニ無之方ゟ到来之文箱ハ、時々御用達改を受相通候、且又風呂敷包等軽キ品ハ無構
　　相通候、此義も品ニゟ御番人心得可有之也
一、御広式御近火之節、泊御番之御用達申談、当番足軽・小者召連早速御鎖口内へ□□御退立御用意

仕、御道具等夫々相仕廻、惣女中又下女相しらへ、御鎖口御歩横目御縮ニ指添可罷出候事
一、部屋方等出火幷変事出来候ハヽ、当番之御用達ならひ御鎖口番御歩横目早速欠入取捌可仕候事
一、頭中被有合之節ハ、指図可有之事
一、御次男様ゟ御鎖口内御刀入り不申御定之事、勿論其外刀相通不申御定之事
一、七歳以上之男子御鎖口相通不申御定之事
一、女中宿々ゟ上ケ候小児・女子・御医師等之様、小児之分ハ頭中幷御用達改次第相達候、女ニても

大人之分ハ御用通路ニ押有之外ハ不相通候、格別之趣にて頭中改有之候得ハ、承届御鎖口相通候事
一、御医師御奥へ罷通候節、頭中幷御用達之内誘引改有之、御鎖口往来相通候事
　　但、部屋方病用同断、御用達指支候節ハ、御歩横目誘引罷通候事
一、年寄女中始、御寺詣参之節、御用達改有之御鎖口相通候事
一、年寄女中初、惣女中宿下り宿上り、御用達改承届御鎖口相通候事
一、御奥或ハ部屋方ヘ諸職人・掃除者等入候節、裏口ゟ入取次指添、御鎖口壱人充為御縮方相詰罷在
候、部屋方ニゟ御鎖口当番ゟ見廻候事
　　但、詰切ニ相請候節者、当番之外壱人宛不時出申請相詰候事
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右裏口明キ候砌、御用達取捌之所御用有之節、御鎖口番江申談、明立幷封前所取捌御用達之封印指越
付置候事

　　付札
此裏口明立幷封印之義、流例ニ付来候処、様子有之任之上、以来御用達中之取捌安永三午年三月ゟ相
極リ候事、依而朱書加置候也
一、御鎖口兼役御横目御庭等之御出之節、御縮御用相勤候事
一、御鎖口番人之内壱人充兼役御横目明キ不申様ニ相勤候、御番割振分相勤候事
一、御扶持方大工棟梁幷棟梁大工之分、御鎖口帯刀不相成候事
一、御身鏡餅餝同引候節、御料理人幷御台所同心御用達改、誘引御鎖口相通候事
一、御追儺御用之節、御台所同心壱人右御用相済候、御鎖口御歩横目又ハ御用達改誘引御鎖口相通候

之事
　　（吉徳側室）

一、智仙院殿被上候節ハ、御用達より改右之御鎖口乗用之事
　　但、御鎖口敷居之内迄舁人御番人ゟ見通候、下乗之所見通ニ候事
一、御半下宿ゟ逢ニ来候節、取次所ゟ改有之切手御門辺罷出為致対面候、女吏迄男使之義不相成候事
　　但、一日ニ一両度ハ承届、三度不承届趣也
　　但、右切手御門ヘ御半下罷越候砌、定小遣壱人指添候御定も有之由申伝之事
一、御鎖口前灯火付候而、又下女出入不相成候、無拠用之節、御用達ゟ改を受出入為致候事
右安永二年癸巳五月右御鎖口番勤方如此ニ候事
　　　　　　　　　以上

〔註〕

　　（１）『よみがえる金沢城１』（金沢城研究調査室編　2012 年）

　　（２）『研究紀要金沢城研究第２号』（金沢城研究調査室編　2004 年）

　　（３）「諸頭系譜」（金沢市立玉川図書館近世史料館郷土資料）

　　（４）「藩国官職通」（金沢市立玉川図書館近世史料館加越能文庫）

　　（５）「金谷御広式御鎖口勤方帳」（金沢市立玉川図書館近世史料館郷土資料）

　　（６）「先祖由緒幷一類附帳」（「児玉直次郎」「浦山茂太郎」金沢市立玉川図書館近世史料館加越能文庫）　　

　　（７）「仁岸家文書」（金沢市立玉川図書館近世史料館郷土資料）

　　（８）前掲（５）

　　（９）前掲（５）

　　（10）前掲（６）「松原弘蔵」
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基調講演「金沢城調査研究の 20 年」
木越　隆三（前石川県金沢城調査研究所所長）

　今日は三つぐらいのことをお話しできればいいか
と思っておりますが、金沢城の調査研究 20 年間を
振り返ると、とにかくいろいろなことをやってきて
おります。皆さんの手元に二つの冊子、「金沢城調
査研究 20 年の歩みとこれから」、「調査研究の 20 年」
が届いているかと思います。金沢城調査研究の仕事
を、半年ほど離れてみて、客観的に見ますと、改め
て本当にいろいろやってきたのだなと思っています。

「調査研究の 20 年」をご覧いただければ、いろいろ
な調査成果を 40 冊の報告書にまとめてきたことが
分かります。
　「金沢城調査研究 20 年の歩みとこれから」の表紙
には四つの写真が載っています。よく金沢城を見て
いらっしゃる方は分かると思いますが、色紙短冊積
石垣が下段に載っています。右上には本丸附段の調
査の写真が載っています。左上には「御城中壱分碁
絵図」が載っています。これは横山隆昭さんがお持
ちの絵図です。この絵図の話は後で紹介したいと
思っております。

　金沢城の調査研究 20 年、たくさんのことをやっ
てきましたが、今日お話しするのはそのごく一部に
なります。私が特に深く関わった事柄を四つぐらい
拾い出してお話しします。石垣の構築技術の探求、
絵図の分類・編年、総合的な調査研究（全国視点で
の石垣技術比較、城郭庭園での総合研究）、『金沢城
編年史料』の刊行です。総合的な調査研究に関して
は、石垣の構築技術について全国的視野で、大坂城
や名古屋城、熊本城など全国各地を比較して歩いた
研究でしたが、私自身非常に多くのことを学び、さ
らにその成果を発信もできました。さらに最近では
城郭庭園の総合研究も行い、庭園というものに非常
に深い関心と興味を持ちました。さらに私の専門は

金沢城シンポジウム「金沢城調査研究 20 年の歩みとこれから」

一、令和３年１０月２３日（土）石川県文教会館ホールにおいて、石川県・石川県教育委員会の主催
で開催したシンポジウム「金沢城調査研究 20 年の歩みとこれから」の基調講演、および講演１・２、
パネルディスカッションの記録である。 ＊肩書きについては、シンポジウム当時のもの

　　基調講演　「金沢城調査研究の 20 年」
　　　　　　　　　　　　　　木越　隆三（前石川県金沢城調査研究所所長）
　　講演１　　「日本の近世城郭と金沢城」
　　　　　　　　　　　　　　千田　嘉博（奈良大学教授）
　　講演２　　「石垣からみた金沢城跡の魅力―この 20 年とこれからに期待すること―」
　　　　　　　　　　　　　　北野　博司（東北芸術工科大学教授）
　　パネルディスカッション「金沢城調査研究 20 年の歩みとこれから」
　　　　パネリスト　木越　隆三　　千田　嘉博　　北野　博司
　　　　司会　　　　秋本　和美（フリーアナウンサー）
二、このシンポジウムは、平成１４年度より進めてきた金沢城調査研究事業の研究成果を一般県民に

広く公開したものである。
三、この記録は、当日配布したパンフレットおよび録音データをもとに、基調講演・講演、パネルディ

スカッションの内容を収載したものである。
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文献の歴史、古文書や記録を読むということでした
から、『金沢城編年史料』という史料集を刊行でき
たということも心に深く残っていることです。そう
いったことを中心に紹介してまいりたいと思います。

１．金沢城の調査研究の始まり
　20 年前、研究調査室として調査研究が始まった
頃、今でもそうかもしれませんが、城郭の学術調査
を行うための県立の機関というのは極めて少ない状
態でした。佐賀県の肥前名護屋城の県立博物館ある
いは滋賀県の安土城の調査研究所などがあったので
すが、そういう中に金沢城が入ったということです。
ただ、その設置目的は、前田家は加賀百万石といわ
れる大大名ですが、地方の一大名のお城のための調
査研究と普及啓発で、これが調査研究所あるいは研
究調査室の使命でありました。このような一大名の
城跡に限定した研究機関はなかったのです。大体は
国の特別史跡や国の法律の保護の下でできたという
ケースが多いのですが、金沢城の場合、20 年前は
国の史跡にもなっていない段階でした。そのような
中で専門の調査機関をつくったのは本当に英断だっ
たと思います。そして、最初は小さく、文化財課の
中の一つの調査室であったものが、その後、北垣（聰
一郎）先生をお迎えして、2007 年には出先機関と
して独立しました。県立の調査機関として発展して
きたのです。そういう始まりであったということを、
あらためて深く感じているところです。

２．調査研究 20 年の歩み
2-1. 金沢城関係絵図の調査、分類・編年
　さて、当初 20 年にわたる立派な事業計画を、平
井先生はじめ金沢城の調査研究委員の先生方が知恵
を出し合って作ってくださいました。第 1 期 10 年、
第 2 期 10 年、合わせて 20 年間の計画を作りました。
第 1 期の課題は金沢城の移り変わりがどうであった
か、そしてその時代ごと、城の構造がどうであった
のか、そういったことを研究してきました。第 2 期
は、それに加えて、城と城下町の関係や他の城との
関係も調査研究するとうたっていましたが、実は、
第 1 期の課題をこなすだけで多くの時間がかかり、
積み残しがあり、さらに深く調べることが次々と出
てまいりました。第 2 期の城下、他の城というとこ
ろにはなかなか手が付かないまま、第 2 期も引き続
き、金沢城の変遷と構造の調査・研究を進めました。
総合的な視点でいろいろな形でこれを深めてゆきま

した。ただ、部分的には城下町の調査研究あるいは
金沢城と他の城の比較もできたのではないかと思っ
ています。
　そういう中で私が主に担当した調査研究として、
金沢城関係の絵図が 600 点ほどあるのですが、その
絵図を所蔵機関の方々にお願いして電子データとし
て取り込み、これをパソコン画面上で分析するとい
うことをやってきました。パソコンで多くの写真画
像を分析することになってゆきました。これはパソ
コンの画像技術の発展があったからだと思います。
サーバー上でたくさんの大型絵図を見ることができ
るようになった、そういう情報化の進展という恵ま
れた環境の中で絵図の比較研究ができたということ
は大きな推進力だったと思っています。
　その一例を幾つか見ていきます。いろいろな金沢
城関係の絵図があるのですが、「加州金沢城図」は
初期の金沢城の縄張りを想定した絵図です。兵学者
などが作成したものです。黒い太い実線で金沢城の
縄張りを描いた点が特徴です。そういう中から初期
の金沢城の姿を推定する議論など、いろいろ行われ
るようになりました。

　それから、今度は藩の方で作った絵図です。藩
の作事所に属する御大工などが作成した絵図がござ
います。この絵図は江戸時代前期の金沢城を描いて
いるのですが、この絵図のいいところは、よく見る
と水色の線が入っています。これは城内に入ってき
た辰巳用水の水路を非常に正確に描いているのです。
発掘をしてみると、この水路がかなりよく残ってい
るということが分かって、発掘の際にも役に立ちま
した。藩のお役所の方で、御大工たちが建物あるい
は排水路、水路、用水路のメンテナンスや管理をす
るために精度の高い絵図を使っていたということで、

金沢城図（金沢市立玉川図書館大友文庫蔵）
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われわれにとっては大いに役に立った絵図です。
　それから、金沢城は何度か火災に遭っていますが、
特に 1759 年（宝暦 9 年）、江戸中期に、宝暦の大火
で金沢城がほとんど燃えるということがありました。
その焼失範囲が明確に記載された絵図もありました。
それから、近世の城郭絵図というのは、大体いつの
時代の絵図かということを絵図自体には書いていな
いものが多いのです。先ほど紹介したものは、大体
のことは推定できるのですが、絵図そのものに、い
つ、なぜこの絵図を作ったのかという理由などは書
いていない場合が多いのです。そういう中で、加賀
八家、つまり前田家の家老をしていた横山さんのお
宅に残っていた絵図史料を見させていただき、「御
城中壱分碁絵図」という面白い絵図に出会いました。
実はこれと同じ図柄の絵図は既に 2 点ほど成巽閣や
御大工をしていた家に残っていました。しかし、こ
れは「御城中壱分碁絵図」というタイトルが面白い
のです。「御城中壱分碁絵図」と書いた絵図が出て
まいりまして、われわれにとって非常にありがた
かったのは、絵図を入れた袋があったのです。この
袋の表書き、あるいは裏書きに極めて大事な情報が
書いてあったものですから、新聞の方に情報を出し
ました。2004年の正月の新聞記事に載りました。「二
の丸変遷に標準図」という見出しで新聞社は注目し
ました。確かに二の丸の変遷を知るための標準図で
した。同時にわれわれは、これが 1830 年（文政 13
年／天保元年）に作られた絵図であると分かったこ
とが非常にうれしかったのです。1830 年にできた
ということがその袋に書いてあったからですが、裏
面には色分けの凡例、塀の種類、建物は何色にし
た、堀は水色にしたといった 6 種類の凡例が書い
てありました。特に表紙に、これは文政 13 年に作
事所の奉行が横山隆章という金沢城代にこれを差し
出す、ただし、金沢城の絵図は大きいから 2 枚にし
て出せと言われているのに 1 枚にして出してしまっ
たということも書いてあります。その後、水樋、水
路の部分の記載が足りないということで、改めて天
保 3 年（1832）に水路部分を追加して差出したとい
うことが書いてあるのです。これは天保元年に一度
作り、天保 3 年に追加修正をした、1830 年の絵図
だということが分かったのです。そこに御殿の部分
もあったので、これは 1830 年の二の丸御殿の姿だ
と言えることになりました。現在、県が進めている
二の丸御殿の復元のための事業に当たっても、二の
丸御殿関係で約 60 点の絵図が残っているのですが、

その年次変化をみるとき、1830 年の御殿の姿の基
準になっていったわけです。そういう面でも非常に
役に立った絵図です。
　ところで、この絵図のことを「壱

い ち ぶ

分碁
ご え ず

絵図」と呼
んでいますが、この「碁絵図」とは一体何かという
ことにふれておきます。碁絵図とは分間図のことで
あることが分かりました。江戸時代に、城下町、城
郭など、いろいろな場面で分間図が作成されていま
すが、分間図とは簡単に言えば 600 分の 1 の縮尺図
のことをいいます。1 間の長さを 1 分に縮尺した図
なのです。1 間＝ 6 尺＝ 60 寸＝ 600 分で、1 間は約
1.8m、1 分は約 3mm です。江戸時代の絵図の世界
では、このような壱分が 1 間の図面を分間図、ある
いは壱分測りの図、壱分系と呼んだりします。1 間
を 2 分で表した場合は二分測り図、1 間を 3 分で表
現すると三分測り図といいます。金沢城では壱分碁
絵図の他に三分碁絵図も出てきました。何分碁絵図
という碁絵図をこの間の調査で十数点確認すること
ができました。分間図を碁絵図というのはなぜかと
いうと、1 間の幅を約 3mm とし格子状に方眼紙の
ように線を入れて図面を書いたからで、碁盤目のよ
うな格子線を入れた絵図だから「碁図」といったよ
うです。
　碁盤目と同じ格子線をもつ絵図が前田育徳会にあ
りました。嘉永 3 年（1850）の「御城分間御絵図」
です。しかし、こちらの絵図は「碁絵図」とは言わず、

「分間絵図」と表現されています。横山さんの壱分
碁絵図には、実は碁盤の目のような格子はないので
す。恐らく城代に出すから碁盤目のある原図は使わ
ずに、図柄の分かりいいものを出したのではないか
と思います。ところが、前田育徳会にあった「分間
絵図」というのは、これを見てもらうと、本当はも
う少し精細な画像であれば碁盤の目の赤い格子の線
が見えるはずです。本当に細かい線がたくさん入っ
ています。10 間単位で少し太い赤い線が見えてい
ます。本当にこれは方眼紙のような図面なのです。
これを見て初めて分間図とはこういうものだと分か
りました。横山さんの絵図も本来はこういうものを
原図にして作られたのだということなのです。
　金沢城では、金沢城の石垣修理、建物修理をする
ために、江戸幕府に絵図を次々と出しています。そ
して、横山さんの家には、もう一つ江戸前期の作事
所が描いた建物を色分けした図も残っていました。
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2-2. 文献調査
　われわれは文献調査の中で翻

ほんこく

刻、古文書を現在の
常用漢字や平仮名に直すという作業をしましたが、
最初に取り組んだのがこの「御造営方日並記」とい
う史料です。

2-3. 建造物調査
　建造物の調査では、名古屋工業大学の麓先生や京
都国立博物館の久保先生らにお願いし、金沢東照宮、
今の尾﨑神社の調査に取りかかっています。拝殿の
天井を見上げたところに八双金具を確認しておりま
す。家康をまつった神社なので、葵の御紋が随所に
使われています。
　本殿にはふつう入れてもらえないのですが、調査
のため尾﨑神社の本殿の中を特別に見せていただい
て、金銅花慰斗型釘隠などを確認し、写真を撮らせ
ていただきました。この花慰斗型釘隠は、調査した
久保先生によれば、二条城の内装に使われるものに
匹敵するもので、非常に質のよい金具を使っている
ということでした。恐らく金沢城の御殿などでも、
こういったものが使われていたことが類推できま
す。

2-4. 埋蔵文化財調査
　初期の埋蔵文化財調査は、本丸を中心にして、本
丸の初期の縄張り、寛永の大火以前の姿を調べるた
めの発掘調査を行いました。石垣の表面を観察する
中で石垣のデザインが変わるところを見つけ調査を
かけました。初期の石垣の上に寛文期の石垣が載っ
ていることを観察し、この下でどういう施工があっ
たのかというテーマを設け掘ってみたら、直線に入
る通路があったことが新しく分かりました。本丸の
東ノ丸附段の前の入り口のところです。このように
近世初期の石垣調査を本丸で行った結果、文禄元年

（1592）の石垣普請の開始から慶長 7 年（1602）の
天守焼失、そして元和の本丸拡張を経て寛永 8 年

（1631）の大火の後、現在見るような金沢城の姿が
できたということを解明してまいりました。

2-5.「石垣の博物館」と石垣の分類・編年
　さらに、石垣の構築技術の探求をいろいろな面で
展開させてゆきました。その結果、金沢城石垣は、
あの広大な城内に約 500 面の石垣面があり、その実
面積は約 3 万平米、恐らく大半が戸室山からの戸室
石ですが、10 万個程度の石材が持ち込まれたとい

うことが分かりました。そういった石垣の現況を確
認する石垣カルテ、あるいは測量図面の作成なども
行いました。石垣カルテ作成ではこの 500 面の石垣
の創建時期や来歴、修理履歴などを丹念に記録して
いきました。そして、これらをもとに石垣が造られ
ていった経緯を編年にしました。この外、石材を産
出した石切丁場での分布調査や確認調査、石引道の
調査などによって 7 期にわたる石垣の分類や編年を
進めてきました。金沢城の石垣編年は、発掘調査だ
けではなく、文献で分かったことまでも検証に用い
ており総合的で面白いのではないかと思っています。
　石垣のスタイルが 1 期から 7 期、前期から幕末に
かけて七つのスタイルに変わるということが、詳細
な石垣観察によって分かってきたわけですが、それ
が時の藩主、初代利家から、利長・利常・光高・綱紀、
重教・治脩・斉広という 11 代、12 代までの藩主の
変化に対応し姿を変えながら石垣が変遷していった
ことが分かりました。その他に石垣が造られた時代
に活躍した石垣職人を「穴太」と金沢で呼んでいま
すが、中には近江坂本出身の「穴太」もいます。そ
うではない石工たちもいるのですが、穴太家、後藤
家、戸波家、正木家など、さまざまな来歴や系譜を
持った技術者がこういった石垣の変遷に関わったと
いうことが文献を通し知ることもできた。これはや
はり、金沢ならではの特長であり良さだったのでは
ないかと思っています。

　1 ～ 4 の写真は、金沢城石垣の時代的変遷をわ
かり易く示した四つの画面です。文禄・慶長・寛永・
寛文とちょうど石垣技術が発展した最初の 60 年間
の石垣の変遷を示しています。自然の石を積み上げ
た文禄の石垣から、規格化された石材が横目地を通
して並ぶという形へと発展していく様子が金沢城内
でよく見られます。
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　それから、戸室石切丁場の分布調査も行っていま
す。石引道が延びていった先にはキゴ山や戸室山、
清水村とか田

たのしま

島村があります。そこに約 1300 の採
石坑があり、その面積は 660ha にわたり、群に分
けると 52 あるということでした。
　いくつかの場所を選んで確認調査を行いました。
少し表面を掃除すれば、石材が今でも残っています。
こうした石材は、本当は金沢城に行って役目を果た
すべきところ、なぜか理由があって残されてしまっ
た石材です。それらを割ってゆく加工の痕跡は戸室
の山で具体的に確認できました。
　こんな形で初期の五年あるいは六年間の足跡を画
像で振り返ってみました。その間、初代の北垣所長
に存分に活躍をしていただきました。われわれの金
沢城調査をリードしていただいただけでなく、文化
庁の石垣研究会（正式名称：全国城跡等石垣整備調
査研究会）のお世話をずっとされていました。その
こともあり、金沢で 2 回この全国的な集会が行われ
ています。
　また、金沢城調査研究所の所員ほか、専門委員を
つとめられた方などが参画し、文化庁が 2015 年に

「石垣整備のてびき」を作成した際、北垣先生を中
心に、金沢城の関係者も協力し立派な手引き書がで
きたのではないかと思います。私もこの「てびき」
作成のおりの議論に参加させていただいたことを意
義深いことだったと思って、振り返っています。そ
の議論の中で一番話題になったこととして、昭和ま
での文化財石垣に対する修理、保存の在り方は、傷
みが激しく危なくなった石垣はまず解体・修理を優
先に考える傾向が強かったのですが、そこから脱却
したいと北垣先生が盛んに主張しておりました。わ
れわれもその考え方に共鳴し、この「てびき」を作っ
たということを思い出し、研究所が今取り組んでい
る文化財石垣の保存修理技術の調査研究の先駆けで
あったと感じております。

３．総合的な調査研究の推進と課題
3-1. 石垣構築技術の総合調査
　さらに、北垣先生の指導のもと、全国的な視点で
金沢城の石垣造りの技術を位置付けてみようという
ことで、大坂城はじめ、江戸幕府が行った公儀普請
の場で諸大名がどんな形で自らの技術を発揮し、そ
こからお互いにどういう影響を受けたのかというこ
とを調査研究する総合研究を行いました。
　大坂城の調査では、大坂城には 64 の大名が 3 回

に分けて動員され、3 回目の第 3 期普請では 3 代目
の前田利常が中納言として参加し、将軍家との良き
関係を背景に大坂城で責任を果たしたということ、
そして 64 の大名の中では、やはり西国大名の石垣
技術が優れており、前田氏や東国の大名は簡単に言
えば下手くそだったのですが、ここで刺激を受けて、
国元で、西国大名から学んだ技術を 3 代利常の時代
に金沢城の石垣造りに生かしていった、ということ
が分かってきました。大坂城の石垣普請の 4 分の 1
の面積は前田家が担当していますが、城の北側の比
較的低い石垣を担当しているのではないかと思いま
す。目立つ高い石垣は黒田家、池田家、あるいは加
藤清正、石垣上手の細川家なんかもいますが、そう
いう西国大名が担当しています。それでも前田家は、
玉造口の枡形門のところ、門脇の高石垣を造ってい
ます。このとき学んだ技術が、金沢城でどう生かさ
れたかということについては、金沢城の滝川さんが
重要な所見を示しています。この大坂城の普請のた
めの図面も全国にたくさんあり、それらを全国の博
物館へ行って見ることもできました。
　金沢城調査研究の第一期に、前田家の石垣、金沢
城の石垣編年というものができた結果、幕末まで金
沢城では 1 ～ 7 期という形で変遷があったのです
が、他の大名、例えば、加藤家は早く改易されてい
ますが、細川家など、多くの大名は江戸時代の中期
以降、専門職人もいなくなったりして石垣技術に明
らかな衰退傾向が見られ、町石工などに委託する方
向に転換していきました。しかし、前田家では専門
の石垣技術者をずっと抱えながら、衰退傾向にはあ
りながらもⅡ期、Ⅲ期と、つまり江戸初期、最初の
70 ～ 80 年の発展期が衰退した後も、石垣造りの技
術を変換してゆきます。庭園周りで造られる装飾性
豊かな石垣の代表、色紙短冊積石垣はこのⅡ期に出
てくるのです。これはⅠ期すなわち初期の石垣では
ないのです。庭園の石垣あるいは見せる石垣、そう
いったものが金沢では顕著に見られる、それは「衰
退」と見るのではなく、Ⅱ期として新しい転換があ
ると見た方がいいのではないかということで、二つ
目の石垣技術のピークを考えました。
　江戸時代の後期になると、後期は後期で、前田家
では、Ⅱ期やⅠ期にあった素晴らしい石垣を復活し
ようと熱心に努力する後藤彦三郎という石垣職人が
出てきます。Ⅰ期やⅡ期のいいところを江戸後期に
再現しようと調査研究するグループが出てきます。
石垣ルネサンスと言っていいかもしれませんが、そ
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ういう穴生たちも出てきますので、これはこれで新
たな動きと見ていきたいと考えて、三つ目の波だと
捉えています。
　Ⅰ期は石垣技術の草創発展期で、どこの城でも目
覚ましい発展があり、20m 近い高石垣が扇の勾配
をつくってできました。その衰退の後、Ⅱ期、Ⅲ期
が 17 世紀の後半あるいは 18 世紀、19 世紀に起こっ
てくるのではないかということです。
　20 年間を振り返って感じているのは、好奇心を
刺激する調査研究は、われわれ自身やっていて楽し
いですし、成果をまとめ、皆さんにご紹介するとき
も共感を持って迎えられる、ということです。本日
のようなシンポジウムなどに、大勢の方が集まって
いただきましたが、これが大きな支えになりました。
　20 年間取り組んできたが、まだまだ解明できな
くて、今後もっと究明しなければならないと思って
いる点をここで三つ挙げてみます。1 点目は、石垣
について、あの大きな巨石をどうやって運んで、あ
んな高い石垣に積み上げたのかというのは、20 年
調査に関わってきたのですが、やはりまだ謎は解け
ていないという感じがします。しかもなぜ 200 年以
上もそれらが健在であったのか、歪みながらも、な
ぜ構造体として安定を保持してきたのか、というこ
とも本当のところはまだ解明できていないのではな
いかと思います。今後さらに深めていきたいと考え
ています。
　2 点目は、玉泉院丸の色紙短冊積は誰が命じたの
だろうかということです。5 代綱紀の頃といわれる
のですが、綱紀が本当にこの石垣を造れと言ったの
か、ということも謎であります。誰かそうアドバイ
スした人がいたのか、担当した技術者が助言するこ
とはないのだろうなと思いながら、いまだに謎だと
思っています。
　3 点目は、大坂城ほか金沢城のような大きな地方
大名の城でも、1 年くらいで城石垣を建設するとき、
作業場を分担してやらねばならず、分担して一斉に
工事することを割普請といいますが、担当現場が細
切れにされているのに、仕上がったものは統一性が
きちんとあるわけです。短い工期の中で、なぜあれ
だけ統一性あるものができるのか。黒田家と細川家
は隣同士で作業していますが、黒田と細川は非常に
仲の悪い大名であることで知られています。仲の悪
い大名が隣同士で一つのまとまった仕事ができたの
は、なぜか。非常に不可解であり、解明したいとい
う気持ちを持たせてくれる課題であります。

3-2.『金沢城編年史料』の刊行
　それから、『金沢城編年史料』の刊行にも取り組
んでまいりました。戦前に刊行された『加賀藩史料』
という、すごくいい史料集があるのですが、信頼で
きる史料を補充し、新しく確認できた史料も入れて、
もっと信頼できる編年体の近世史料集を刊行すると
いうことを目的に調査研究を進めました。
　文献調査をすすめる中で、近世の城とは一体何な
のだろうかということも感じております。近世の最
初はともかく、寛永以降、大坂の陣以降はずっと平
和な時代が続きます。平和な時代のお城の役割とは
一体何なのかということを最近考えています。とく
に二の丸御殿など、御殿という空間は近世の政治や
文化、経済にどういう影響を与えたのかということ
を掘り下げたいという気持ちがあるのですが、一つ
の答えとして、近世城郭の御殿空間とは、政治文化
の拠点ではないかと考えています。近世初頭には天
守・櫓が御殿と共にそのような役割を果たしたのだ
と思いますが、江戸時代の寛文期以降になると、政
治文化の拠点として、御殿の役割が大きくなったの
ではないかと考えています。
　政治文化の拠点とは何かというと、領民の畏敬や
憧憬が集まる場所ではないかと思います。そのこと
を代表する事象として、江戸前期は城内の山里丸、
数寄屋丸で茶会をしています。金沢城の初頭、前田
利家が奥州の大名の南部氏の家老、北信愛を招いた
とき、やはり数寄屋で茶会を開き能楽を見せ、金石
の港で地引き網をやり、そして鷹狩りにも誘いまし
た。鷹狩り・茶会・能楽、この 3 点は政治文化のシ
ンボルとして、とても大事なものでした。
　とくに、二の丸御殿が再建された翌年、文化 8 年

（1811）閏 2 月に、祝賀のための規式能・慰み能を
12 代の斉広が行っています。6 日間と 5 日間、合わ
せて 11 日間にわたる能楽のビッグイベントでした。
城内の表舞台の白洲の上に屋根を造って仮設の閲覧
場を造り、献金した豪商や百姓代表、町人代表など
1 万人を招いて、たくさん寄付をしてくれた領民の
ため労をねぎらうお能を行い、藩主も自らシテとし
て舞いました。
　その後、斉広は能楽にとても自信を持ち、文化 8
年から 10 年（1811 ～ 13）まで、江戸の本郷邸で 1
年に 35 回、国元に帰って金沢城の奥の能舞台で 1
年半で 65 回、能楽を見せました。知り合いの大名
を招き、また、金沢城の 65 回の能楽のときは家臣
団に順番を組ませて見せているのです。そして、能
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楽文化が城下町金沢ではこの時期に広まったという
ことです。金沢のまちでは、植木職人が仕事をしな
がら謡を口ずさむので「空から謡が降ってくる」と
いわれるようになった状況は、殿様が能楽に狂って
いたということもあって、この時期に形づくられた
ともいわれています。そんなことで、課題もありま
すが、非常に楽しい調査研究を 20 年間やらせてい
ただきました。

４．結び
　最後のまとめは、古文書や発掘された遺物・遺構、
そして石垣も歴史史料、石垣は歴史の証人であると
いうことです。石垣は、金沢城跡で展開した 300 年
の歴史、明治以降の 150 年の歴史を見ていたのです。
そういう目で、石垣あるいは史跡文化財の保存・活
用に今後も邁進していくべきだと思っています。と
いうことで、駆け足でしたが、本日の講演を終わり
たいと思います。ご清聴ありがとうございました。

講演 1「日本の近世城郭と金沢城」
千田　嘉博（奈良大学教授）

　千田でございます。前所長の木越先生のお話を伺
いながら、金沢城の調査研究が今日のような形で進
展している、あるいは、今日、全国のお城ファンが「金
沢城いいわ～」と言って見学できているのは、調査
研究所が城跡の調査・研究・整備に非常に大きな役
割を果たしてこられたからだと、改めて実感しまし
た。私の方は「日本の近世城郭と金沢城」というこ
とで引き続いてお話をさせていただきます。どうぞ
よろしくお願いいたします。

１．荒子城について
　さて、この金沢城を築きましたのは、皆さんもよ
くご存じの前田家です。初代藩主、前田利家という
ことになりますが、まずは利家の城からたどってい
きたいと思います。愛知県の尾張、現在の名古屋を
中心とした地域の地図を出しておりますが、前田家

は荒子城という城を拠点にした地侍の一人でありま
した。現在は名古屋市内ということで市街地化が非
常に進んでおり、残念ながら荒子城の姿がそのまま
残っているということではありません。
　そこで、1946 年にアメリカ軍が撮影した垂直航
空写真によると、少し森が残っているのですが、荒
子観音の南西辺りが現在も荒子城の跡だと伝えられ
ており、古い明治の地籍図、その他いろいろ勘案す
ると、荒子城はどうやら四角い形で堀を巡らせてい
た城であったらしい、城というよりは館というか、
土塁も巡らせていたと思いますので、館と城の中間
的な形態、館

やかたじろ

城あるいは館
かんじょう

城と言っているタイプの
ものであったと思います。
　ですから、利家が生まれた頃はまさにこういった
館城が前田家の本拠であって、その生涯を重ねる中
で、最終的には日本の近世城郭を代表する金沢城に
まで達しているということになります。本当によく
ここから金沢城までたどり着いたなということで、
改めて城の姿をたどっていくと、この戦国の時代、
大きく世の中が変化して城も変わっていったという
ことを、まさに前田家の城、利家の城が象徴してい
ると思います。
　この荒子城は館城の形態ということで、こんなも
のから始まったのかと驚かれた方もおられるかと思
います。しかし、戦国時代、信長が活躍しはじめる
頃の城というのは、基本的に尾張地方では館城であ
りました。信長が生まれた勝幡城と荒子城は非常に
よく似ています。文字の史料では「城」と出てくる
のですが、当時の戦国の尾張の城の実態はこういう
ものであったというのが見えてきます。そんなこと
で見てみますと、実は荒子城というのは、信長の生
まれた勝幡城と規模的にもそれほど変わらない、尾
張にあったこういった館城の中では、荒子城という
のはかなり大型の館城であって、前田家が有力な武
士の一人であったことが城の形からもよく分かると
思います。
　こういった四角い館あるいは館城が当時の城だと
いうのを今見てまいったわけですが、今ご覧いただ
いているのは、当時の愛知県の尾張地区、尾張の国
の政治的な中心であった清須城の復元をしてみた図
です。実はこの清須城という、当時守護がいた城も
四角い館型の巨大な館城でした。その周りに集まっ
ている尾張の武家の首都、政治的中心のそこに集
まっている武士たちも四角い館をつくっているとい
うことで、こういったものが集まって当時の一番大
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きな城下町が出来上がっていたということになりま
す。現在、この清須へ参りますと、立派な天守が建っ
ていますが、この天守のイメージで信長の頃を考え
ると、大きく間違ってしまうということが生じるわ
けです。

　城館が立ち並んだ姿は石川県内でもほぼ同じ状況
にあったと考えられます。今ご覧いただいているの
は、石川県内の七尾にあった能登の国の守護所の様
子を、明治時代の古い地図である地籍図で復元した
ものです。ちょうどこの図の中央です。少し黒っぽ
くなっている、畠ですから一段高くなっているとい
うことが分かります。これが恐らく能登の国の守護
所、能登畠山の本拠であります。それに守護代所が
脇に付いています。二つの大きな館があって恐らく
周りにはたくさんの武家屋敷が立ち並んでいたもの
と考えられます。先ほどご覧いただいた清須城と、
地形など若干違いはありますが、基本的には同じ構
造をしていたことが分かります。
　ですから、こういったものがまさに戦国のスタン
ダードな城の姿であったということになります。当
時の館の中については残念ながら荒子城につきまし
ては詳しい建物の記録あるいは発掘の成果は今のと
ころありません。しかし、先ほどご覧いただいた信
長の生まれた勝幡城については、当時の公家が尋ね
ていて、そのときの断片的ではありますが、文字の
記録などを見ると、都にあった武士の館と見劣りし
ない非常に立派な館であったと記されています。今
ご覧いただいているのは京都にあった武家の館、細
川管領邸です。上杉本洛中洛外図屏風が描いている
様子です。主殿と呼んでいるのは対面儀式のための
建物です。会所と呼んでいるのは宴会や文芸活動を
行う建物です。そして武家の館らしい馬屋がありま
す。主殿と広場あるいは会所と庭園、こういった姿

が当時の武家の典型的な上級クラスの屋敷の造り方
でした。恐らく荒子城もこれに準ずるような、これ
ほど立派であったかどうかはいろいろ検討しなけれ
ばいけませんが、このような構成を取っていたので
あろうということが見えてきます。いずれにして
も、本当に今私たちが見ている金沢城とは雲泥の差
と言ったらいいでしょうか、全く違う、こういった
非常に中世的、室町的な世界から、前田の城造りと
いうのが展開していったことが分かります。

２．府中城について
　その後、利家は信長に怒られたり、仕官したりと
いうことで出世を果たしていきますが、利家と城と
いうことで言うと、利家にとっても一つ思い出深い
ものになったであろうと思うのは府中城です。そこ
を府中三人衆の一人として任されたということが一
つ転機になっていったと思います。近年、福井県の
府中城で発掘が行われ、石垣が見つかっています。
この石垣は新しいものだと発掘の所見ではいわれて
いますが、実は非常に興味深く、隅石が「重ね積み」
になっています。長い、短い、長い、短いと「算木
積み」にしない、やや古手のそういった技術でつく
られている様子が見つかっています。確かに全体と
しては後の時代に積み直されているものと思います
が、断片的に前田の時代のものも残っていると思っ
ております。この重ね積みなのですが、例えば京都
府にある福知山城は明智光秀が 1579 年（天正 7 年）
から築いた城ということで、現在、戦後に鉄筋コン
クリートで復元した天守が建っていますが、この天
守を建てるときに石垣などの調査を行っています。
　この天守台の石垣ですが、非常に興味深いことに、
真ん中のところに切れ目、増築の痕跡があります。
右側が先にあって左側が後に付け足した石垣だとい
うことで、現在の天守にするときに元の石垣を使い
ながら大きくしている、天守台を大型化したという
ことが分かっていて、右側の石垣に関しては明智光
秀時代に遡るものです。これを見ていただきますと、
長い、短いと互い違いに積む算木積みではなく、同
じような長さの石を重ねて積んでいる重ね積みとい
う特徴的な積み石の処理をしており、先ほどの府中
城に見られたような石積みというのはやや古めかし
い技術で出来上がっていったというのが見えてまい
ります。
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３．七尾城について
　その後の利家ということになりますが、ここで石
川県との関わりがはっきり出てくるわけです。能登
の国を任されて七尾城に城主として入っていくとい
うことになります。七尾城も国の史跡になっており
ますが、山の上の城あるいは麓の城下に至るまでの
遺構が大変よく残っています。本丸と長屋敷の間の
空堀を撮った写真を見ると、これもとんでもない空
堀です。ものすごいものです。七尾城につきまして
は能登の畠山氏の時代からすごい城が造られてい
て、上杉謙信の猛攻を何年にもわたってはねのける
という、戦国の城攻め中の城攻め、大激戦を戦った
城です。その一方で、七尾城内の桜馬場の西端には、
大変大きな石垣を積んだ枡形があります。これは復
元してみると、手前側は残念ながら崩落してしまっ
ていますが、元々は石垣が外へ出っ張っていた形の
枡形を造っていたことが分かります。これは外枡形
といい、信長の安土城などに認められる枡形の造り
方です。こういったものを七尾城の中心部の随所に
見ることができます。
　こういった巨石、大型石材を使った石垣に関して
は、能登畠山氏ではなく利家の時代あるいは利家以
降に前田氏の手によって改修が進められた石垣と考
えるのが、石垣の積み方などから見てもよいと思い
ます。前田の城と言えば七尾城となりますが、県内
で前田の城造りを伝える、さらに言えば金沢城以前
の前田の城造りを考える手がかりとしては能登の七
尾城があるということになろうかと思います。
　航空レーザー測量図を基に山の上を見てみると、
本当に険しい山の地形をうまく巧みに使いながら非
常に大きな城を造っていたのが分かります。さらに
山の上だけではなく、山麓のところを見てみると、
元々は畠山氏の館にさかのぼるであろうといったと
ころを含めて、幾つかの大型の館があって、そこを
中心に城下側に直線道路が延びています。その周辺
には武家屋敷や町家、職人などが住んでいたところ
があって、それらを最終的に、これは利家の時代に
整備が進められていると思いますが、惣構えの堀で
守っています。後に金沢城の城下町も二重の惣構え
で守られていくということになりますが、それに先
立つ戦国末のこういった非常に整った城下町遺構が
今も良好に残っているということになります。
　これらの七尾の城下町ですが、文書の史料、文字
史料などから明らかに金沢城と並行する時期にも、
最終的には七尾の城下町がまだ使われているという

ことが分かるので、やはり前田の城を考えるときに、
七尾の持っている歴史的意味は非常に大きいと思い
ます。従来、畠山の城下町、前田以前という形での
評価がもっぱら大きかったと思いますが、その辺は
近年の調査成果ではっきりと修正が必要であろうと
思います。
　この七尾城がいかに大きいか、同じ縮尺で各地の
城あるいは金沢城と比較してみました。もちろん金
沢城は城だけですから、本来、城下町を入れれば七
尾の城下町を圧倒する大きさではあるのですが、例
えば愛知県の小牧山城は城下町までその範囲を入れ
ていますが、それと比べても石川県の七尾城は、も
ちろん山が大きいというのもあるのですが、面積的
には非常に巨大だということが分かります。
　それから、中国地方で戦国時代に 5 カ国を治めた
毛利元就あるいは毛利輝元の本拠であった広島県の
吉田郡山城と比べても、その周りに城下町はもちろ
んさらに広がりますが、城の規模ということで言っ
ても七尾城は実は戦国の城として屈指の大きさだっ
たということが、こうやって比較してみると分かり
ます。信長の安土城の中心部よりも大きいです。石
川県は能登の国と加賀の国がくっついてできた県で
すから、能登の国を代表する城である七尾城をどの
ようにこれから調査して整備して生かしていくか
は、能登においてはまさに七尾城が金沢城に相当す
る役割を果たす城だと言ってよいと思いますので、
これからの石川県行政の大変大きな課題だと思いま
す。
　さて、利家の城をたどっていきます。利家は豊臣
秀吉を支えて豊臣政権の中枢のメンバーとして活躍
していきます。秀吉が肥前名護屋城を造って、文禄・
慶長の役で朝鮮半島あるいは唐へ出兵するのだとい
うことで対外侵略戦争を引き起こすわけですが、そ
れにもやむを得ず従って肥前名護屋に陣を築くこと
になりました。現在整備が進んでいる佐賀県の肥前
名護屋城の本丸の様子で言うと、木が生えている奥
の辺りが天守が建っていたところです。この肥前名
護屋には全国から豊臣政権に加わっている大名が陣
をつくって、あたかもここが臨時の首都のような形
になりました。肥前名護屋城から非常に近い良い場
所にやはり政権を支える中枢の武将ということで利
家が陣をつくっています。
　ここについても、佐賀県の肥前名護屋城の博物館
によって調査が行われています。本丸より一段下の
大きなところにお庭や数寄屋のおもてなし空間が設
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けられていたとことが発掘で分かっています。山の
崖面を利用して、背後の山を築山に見立てており、
手前に池があって、池とセットになった大型建物群
です。それから、それと関係したいろいろな付属建
物群が立ち並びます。現在の金沢城で申しますと、
玉泉院丸庭園の原型になるようなものがこの肥前名
護屋の利家陣で認められているということです。
　そして、肥前名護屋の戦いと同時並行で豊臣政権
の本拠の城としては、京都の伏見にあった伏見城が
あります。それも一度は指月にあって、慶長地震を
経て木幡山の伏見城に移りました。今ご紹介したい
のは後半の木幡山伏見城の表道に面して建てられて
いた前田利家の屋敷です。ここは残念ながら完全に
市街地化が進んでいるので、利家の屋敷の跡が見ら
れるわけではありませんが、何年か前に幸いと言う
べきか、（今は破壊されたので不幸にしてというべ
きか）、発掘される機会がありました。その様子を
見ると、現在でもこれほどの範囲は、普通の方のお
うちとしては超巨大、邸宅と言ってもいい広さなの
ですが、利家邸に比べるとこれは本当にごく一部の
小さい敷地で、残念ながら広大な前田利家の屋敷の
全貌を明らかにすることはできませんでしたけれど
も、幸い利家が暮らしたであろう御殿の一部を発掘
で見つけられました。
　これをご覧いただきますと非常に面白いことが分
かります。実は見えている地面そのものが人工的な
盛り土です。全面的に土地改良を行って地盤を突き
固めて建物を建てる基礎工事をしています。そして
柱を建てるところは、礎石、石の基礎を置いて柱を
建てていたと考えられるのですが、その場所だけで
はなく、その周りで、大きいところでは 2m 四方ぐ
らいのものすごく大きな穴を掘っています。そして
石混じりで突き固めて、大きな石も下に置いておい
て、そしてその上に礎石を据え付けるという大変丁
寧な工事をしていたことが分かりました。
　調査をされた方々にお伺いすると、城が移ったの
も慶長地震による被害を受けてということになりま
すので、慶長地震に学んで最先端の耐震構造にして
いたのです。なんといっても基礎を固めないとやは
り駄目だということで、そういったことをしっかり
行って御殿を建てていたのです。前田利家が城造り
がうまかったというだけではなく、未来の災害にも
どう備えていくかをしっかり考えて、城を、この場
合は御殿ですが、建てていたということが大変よく
分かります。

４．金沢城について
　そして、その先にいよいよ金沢城ということにな
ります。金沢城は木越先生のお話にもありましたが、
さまざまな変遷があった後、調査研究所ができて、
その調査研究を基礎にして今日では見違えるように
当時の城がよみがえって、全国のお城ファンも、ど
こに行きたいといったら、金沢城に行きたいと言う
魅力的な城になりました。
　以前から残っていた石川門、そして近年の整備の
中で、橋爪門や五十間長屋は初期に整備が進みまし
た。玉泉院丸庭園は最初拝見したときは体育館で、
この下にお庭が埋まっているのは絵図で分かるけれ
ども、それがどうなるかしらと思っていたら、いま
や見事な兼六園に先立つ城内庭園によみがえりまし
た。それから河北門、この厳重な枡形の構造。そし
て最近では鼠多門です。こういった素晴らしい一連
の建物が復元されて、まさに金沢城の姿を体感でき
るようになりました。

　しかし、金沢城というのは利家の時代以降、火災
などを契機にして大きく造り替えられているのも特
徴で、いろいろな絵図を基に利家時代の金沢城はど
んなふうになっていたのだろうかというのを今回考
えてみたのですが、いろいろな記録を見ていくと、
本丸というのはどうやら二つに分かれていたと考え
た方がよいだろうと思います。奥の空間と表の空間
はどちらも本丸としておりますが、奥の建物が建っ
ている方が詰丸というところで、こういった本丸を
二重にするというのは例えば信長の安土城、秀吉の
大坂城もそうなっていましたので、恐らく金沢城
も、信長や秀吉の城造りと準じるような形で、当時
の天下人の城の格式の詰丸を持つ城という形で中心
部ができていたに違いない、そして詰丸に所属する
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形で天守も建っていたということになろうかと思い
ます。
　そこから大手門の方に向けて、本来は幾つもの外
枡形、連続するかぎの手状になった石垣が連なって
いく、これも信長、秀吉の城造りをさらに発展させ
た城と見ることができますが、そういう形で成立し
ていたのではないかと、絵図などを現地形に合わせ
ながら考えていくと評価できるのではないかと思い
ます。ですから、利家時代の金沢城というのはまさ
に天下人クラスの城であって、当時の最先端の城郭
として出来上がっていた。今日、加藤清正が造った
熊本城は非常に厳重な城として知られていますが、
その熊本城に勝るとも劣らない城であったとイメー
ジできるのではないかと思います。
　金沢城は、本丸ではなく二の丸を中心とした城
へ、江戸時代の間に変わっていっています。これは
全国の城の中でも非常に特筆すべき金沢城の特徴で
あり、火災などを契機として、まさにそれぞれの時
代に城を最適化していくという動きがずっと行われ
ているのです。そういう形で変遷していった、二の
丸を中心とした城としての形が今日私たちが見てい
る金沢城であるということになります。
　そういった中で、例えば近年復元された橋爪門は
見事で、手前に枡形があって奥に櫓門が建つという
構造です。そして、この櫓門を通過すると今は長い
スロープが続いています。これはまだできていない
ときの計画図面から持ってきていますが、橋爪門の
前に枡形があって、そして二の丸へ入っていく。枡
形というのは戦国末、近世の城に普遍的に用いられ
た城の出入り口の守り方で、その姿をしっかり橋爪
門は取っていた、そしてその二の丸に入っていくよ
うにしているということが分かります。これはその
計画どおり立体復元されました。今日も午前中に見
てきたのですが、見事にその様子を体感することが
できます。
　しかし、本来の橋爪門というのは、今、復元され
ている橋爪門の前の枡形、これを仮に枡形の A と
しておきますが、橋爪門を越えた後にもう一つの
枡形があって、それで 90 度曲がって二の丸の中に
入っていくという二連続の枡形で、その中央に橋爪
門が建っているという、非常に驚くべき複雑な構造
を取っていました。これは二の丸が城の中心になっ
たということと恐らくリンクすることだと思います
が、お殿様のところに行くのはこういう厳重な構成
を取っていたということになります。これは、実は

江戸城の二の丸、将軍の城と極めてよく似ています。
現代の皇居ですが、下乗門を越えてその後ろに銅門
です。もう一つの枡形空間があって、外から入って
きて枡形を越えて、次の枡形を越えて、二の丸へ入
るという二連続枡形になっていたのです。これを見
ると、実は金沢城の二の丸の橋爪門を中心とした二
重の枡形、二連続枡形というのは将軍の城に匹敵す
る、将軍の城の二の丸の入り方と同格の非常に格式
の高い門の形を造っていたということになるわけで
す。金沢城はすごい城です。
　ですから、そういった目で改めて見ていただきま
すと、金沢城の二の丸の二連続枡形は江戸城に匹敵
する枡形構造だったのですが、橋爪門の復元は、現
状では半分の復元で、後ろ半分ができていません。
これは非常に残念です。このままでは、金沢城の本
来の姿、二の丸が非常に格式の高い造りをしていた
ということを、現地で理解するのはまず無理です。
まっすぐスロープが続いているからです。金沢城の
歴史と魅力をもっと来ていただいた方に実感してい
ただくために、これは今後の課題です。今まさに二
の丸御殿を近未来に復元していこうという大きなプ
ロジェクトが動いているので、単に建物を建てる、
復元するというだけでなく、まさに御殿に行くため
の歴史的な道筋についてもしっかり復元していくこ
とで、金沢城の魅力あるいは歴史のすごさを多くの
方に体感していただけるようになると思います。橋
爪門枡形の完全復元は金沢城にとってきわめて重要
な課題です。

５．建物復元の難しさ
　金沢城でいろいろな櫓門、2 階がある門が復元さ
れているのですが、ここには謎が実はあるのです。
復元してもらったから分かる謎です。橋爪門を門扉
が閉まった状態でご覧いただいて、大戸の真正面に
立って屋根軒裏を見上げると、非常に複雑な構造に
なっているのですが、この 2 階の櫓の壁というの
は 1 階の柱の位置よりも外へわずかに張り出してい
るのがわかります。しかし張り出しているところに
アールを描いた材でふさいでいて、金沢城の場合は
せっかくの石落としがまったく機能していないので
す。
　ところが、一般の城はどうか、大阪府の大坂城の
大手門を見ると、櫓門の 2 階をわずかに張り出して
生み出したわずかなスリット状の部分がぱかっと開
くようになっていて石落としになっています。門扉
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が閉まっていると、敵が攻めてきたときに門扉を開
けろと言って門扉の前で頑張るわけです。そうする
と、2 階の櫓の床下の張り出し部分を開けて真上か
らひどい目に遭わせるというのが石落としでありま
して、城を守るためには、当然そうしておきたいと
いうものです。
　二条城を見ると、大戸をつっている鏡柱という大
きな太い柱から真上に 2 階の壁が来るのではなく、
わずかに張り出して壁を造っていて、隙間を発生さ
せて、そこが石落としになり、門扉の真ん前にいる
人が真上から攻撃をされてひどい目に遭わせようと
しています。実景の写真で見ると、この部分が石落
としだということになります。上に上って 2 階の櫓
から見ると、パカパカと床が端っこだけ開くように
なっていて、この真下の人を攻撃できるというもの
です。
　京都の二条城の東大手門は、幸い江戸時代の建物
が残っています。精密図面が近年の解体修理に伴っ
て作られていますが、こういう形で門の正面、大戸
の上のところはずっと石落としになっている、とこ
ろが、江戸時代の絵図を見ると石落としが省略され
てしまっていて、実は絵図だけを見ていると石落と
しがあるかないかは分からないというか、絵図を見
る限り石落としはなかったように思えてしまうのだ
けれど、実際にはあるという、非常に難しい問題が
発生しています。だから、絵図だけを見ていると見
誤ってしまうということになるわけです。
　それでは、金沢城ではどうだったのか。実は今の
石川門にも石落としはありません。しかし、これは
既に研究で明らかになっているのですが、石落とし
があったであろうところだけ非常に幅の狭い板で床
をふさいでいます。床板の長さがそこだけ全然違う
のです。これはどう考えても元々石落としがあって、
その後、もう石落としをやめにしたので、そこの床
を短い板でふさいで人が落っこちないようにしてい
るという変遷がありそうです。
　ですから、今復元した櫓門に石落としがないとい
うのは、幕末期の建物を復元するということで正し
い復元が行われているのですが、最初がどうだった
のかと考えると、元々金沢城のそれぞれの櫓門には
石落としがあった時代が長い間あったのだと見るの
がよいだろうと思います。しかし、このことが復元
していただいたことで分かってくると、今まで思っ
てもみなかった新しいことがいろいろと課題として
挙がってきます。

　金沢城は、こういった建物の石落としの変遷、あっ
たものがなくなっていくというのを考えると、最終
的には櫓門の大戸の上の石落としを廃止しているこ
とは間違いなさそうである、ですから、厳重に守っ
ているように見えて、実はそこはもうやめておきま
したという、厳重に守っているように見える感じの
城にしておけばいいやということが起きていたこと
が分かってくるのです。アールを描いた材で張り出
し部分をきれいにするというのは他の城では全く見
ることができないのでの、実質的な防御の機能より
も、美しさ、技巧的であること、技術力重視です。
これも非常に特異です。全国の城は幕末まで石落と
しの機能を維持することが一般的でした。幕末にい
くら建て替えたって石落としは省きませんという城
がほぼ 99.9％だったのに対して、金沢城はそれはも
うやめておこう、要らないよと考えた。これは、石
垣が実質的なものから、石垣としてはそこまでする
必要はないのだけれども見せる石垣、よりきれいな
芸術的な技巧的な石垣に変わっていくこととも符号
していると思われます。
　近世の初め、徹底した守りを固めた利家の時代の
金沢城、それから変遷をしていく中で、幕末期の金
沢城というのは一体どういう役割を果たしていたの
か、あるいは石垣、櫓、門が前田家の武士たち、あ
るいは金沢の人々にとってどんな意味を持っていた
のか。今までは、なにせ橋爪門も河北門も鼠多門も
ありませんでしたから、石落としのことをこうやっ
て細かく考えることはできなかったのですが、これ
までの研究のご成果によって、精密な復元がされた
ことによって見えてきた新しい発見です。木越前所
長からお話がありましたように、まさに学術的な総
合的な研究の帰結でああいった金沢城の整備や復元
が出来上がっているわけですが、それで終わりとい
うことではなく、こういう復元ができてくると、そ
こから金沢城からどのように歴史を見ていくかとい
う新たな研究課題、新たな発見が次々出てきます。
こういった復元は新たな研究の始まりであると言っ
てよいと思います。

６．全ての人に開く金沢城の整備
　さて、金沢城の整備でありますが、これは全国の
城の整備の中で最も優れたものだと私は考えていま
す。それは一つには先ほど以来お話がありました、
学術的な成果です。調査研究所のしっかりとした総
合的な調査研究に基づいた精密な復元がされている
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ということです。これは本当に素晴らしいことです。
そのためには調査研究所という組織が絶対に必要で
す。総合的な研究をしっかりしていく機関があるか
らこそ、これができているのです。
　もう一つは、スロープ、リフト、エレベーターを
復元建物の中にしっかり整備してくださっていると
いうことです。皆さん、思い返してください。昭和
の頃の城の整備というのは、城はバリアの塊である
と、だから、階段があるのは当たり前、行けないと
ころがあるのも当たり前といわれてきました。直立
二足歩行ができて元気な人が城へ行って歴史を体感
できればいいのだと、ずっとそう考えられてきたの
です。
　しかし、この金沢城の整備も、まさに市民・県民・
国民の税金を原資として行われているわけで、この
金沢城が素晴らしければ素晴らしいほど、金沢城が
意味する歴史が素晴らしいものであればあるほど、
それが健常者でなければ見られないのだと、健常者
だけが見られるようにしておけばいいのだと考える
ことが、私たちのこの時代の城跡の整備で正しいか
というと、それは、はっきりと間違いといわなくて
はなりません。この厳重なバリアの塊であった城、
金沢城をいかにバリアをなくして全ての人に開いて
いくか、これこそが私たちの時代の城跡の整備が進
んでいく方向だと思います。
　実は日本の中では金沢城のような整備を徹底して
いるところは他にはありません。断トツ、群を抜い
ています。素晴らしいことです。しかし、世界を見
てください。例えばイギリスのハーレフ城は、とん
でもない階段を上った先に城壁があって、ようやく
たどり着けるという城でした。しかし、それでは駄
目だということで今あらゆる段差をなくしたスロー
プで堀を越えて城を見に行けるようになりました。
だから、もうバリアはありません。
　ハンガリーのブダ城は世界遺産です。ドナウ川の
素晴らしい文化的景観を見るためにはブダ城の城壁
の上に行かなければいけない。そこは城壁の上なの
で、階段を上ってようやく行けるところだったので
すが、その城壁を壊さずに、エレベーターを付ける
ことでみんなが行けるようになりました。エレベー
ターの色も工夫して目立たない茶色い色を塗ってい
ます。
　ドイツのエーレンブライトシュタインは、ライン
川とモーゼル川の合流点にある、ヨーロッパ屈指の
近代要塞、五稜郭のお化けみたいなものです。だか

ら、バリア中のバリアです。しかし、ここではフラ
ンス軍の爆撃によって城壁が壊されたところをわざ
と修復せず、壊れたところを利用して、元の城壁を
戻すのではなく、エレベーターを設置することで、
複雑な要塞の上の階、下の階、地下階に及んでいる
要塞をみんなが見られるようにしています。

７．まとめ
　このように見ていくと、実は石川県が日本で率先
して進めてきていただいた、金沢城を全ての人に開
いていくという整備は、まさに世界でこれから進ん
でいこうとしている城跡のあるべき整備を日本で先
進的に示している素晴らしい整備だといえます。
　これまでと違った私たちの時代の英知を示す城跡
を整備していく、その姿が金沢城にあるのです。こ
れからも、今日お話ししてきた調査研究の成果を
しっかり踏まえた整備と、この素晴らしい金沢城を
世界の人、あらゆる人に開いていこうという整備を
続けていただきたいと思います。

講演 2「石垣からみた金沢城跡の魅力―この 20 年
とこれからに期待すること―」
北野　博司（東北芸術工科大学教授）

　皆さんこんにちは。昨日山形から参りました。私
は元々石川県の職員でした。山形に行って、今年で
21 年目になります。金沢城調査研究所ができたの
は、私が山形へ行ってからなのですが、この 20 年も、
こちらの専門委員会の委員として、先ほどの木越先
生のお話のいろいろなプロジェクトに関わらせてい
ただいて、自分自身が勉強してきた、金沢城の研究
で、自分の研究が育まれてきたみたいな思いがある
ものですから、半分は内輪かなと思っています。

１．史跡金沢城跡の保存と活用の現状
　今ほどの千田先生のお話はとても情熱的で感動的
で、金沢城は素晴らしい、全国誰もが金沢城に行き
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たいという話だったのですが、本当かなというとこ
ろから話を始めていきたいと思います。千田先生と
は、熊本城はじめ弘前城など、全国各地のお城の委
員会でご一緒させていただくのですが、千田先生は
お話もうまいし、いわゆる良識派です。私はいつも
千田先生に怒られてばかりで、意見が対立すること
が多いのです。今日は別にその恨みを晴らしたいわ
けではないのですが、千田先生が言ったことも皆さ
ん、本当かなと思って聞いていただければと思いま
す。
　今インターネットで旅行サイトがたくさんあっ
て、それをつらつらと 2 カ月ほど前に検索してみま
した。じゃらん、刀剣ワールド、トリップアドバイ
ザーなどなど。観光客の方は、旅行するときに、結
構こういう旅行サイトを見ながら行き先を決めてい
くのです。行ってみたい日本のお城、行ってよかっ
た全国のお城のランキングを見ると、金沢城は 10
位以内ぐらいに何とかかんとか入ってくるのです
が、後半のものを見ていくと、ほとんど 20 位の圏
内にも入っていないのです。これが旅行サイトの実
態です。
　ただ一方で、入場者数を見ると、無料で入った人
も入れた数では、全国 1 位なのです。それはお城だ
けではなく、城下町都市金沢の魅力であったり、兼
六園と一体となった県の観光戦略というものが大き
く貢献しています。いざお城に限って見ると、実は
こういう実態もあるということは、一つ知っておい
てほしいと思います。
　今、平成から令和になって、相変わらず空前のお
城ブームだといわれています。平成のお城ブームの
火付け役になった『日本 100 名城』、『続日本 100 名
城』、どこに行ってもこういうガイドブックを持っ
たり、スタンプ帳を持って回っておられる方がいま
す。最近は御城印集め、皆さんの中でもお城を回る
ときに御城印を集めている方がいらっしゃると思い
ますが、そういうのもはやっていますし、健康ブー
ムで、山城ですとたくさんのハイカーが山を歩いて
います。若い女性だけではないですが、「城ガール」
という名前もよく聞きます。
　また、大学生や 20 代ぐらいの若い子たちの間で、
コスプレの撮影会が行われています。これはお城で、
いろいろなアニメのキャラクターの格好をして撮影
会をします。私も自分のところの学生に連れられて、
分けの分からない衣装を着せられて恥ずかしながら
やってみると、意外とこれが面白いのです。仮装の

欲求を満たしてくれるような、わくわくする体験を
しました。
　そして、各地のお城のイケメン武将隊の追っかけ
の子たちもたくさんいると聞いています。それと、
お城のテレビ番組が最近多いです。ほとんど毎日
やっているのではないかと思います。「ブラタモリ」
は、木越さんが名を上げた番組で、私も大ファンで
す。「日本最強の城スペシャル」は千田先生がレギュ
ラーですかね。よく仕組みが分かりませんが。あと

「歴史探偵」とか、毎週、毎日のようにお目にかか
ります。アニメ、ゲーム、いろいろなスマホアプリ
とか。落語家の春風亭昇太さんが登場するテレビ番
組もあります。
　また、天空の城ブームというのもあります。アニ
メの「天空の城ラピュタ」や世界遺産のマチュピチュ
が火付け役になりました。日本では兵庫県朝来市の
竹田城があります。これは地元のアマチュアカメラ
マンの方の 1 枚の写真が人気に火を付けたといわれ
ています。その後、お隣の福井県の大野城であると
か、備中松山城とか、こういう写真家の活躍によっ
てお城の魅力が再発見されています。
　金沢城も多分写真コンテストなどをやっていると
思うのですが、大勢の人の目でお城の魅力というも
の、石垣の魅力というものが再発見されていくとい
うことも今起こっていることです。
　先ほど『100 名城』『続 100 名城』がお城ブーム
の火付け役と紹介しましたが、この選定委員を見て
いると、見覚えがある人の名前が入っています。千
田先生も非常に深く関わっています。金沢城は観光
客には思ったほど人気ではないというのは、まだま
だ千田先生の努力が足りないと私は思っていますの
で、今日を機にこれから金沢城の宣伝をぜひしてほ
しいところです。
　年末の恒例になっている「お城 EXPO」という
イベントも、実は千田先生が深く関わっていらっ
しゃるということは、調べていくとすぐ分かります。
今年もこのコロナ禍で開催が決まっていて、2019
年も既にコロナの感染者がだいぶ増えていた時期で
したが、それでも 2 万人ぐらいが集まるという、お
城の関係のファンの集いというのか、本当に大きな
イベントです。こんなところも最近のお城人気を端
的に表しています。
　また、城郭ライターとわれわれは呼んでいますが、
旅行雑誌やいろいろな本でお城の魅力を分かりやす
く、かつ、専門的に伝える方々がいます。専門の研
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究者だけではなく、一般の方々、お城に興味がある
方々の間をつなぐ人たちです。私たちが講演会に行
くと、聞きにこられていて非常に勉強熱心です。私
は石垣の研究、矢穴の研究で、石切場の遺跡を結構
歩くのですが、私以上に何倍も現場を知っていらっ
しゃる方などに出会って、逆に教えてもらうことも
あります。こんな方の活躍が近年華々しいです。
　城跡は多様な年齢層、男女を問わず人気を集めて
いるという話をしてきました。観光的な人気が先ほ
どの旅行サイトに反映されているのですが、本当の
お城の魅力や素晴らしさというのは、私はそれだけ
では測りきれないと思っています。これから私が考
える日本最強の城の条件をお話ししていきます。
　1 番目は、お城の資源が良好に残されているかで
す。土台が良くないとなかなか人を引きつけること
はできません。人間も一緒ですが。金沢城は、お城
の石垣を中心とした遺構があります。重要文化財の
建物もありますし、整備で復元された建物もあって、
城郭としての一つの歴史空間を構成するような、そ
こへ行けばかつての近世城郭がイメージできるよう
な場所です。周りから見たときの景観、お城から城
下を見たときの眺望が、良好に残っています。あと
は、お城そのものの遺跡の価値を高めていくような、
歴史資料、文献、絵図、先ほど木越前所長がご紹介
されたようなものが良好に残っています。
　2 番目は、そのような価値や魅力がきちんと表に
出てきているのかということです。これは、金沢城
調査研究所の 20 年の調査研究によって、埋もれて
いた資史料が顕在化してきて、歴史的な意味合いが
きちんと明らかにされてきた、それが金沢城の大き
な特徴でもあります。かつ、史跡公園、都市公園と
して、安心・安全・快適に見学できる整備がなされ
ているのか。これも金沢城は、県の公園緑地課を中
心として、こういう公園ができてきています。
　3 番目は、お城の保存や調査研究も含めてですけ
れども、整備事業、活用事業、そういうものがそれ
ぞれ役割分担して今県が進めているわけですが、連
携がうまくいって円滑に事業が進んでいるかどうか
です。研究所という組織が調査研究部分では、非常
に大きな役割を果たしている。これは本当に全国に
誇ることです。それ以外の観光や公園部署ときちん
と連携しているか。こういうことが組織・体制の観
点になります。
　4 番目は、ここは今日皆さんにも一緒に考えてほ
しいのだけれども、金沢城を取り巻く石川県民、金

沢市民、そういう地域の人々の愛情と誇りを育むよ
うな保存管理や活用ができているのかどうか。こう
いうところがうまくいっているお城は、非常に魅力
的に感じます。
　「日本最強の城」というのは、先ほど触れたテレ
ビ番組のタイトルなのですが、私が日本最強の城を
考えるときは、これらを含んで三つの観点から見ま
す。後世にお城の価値や魅力を伝えていくための資
源がきちんと保存していけているのか。その資源は、
現代社会にきちんと生かされているのか。「保存」
と「活用」の土台となる「調査研究」がしっかり進
められているのか。文化財マネジメントというので
すが、文化財、歴史的な遺産をきちんと保全、保護
していくには、この三つがバランスよく実行されて
いるのかが重要です。この観点で、金沢城調査研究
所の 20 年、石川県が管理する金沢城の 20 年を、振
り返ってみたいと思っています。

２．全国に誇る石垣の遺産
2-1. 史跡金沢城跡の石垣
　私の役割は、全国的に見た金沢城の石垣の特徴、
魅力をお話しするということです。
　金沢城の石垣は、よく「石垣の博物館」と言われ
ます。それはどんな意味なのか、これからお話しし
ていきたいと思います。
　「石垣の博物館」といわれる特徴を四つ挙げます。
1 点目は、金沢城に来れば、石垣の全ての役割を見
られることです。石垣の役割の一つは切土、盛土
して作った、郭の擁壁としての機能があります。ま
た、建造物の土台としての石垣があります。五十間
長屋や菱櫓、橋爪門の櫓台などの下には石垣がそび
え立っています。このような実用的な機能のほかに
庭園のような芸術を楽しむ空間に築かれる石垣があ
ります。徳川の世になって平和な時代が来ると石垣
は戦争のための防衛施設から次第に美的価値が重視
されるようになっていきます。金沢城はこのような
近世城郭の石垣の機能の変化や多様な石垣の役割が
理解できるところが「石垣の博物館」といえる 1 点
目になります。
　2 点目は、文禄期から慶長、その後の寛永、寛文
とずっとお城を整備・修理してきた中で、江戸時代
を通した石垣技術、石垣意匠が見られることです。
石垣を通して築城の過程や加賀藩の歴史、近世の石
垣技術の変遷をたどることができます。木越さんが
発展期や変質期など、3 期に区分しましたが、そう
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いうことも石垣の年代や技術の違いから分かってく
るのです。
　これは例えば熊本城などでは、清正時代の築城期
の石垣の見事さというものに、目を見張ります。あ
るいは安土城に行くと、信長時代の野面積みの石垣
の意匠の素晴らしさに圧倒されます。名古屋城では、
慶長 10 年代に、公儀普請で全国の大名が来て石垣
を造りましたので、その時期の全国の多様な技術、
多様性みたいなものを知ることができます。それぞ
れ素晴らしいのですが、金沢は金沢で、一つの大名
家の中の石垣技術の変遷や、その背景にある政治や
経済や文化の歴史を読み取ることができます。
　3 点目は、「アートな石垣」や「数奇の石垣」と
呼ばれる、実用的な機能を超えた美的・芸術的な石
垣が多々見られることです。金沢城で何が全国と比
較して一番かというと、これが誰もが認める一押し
のところです。特に 5 代綱紀の時期に、多くのアー
トな石垣が造られているので、俗に寛文石垣とわれ
われは呼んでいます。
　こういう石垣は全国どこにもないんですね。やは
り金沢に来て、郭の地形や建物との関係、庭との関
係を見ないと、なぜそこにそういう石垣が造られた
かということは分からない。金沢城に来た多くの観
光客は、玉泉院丸庭園をみて、石垣回廊の案内板を
読んで、なるほどなと理解しています。
　お城ファンのブログをネットで見ていくと、大体
金沢城の写真はアートな石垣を紹介しています。よ
く皆さん勉強していて、私が取り立てて言うまでも
なく、多分今日お聞きになっている皆さんも、そう
いうポイント、ポイントはご存じで、写真を見ただ
けでああ、あそこだとすぐイメージできると思うの
です。県体育館の裏で誰にも知られず、ひっそりと
眠っていた石垣が、この 20 年間でよくここまで定
着したなというのが、率直な印象です。
　アートな石垣というのは、ただ見ているだけで、
人間の美というものの感性を刺激してくれます。そ
の前でずっと見ていられる。美術館で絵や彫刻を見
ているような感覚です。意外と城跡の石垣というの
を美として鑑賞する人は少ないのかもしれないけれ
ども、人間の想像力を高めてくれるのです。私は美
術館という言い方をしてもいいと思うので、今回「石
垣の総合博物館」というタイトルにしました。総合
という修飾詞を付けただけじゃないかと言われるか
もしれませんが、括弧してミュージアムと書きまし
た。ミュージアムというのは、博物館も美術館も含

んだ概念ですから、単なる石垣の博物館ではなく、
こういう総合博物館あるいはミュージアムという言
い方の方が、実態にふさわしいのではないかと思っ
ています。
　4 点目は、石垣の来歴や技術を解説した史料が残
されていることです。後藤家文書は、江戸後期の加
賀藩の穴太が研究し書き留めた金沢城の来歴書や石
垣技術書から成っています。この 20 年の中で研究
所の皆さんが、これらの史料をきちんと翻刻して分
かりやすくわれわれの前に示してくれました。石垣
でも御殿でも何でもそうなのですが、ストーリー、
物語があると、われわれは理解できるし、記憶に残っ
ていくのです。こういう作業にこの 20 年、研究所
が取り組まれたということに、敬意を表したいと思
います。
　調査研究によって、石垣それぞれの価値、意味が
付与されていきました。当然石垣そのものは、20
年以上前からあるのだけれども、それを研究しない
と、これが歴史的にどんな意味を持っていて、金沢
城にとってどんな価値があるのかということが分か
りません。それをきちんと研究して、私たちにも分
かるようにしてくれました。そして活用事業や整備
事業によって、この魅力が顕在化されて、分かりや
すくなっています。本当にこの20年で認知度がアッ
プしたことに、自分もそういう研究に関わりながら、
改めてびっくりしているのが、正直なところです。
　あと金沢城でよく刻印が取り上げられます。みん
な大きくて目立ちます。大坂城や名古屋城のような
公儀普請のお城へ行くと、それぞれの大名が担当し
たところに刻印が打たれていますが、前田家の所は
数・種類が多くて見ごたえがあります。
　刻印というのは、芸術的な感性を刺激するという
部分があると思います。私が今勤めているのは芸術
大学なので、普段から美術やデザインを学ぶ学生た
ちを相手にしています。そもそも刻印そのものが
元々「記号」で、例えばとんかちみたいなものや折
れた松葉、鳥、植物、花などをシンボライズしたも
のであって、その時点で一つのアートなのですが、
それが寄り集まっているのです。みているだけで楽
しい。
　石垣という構造物そのものも、多様な石を組み合
わせて造形した作品です。我々の祖先のホモサピエ
ンスは、生まれたときからアートを志していたとい
われるのですが、石垣の前に立って黙って見ている
と、訴えかけてくるものを感じませんか。刻印は生
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まれたときからアーティストだと書きましたが、こ
れをもっともっと金沢城の魅力として PR したらい
いのではないかと思っています。
　あの刻印 T シャツはどうなった？ということで、
緑化フェアのときか大河ドラマのときに、金沢城
の刻印 T シャツが売り出されて、私も買ったので
すが、改めて家のタンスを見たらいつの間にかなく
なっていて、着ないうちにどこに行ったか分からな
くなったのです。売っていたら買って帰ろうと思う
のですが、どなたかそういう関係の仕事をしていた
ら、もっともっといろいろなバージョンを復活させ
てほしいなと思います。
　二十何年前に名古屋城に行ったときに、KKR ホ
テル名古屋に泊まったら、そこの浴衣が刻印浴衣
だったのです。ちょっと緑っぽい浴衣で、あまりに
もうれしくて、帰りがけにくれませんかと言った
ら、駄目ですと言われました。金沢に帰ってからも
しぶとく電話して、そうしたら作っているところに
問い合わせてくださいと言われて、1 回は電話した
のだけれども、その後うやむやになっていまだに手
に入っていません。今でもこの浴衣を使っていてく
れれば、また行ったら、今度は何とか粘ってみたい
と思います。
　刻印というのは、本当に見ているだけでも楽しい
です。しかしその背後には石垣造りに携わった人々
の組織や施工分担など金沢城の歴史を考える重要な
情報を秘めているんです。
　ご覧いただいているのは、大坂城の刻印です。寛
永 5 年（1628）に作られた南外堀の石垣です。先ほ
ど木越さんが最後にお話ししていましたが、各大名
家が分担して積んだのに、なぜか横目地がきれいに
通っていますよね。たかだか幅 1 間 2 尺 8 寸や 1 間
5 尺 7 寸とか、3 石ぐらいしか積んでいない大名家
もあるのに、どうしてきれいに横目地が通るのか。
そういう疑問がありました。この辺も実は当時の史
料を読んでいくと、一斉に横並びになって、待った
りせかしたりしながら、常にどこかの藩が先行しな
いように、大名組の組頭の奉行がきちんと指示して
いたそうです。
　私自身がお城研究を始めたのは、金沢城の五十間
長屋の石垣解体調査を、今研究所にいる滝川さんた
ちと一緒にやったのがきっかけでした。20 年ぐら
い前に、初代所長の北垣先生が書かれた『石垣普請』
という本がありました。それを当時、もうぼろぼろ
になるまで読んだ記憶があります。今も何とかペー

ジはつながっていますけれども、そういう先代の研
究所の皆さんの研究の蓄積があって、自分も今ある
し、これからも次の世代に伝えるように、もっともっ
とこういう研究を発展させていきたいなと思ってい
るところです。
　いよいよ金沢城のアートな石垣を見ていきたいの
ですが、これは玉泉院丸の色紙短冊積石垣です。こ
れは 2002 年、体育館がまだあったか、ちょうど壊
されたぐらいの時の写真です。私がお城に関わる前、
埋文センターの先輩に連れていってもらって見たと
きに、まだもっとうっそうとしていたと思うのです
が、びっくりして、ずっとぼーっと口を開けて見て
いたような気がします。今や金沢城のアートな石垣
の代表選手です。
　金沢城の石垣は戸室石を使っています。戸室石は
安山岩で、赤、青、中間色、色のバラエティが結構
あります。二つの代表的な色を中心に、色合いの妙
で魅せるという特質を持っていたのです。花崗岩が
金沢の石材だったら、またこういうアートな石垣の
見せ方は違ったと思います。この戸室石は、加工石
には割といい石なのです。平刃の工具で削りやすい
部分もあるので、そういう石材の特質をうまく使っ
て、庭園文化、こういう数奇の空間をお城の中にた
くさんつくっていく。そういう前田家の城造りと
マッチして、造り上げたものがこのアートな石垣で
す。
　ですから、色というのも非常に大事なのですが、
ご覧いただいているのは 2011 年ぐらいの玉泉院丸
庭園の借景の石垣ですが、これが今どのようになっ
ているかというと、こういうふうな色合いになって
います。毎日皆さんが見ていらっしゃると、10 年
間でこのようにいつ変化したのかというのは分から
ないと思うのですが、私たちのように、2 ～ 3 カ月、
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1 年に 1 回ぐらい来ると、「あれっ」と思うのです。
ただ洗浄すればいいというのではなく、長期的に色
の価値をどうやって伝えていくかということは、ま
ず原因をきちんと調査するというところから始めな
いといけません。
　私の娘が行っていたゼミの先生が山形の蔵王の樹
氷を研究している方で、ちょうど退職したばかりな
のですが、一昨日、私の研究室に、蔵王の山頂に昔
あった測候所に石垣があったので見てほしいと来た
ときに、ブラックカーボンの話をされました。実は
蔵王も、温暖化によって樹氷の範囲がどんどん狭く
なってきて、ブラックカーボンで汚染されてきたり
しているのです。温暖化の原因の一つですし、北極
圏までブラックカーボンが飛んでいって、大体東ア
ジア起源のブラックカーボンだといわれています。
石炭をたいている頃は石炭だったのですが、今はほ
とんど排気ガスなどです。ちょうど冬型が緩んだ気
圧配置になったときに、中国の華北平原からやって
くるそうです。この金沢とか北陸以南の方がすごく
ひどいということです。
　大坂城の外堀の写真を見ても、20 年ぐらいかけ
て水面が下がったのですが、かつて水面下だったと
ころは全然汚れていないので、色合いが違うのが分
かります。今われわれが見ている石垣の色というの
は、江戸時代の侍たちが見ていた石垣の色とは全然
違うのです。これから金沢城でも整備の中で、石垣
の色の保全ということに取り組まれると思います。

2-2. 史跡金沢城跡の調査研究
　金沢城のどこかすごいかというと、先ほどの物が
いいというところが 1 番目で、2 番目はこれまでの
調査研究の蓄積です。これは木越先生の話のとおり
なので、あまり繰り返しませんが、私が一番大きな
刺激を受けたのが、「城郭石垣の技術と組織」とい
う研究プロジェクトです。金沢城の石垣編年から始
まり、大坂城を中心として、全国の大名たちがどう
やって公儀普請という巨大なプロジェクトを実行し
ていったのか、その組織、公儀普請で培われた技術
がどうやって各地の居城に拡散していって、各地の
居城の石垣を変えていくのか。そんなことを総合的
に研究したプロジェクトになります。石垣研究者の
間でこれはバイブルになって、皆さん参照していま
す。
　次にあげたのが、後藤家文書の研究、全国に残っ
ている秘伝書、公儀の穴太の家に伝わった秘伝書が、

各地の大名家の穴太に伝えられていったときに書き
写された秘伝書の研究が総合的になされています。
私もこの 1 ～ 2 年でようやくこの 10 年前の研究を
改めて学ばせてもらっていて、やっているときはそ
こまでこの研究のすごさというのは分からなかった
のですが、最近 2 ～ 3 本論文を書きながら、なんと
すごいことを、お二人の前所長はやってきたのかと
いうことを、改めて気付かされた所でした。
　そして、『よみがえる金沢城』という本がありま
す。専門的な研究成果の質を落とすことなく、一般
の方々にビジュアルに示す本として編纂されまし
た。これも私は常に横に置いて見ています。これは
皆さんお持ちの方は多いと思います。難しい論文を
読むよりは、ここに正確にそのエキスが紹介されて
いるので、こちらを参照していただくといいかなと
思います。

2-3. 石垣の保存管理
　これが金沢城のすごいところの 3 点目になるので
すが、意外と知られていない石垣の保存管理という
面です。これは先ほど土台がいいという話をしまし
たが、いくら土台が良くても管理をきちんとしてい
かないと、後世に伝えていけません。今まで全国の
お城というのは、石垣が壊れれば、簡単に修理して
いました。昭和 30 年代の天守築造ブーム、あるい
は平成に入ってからのふるさと創生などでお城の復
元建造物がたくさん造られていく中で、本物の石垣
が随分壊されてきました。石垣は文化財というのは
今は当たり前なのですが、私が初めて金沢城の調査
に携わった 1998 年の五十間長屋の石垣解体の頃は、
なぜ石垣の調査をしなければいけないのかを県の文
化財課の上司に説明しなければいけないという時代
だったのです。今は、解体するときには調査するの
が当たり前なのですが、その当時はまだ当たり前で
はなかったのです。石垣は解体して、土木工事とし
て積み上げればいいという、文化財としての意識が
まだまだ希薄な時代でした。
　ですから、長い間、各地の石垣というのは、保存
も考えずに修理され、崩れそうな石垣もほったらか
しで公園として整備・活用されてきたのですが、よ
うやくこの災害が多い時代、あるいは都市の安全・
安心があらゆるところで要求される時代になって、
保存管理をしっかりとやらなければいけないという
要請が高まってきました。
　そのために、防災ということも最近盛んにいわれ
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るのですが、この石垣の保存管理をどうやっていっ
たらいいのか。歴史の証拠としての本物をできる限
りオリジナルに残していきたい。一方で、防災とい
う観点から人の安全を考えたときには、やはり傷ん
だものは修理して安全にしなければいけない。構造
体として安定するようにしなければいけない。
　そのときに何をやらなければいけないのか、基礎
調査としてどんなことが必要なのかということに真
剣に取り組んだのが、この金沢城調査研究所です。
2016 年に、1 冊目の研究報告書『金沢城跡石垣保存
実態報告書Ⅰ』が出ました。一昨日、文化庁の防災
の調査官が、金沢城の三十間長屋の建造物の修理を
見に来たときに、石垣も見ていったのだそうです。
昨日、文化庁の調査官からメールが来て、感動しま
したと。金沢城の保存管理の取り組みは全国の最先
端で、文化庁が目指していく一つの理想的な姿に近
いものがあるというメッセージをわざわざ頂きまし
た。それぐらい実は全国のトップランナーとして
走っているのです。これは皆さんにぜひ知っておい
てほしいです。地道な活動・研究なので、ほとんど
表に出てくることがないのです。
　どんなことをやっているかというと、石垣カルテ
と健康診断です。まずは、古文書や絵図を読み解い
て、過去、どこの石垣が崩れたのかを調べています。
また、現状の石垣を目視で観察して、どういうとこ
ろに変状があるのか、これは触ったり、舐めたりは
しませんけれども、本当に五感を使って、変状を探っ
ていきます。人間の健康診断で言えば、人間ドック
みたいなものです。地下探査をやって、ボーリング
をして土を取って、土質試験をしたり、レーダー探
査といって、ある波長の音波を流して、その反射を
見て土の質を見たり、電気を流したり、表面波探査
といって、振動を与えて、振動波の跳ね返りで地下
の土質を見たり、あとこれも人間と一緒ですけれど
も、内視鏡カメラを石の隙間から入れて、裏の栗石
の密度を見たりします。赤外線画像は石垣の表面の
温度を端的に表すので、背面に水分が多くて、盛り
土が崩れやすいところは石垣の温度が低い、地下水
が出ているところは温度が低いということが分かり
ます。また、詳細な測量によって、この 10 年で石
垣が零点何ミリ変形したか、そういう細かい変化も
しっかり把握していく。こういうことをやってきて
いるのです。
　段彩図では、測量したデータを解析すると、どこ
がはらんでいるかを視覚的に見ることができるので

す。今までのような経験と勘でここを直せばいいと
か、ここは俺ははらんでいるように見えるけれど、
別の人はまあこれでも大丈夫じゃないかと言うとい
うのではなく、なるべく客観的なデータで変状を示
す。これは今ではだいぶ当たり前になってきました
が、こういうことを先駆的にやったのも金沢城にな
ります。
　石垣というのは、メタボリックに下腹がぼーんと
膨らんでいる石垣もあれば、一見立派な頑丈な石垣
に見えるのだけれども、中が結構危ないぞという石
垣、石が隙間だらけで危ないのではないかと思うけ
れども、がんと頑張っている石垣もあるのです。人
間と一緒で、見た目だけでは分からないので、人間
ドック・健康診断をきちんとやって、カルテで持続
的に管理していくというシステムを作っているのが
金沢城のすばらしい所です。

３．石垣研究最前線
　私が言いたいのは、保存・活用していく上でも、
調査研究というのが常に大事であり、それが更新さ
れてこそ金沢城の魅力や価値がまた高まっていき、
それが保存面や活用面に還元されていく、ずっと循
環していかなければいけないということなのです。
これは金沢城の菱櫓の石垣の立面図です。寛文 8 年

（1668）に、穴生の後藤家 3 代目の権兵衛が関わっ
た石垣ですが、この石垣の勾配に注目してみます。
石垣勾配の研究は、北垣先生がずっと何十年も前か
らご研究されて、第一人者であります。公儀穴太、
あるいは熊本に伝わった秘伝書にあるノリ返し勾配
といって、下から 1 間上がるごとに少しずつ傾斜が
変わっていって、上に行くほどソリがつく扇の勾配
になるものです。熊本型という言い方もします。
　一方金沢では、後藤彦三郎が体系化した、いわゆ
る後藤流の勾配があるのです。後藤流の勾配は、そ
りを付けていくやり方も少し違うのですが、もう一
つ大きな特徴は、下 3 分の 1 が直線だということで
す。直線で 3 分の 2 のところから少しずつ勾配を変
えていくのです。なぜこんなものが生まれてきたか
というところは、結構謎でした。これは私の仮説な
のですが、『石墻書』といわれる、山口県の岩国藩
の穴太家に伝わった秘伝書があります。これは公儀
穴太、幕府の穴太だった戸波駿河から岩国藩の穴太
の湯浅家に伝授された秘伝書になります。この秘伝
書の中に、公儀のお城、二条城や江戸城、大坂城の
石垣の勾配が 1 間上がるごとに何尺何寸そりが付く



― 58 ―

かということが書いてあるのですが、金沢城の勾配
が書いてあるのです。高さ 6 間の石垣の金沢城の勾
配が書いてあります。不思議に思う方も多いと思う
のですが、実はこの戸波駿河というのは、幕府から
給料をもらっていたけれど、加賀藩からも給料をも
らっていたので、加賀藩の石垣造りにも関わってい
たはずです。それが、年代からみて菱櫓の石垣台の
可能性が非常に高いのです。
　金沢城の 6 間半の石垣の勾配は、二条城と総ノリ
の割合は同じですが、二条城よりは少し急な勾配に
なっています。これを先ほどのところで見ると、左
側の二つです。北面と東面とあります。ほぼ重なる
のだけれども、現状の勾配はちょっと下半部が膨ら
んでいます。これは変形かなと私はみているのです
が、こうやって見ると、後藤流も公儀穴太のやり方
も、下 3 分の 1 は直線に見えるのです。彦三郎は菱
櫓石垣を金沢城内随一の石垣と讃えているので、私
は恐らく、これを測量して、手本に自分の勾配理論
を完成させていったと考えています。そうしたこと
で公儀穴太が関わった石垣は下 1/3 が直線だろうと
認識したのではないかと解釈しています。ただこれ
も仮説ですから、今後他の石垣で検証していく必要
があると思っています。こんなことも金沢城の石垣
研究の課題です。
　もう一つは、金沢の戸室石切丁場の悉皆的な調査
研究がなされてきました。全国でこれほど居城の石
切場を丹念に正確に調査された例はありません。そ
のことによって積み上げた石垣の編年だけではな
く、加工の仕方、採石の仕方そのものから、石垣技
術の発展を跡付けたという意味で画期的な研究でし
た。しかし、さらに最近大坂城の石切丁場を見てい
くと、実際石を割るのに、石工たちが何人ぐらい
がどんなふうに並んで石を割っていたのか。1 人で
やっていたのか。5 人、10 人が寄ってたかってやっ
たのか。そんなことが分かるようになってきました。
　小豆島の石切丁場は、採石途中で、矢穴を掘って
いるうちにやめてしまったものが、何石もたくさん
残っています。その矢穴の堀り方を見ていくと、狭
い範囲で 4 人ぐらいが肩を寄せ合って、スピードを
競っているのです。これは大坂城の大名組で工事を
やるやり方と一緒です。並んでやることで、遅れる
ことができないのです。遅れれば、自分が下手だと
分かるし、勤務評定がありますから、「下」と評価
されれば、当然働きが悪いということになるので、
こういうシステムで公儀普請をしていたということ

が分かっています。

　では金沢ではどうだったのか。それは、改めて戸
室石切丁場の矢穴の開け方を詳細に見ていけば、ま
た分かってくるのではないかと思います。これも一
例ですが、このように研究というのは常にその時代
時代の観点で、リセットではなく、積み上げていか
なくてはいけない。ですから、金沢城の研究は、ま
だまだやることがたくさんあるなと考えています。

４．おわりに
　最後に、これからの 20 年のことを少しお話しし
ておきます。金沢城は石川県が管理している国の史
跡ですが、全国的に多いのは市町村が管理する形で
す。熊本城は熊本市、小田原城は小田原市、大坂城
は大阪市。その中で、県が管理していることの強み
と、弱みもあるのではないかと日頃思っています。
　強みは、今まで紹介してきたような調査研究と保
存管理。それを研究所と公園部局が連携している体
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制面です。これは、ますます発展させていってほし
いです。
　ただ一方で、弱みもとてもあるように感じていま
す。観光面では城跡はよく整備されてきて、たくさ
んの観光客を全国から集めていますが、今日まさに
この会場にお集まりの県民、市民の皆さんと金沢城
の関わり方です。全国を歩いていると、地元の方が
非常に熱いお城があります。災害によって石垣が崩
れると、涙を流すおじいちゃん、おばあちゃんがい
て、熊本城でも地元の若者が悲しみました。それは
折にふれてお城に来た時のいろいろな思い、思い出
があるからです。家族との思い出がある。彼女との
思い出がある。そういう形で、お城と関わることで
愛着や誇りが生まれてくるのだけれども、私は金沢
市民、石川県民の皆さんにとってどれぐらいこの「思
い」があるかというのは正直分からないところがあ
ります。城への愛着を育む活用事業の中心となる部
署はどこなのか。研究所は多々やっていますし、公
園緑地課もやったり、民間の方々も関わっているの
だけれども、まだまだこの辺のマネジメントが弱い
ように普段から感じています。
　最近は、各地で NPO や民間企業などがお城の保
存、管理、活用に関わるようになっています。丸投
げみたいな、外部委託のようなものもあってそれは
困るのですが、やはり市民活動としてのお城の保存
活用への関わり方。学校教育でも、最近は探究学習
が小中高ときて、高校でも来年から必修化されます
ので、さまざまな取り組みがなされています。仙台
城では、石垣の清掃を市民参加の活動として、3 年
ほど前からやっています。親子夏休みの石垣探検の
ような調査活動をしたり、岡山県の津山城では中学
生が刻印調査をやったりしています。
　私も地元の自治体がやっている、史跡の保全活動
に市民らとともに学生を連れていつも参加します。
歴史の道なんですが、樹木が折れたり、水害で河川
の護岸が崩れたりします。そのときに、ボランティ
アでみんな集まってきます。市は現場まで行くマイ
クロバスとウッドチップにする機械だけ提供しま
す。お昼は地元のおばあちゃんたちがおいしい郷土
料理を食べさせてくれます。意をくむ大学の先生や
郷土史家がそこで自然学習や歴史のレクチャーをし
てくれます。そういう多様な人たちが集まって史跡
の保全活動をやっていく。そういうのが自分たちで
史跡を守っていくことかなと。そして誇りや愛着を
また地元に生んでいくのです。

　石垣清掃では、自衛隊が石垣の除草をしたり、子
どもたちがぶら下がってやったりしています。これ
を見ると危ないと、否定的にすぐ言われる方がいる
のだけれども、危ないのは当たり前なのですが、ど
うやったら安全にできるかということです。できな
いことを考えるのではなく、できることを考えてい
く。こんなことも一つの遺跡、お城に対する誇りや
愛着を生む事業になります。
　最後、突拍子もないことも言ったのですが、ぜひ
今までのように学ぶ、見る、聞くという関わり方か
ら、自分が参加する関わり方に転換していけると、
金沢城がもっともっと魅力あふれるお城になるので
はないかと思って、余計かもしれませんが言わせて
いただきました。ご清聴ありがとうございました。

パネルディスカッション「金沢城調査研究 20 年の
歩みとこれから」
パネリスト：
　　木越　隆三（前石川県金沢城調査研究所所長）
　　千田　嘉博（奈良大学教授）
　　北野　博司（東北芸術工科大学教授）
　　司会：秋本　和美（フリーアナウンサー）

（司会）　お時間になりましたので、これから「金沢
城調査研究 20 年の歩みとこれから」と題して、お
話をしていただきたいと思います。木越先生、20
年前、研究所ができたこと自体がすごいことだった
というお話がありました。20 年間で一番思い出深
いことは、どんなことですか。

（木越）　幾つかは、先ほどの講演の中で触れること
ができたのですが、触れられなかったのは、後半
10 年の調査研究の中で、総合研究として城郭庭園
というテーマを掲げて 5 年、さらにはいろいろなこ
とも含めて 10 年近く庭園の研究を行いました。こ
の庭園というのは、果たして研究対象となり得るの
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か。私は文献の人間ですから、庭園というのは一
つの景観で、景観というのは日々移り変わります。
200 年前にあった庭の景観は復元することもできな
いでしょうし、金沢や私の周辺でも、立派なお庭を
造っている方がいますが、何年かしたらモデルチェ
ンジというか風景が変わります。
　庭園研究というのは、どのように取り組めば歴史
研究として面白くなるのかという疑問もあったので
すが、玉泉院丸の復元の経験をして、庭景というも
のは変わるのは当然だと、そこは観念して、歴史的
な検証は絵図や古文書で行い、下の地面の地割りに
ついては発掘調査で、それなりに歴史性は分かると
いうことで、地下を発掘調査などで確認しました。
歴史的な史跡としての、あるいは歴史的な文化財と
しての価値もそこに求めていけばいいという、割り
切りもできました。
　また一方で、庭景については、どういう庭景が妥
当なのかということになりますと、庭に対する思い
とか、その庭を通してどういう政治的な交流があっ
たのかという研究が必要になります。その辺はかな
り遅れていたのですが、この庭園の総合研究を金沢
城でやる中で刺激をもらい、城郭に関わる庭園はた
くさんあるんだということが逆に分かりました。発
掘によって本丸に二つ庭園があったということが分
かったり、現在、県指定庭園になっている尾山神社
の庭園も、ひょっとしたら江戸時代から連綿とつな
がってくるものではないかということが分かったり
しました。
　特別名勝の兼六園も、明治以降いろいろな使われ
方をしているのです。メーデーの会場になったり、
勧業博物館の場になったり、市民憩いの場として、
まさに「公園」として使われて、姿をかなり変えて
きているのだけれども、一方で 12 代目の殿様が造っ
た痕跡などが、ピンポイントで見つかってくるので
す。そんなことで、庭園もしっかり見ていけば、歴
史学の対象になるということを非常に強く感じまし
た。
　庭園の研究に触れさせていただいて、前田家 3 代
利常の娘の富姫が、京都の八条宮家にお嫁入りしま
した。京都の有名な桂離宮は、日本の庭園文化財の
代表ですが、前田家の資金力でできたともいわれて
います。どんな庭かということで、この研究をきっ
かけに桂離宮を 2 回拝見する機会があり、いろいろ
なことを考えさせられました。
　たとえば、桂離宮を造ったとき、前田利常はお金

を出したくても出せない状況にあったということが
分かりました。そのとき将軍家光は、贅沢禁止令を
出していましたので、八条宮家への資金助成は見送
られたようです。利常が亡くなった後、5 代綱紀の
時代、寛文年間（1661 ～ 73）、現在の庭景ができま
した。
　庭園研究をすることで、新しい発見があることに
気付きました。庭園というのは、単に庭園があるだ
けでなく、御殿があるはずです。御殿があって、庭
園があって、そこで人と人の交流や出会いがある。
藩主がいろいろな方をもてなす。そのもてなしとい
うのは一体何のためかということを見る。御殿や庭
園、近世の城郭というのは、中心に庭園や御殿があ
ります。天守・櫓とはまた別の、平和な時代の近世
の城郭の役割みたいなものを、庭園と御殿をキーに
して研究できるのではないか、という可能性を感じ
たのが、庭園の研究でした。

（司会）　玉泉院丸庭園は、とても女性らしいイメー
ジを、その名前からも庭園からも感じるのですが、
そこに石垣も短冊の石垣だったりすると、それもま
た女性らしいのかなと見たりするのですが、どんな
ふうに見たらいいでしょうか。

（木越）　戦争における防御のため強い石垣を造り、
城も強固なものを造るというのが、城の本来の在り
方なのですが、玉泉院丸庭園の周辺の石垣を見ると、
どうもそれとは正反対の造り方をしています。城の
石垣としてやってはいけないことがあったり、ルー
ルに反したところが多いのです。金沢城の石垣の特
性も、実は庭園に由来するということも、いろいろ
な方々が指摘されています。
　城郭の中にある庭園がそういう役割をしていると
いうことを見たときに、城というものの新たな役割
が見えてくるのではないか。17 世紀、18 世紀の世
界の城を見ても、例えばフランスではルイ 13 世、
ルイ 14 世、ルイ 15 世がいろいろなお城を造ってい
ますが、それはやはり「見せる」というか、国民を
引き付けるには何か目立つことをしないと王権を保
てないという時代だったのではないかという気がし
ます。
　そんな意味で、天守もそうでしょうが、庭園や御
殿もそういう面があるのではないか。それがまさし
く政治文化ということではないかと考えています。
幸い日本は、国内で戦争がなかった時代なので、そ
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ういう面がより強く出たのではないかということを
感じて、平和な時代の城郭庭園や御殿というものの
意味を突き詰めるには、金沢城はいいところではな
いかと考えています。

（千田）　今、木越先生から、玉泉院丸庭園など、調
査の成果でいろいろなことが分かってきた、あるい
は位置付けができるようになってきたというお話が
ありました。調査していただく前は、体育館があっ
たり、皆さんも思い出してほしいのですが、木がわ
しゃわしゃ生えていて、そもそも石垣をちゃんと見
るということもできなかったのです。今日も午前中、
せっかく金沢に来たからということで、「ちょっと
お城行ってくる」と言って見てきました。今日は朝
方雨があって、その後行ったときはちょうど晴れて
いて、全国からの方が皆さん玉泉院丸のお庭を見て
おられて、石垣も見ておられたのですが、みんな楽
しそうに見ておられるのです。大体記念写真スポッ
トになっています。これは本当にすごいことだと思
いました。発掘調査しているときに何度か、北野先
生にも見せていただきましたけれども、高くて、お
庭の池のところからで、色紙短冊積石垣のところは
かなりの斜面ではないですか。あんな急斜面のとこ
ろは発掘調査がすごくしにくいのです。あれ、さらっ
とおっしゃいましたけれども、もう根性と、木越所
長が後ろでにらんではなかったですが、所員の方々
の努力と、学術的な研究成果で、今の庭園が復元さ
れていっているのです。玉泉院丸の庭だけではな
く、今教えていただきましたけれども、全国のいろ
いろな城郭庭園や同時代の庭をしっかりと調べるこ
とで、誰が見てもなるほど当時こういうお庭だとい
う、しっかりとした玉泉院丸の庭を今みんなが楽し
めるというのは、素晴らしいことだなと思いました。
大変なご苦心を頂きながら、一つ一つ、私自身もそ
うですし、木越所長あるいは北野先生のお話になっ
た成果が、しっかり調査から生み出されてきている
というところに、研究所がこの 20 年間積み重ねて
こられた素晴らしい成果があるなということを、今
お話をお伺いして改めて実感いたしました。

（司会）　先生は、金沢城は素晴らしいとまとめてく
ださいましたけれども、日本全国 3 万以上のお城が
あると番組でもご紹介なさっていますが、他のお城
と比べて金沢城というのはどんなお城ですか。

（千田）　日本を代表する城です。なんといっても今
日北野先生からのお話もありましたが、それぞれの
時期の石垣が分かってきている。そしてその変遷を
調べるときに、例えば発掘調査というのは全部をす
るわけにはいきませんから、この場所だという大事
なところを選んで、これまでも研究所で調査をして
きました。それをどういうふうに城全体に位置付け
るかということになると、発掘だけではなく、絵図
や文字の史料が大事になります。
　しかし、金沢城は今日の木越先生のお話にもあり
ましたように、まず最初の段階で絵図なども網羅的
に徹底的に調べていただいて、どの時期の絵図でど
うなっていて、こうなってということがしっかり分
かっているのです。これはまだまだ研究するところ
はあると思いますが、その基礎は分かっています。
他の城がみんなそうなっているかというと、そう
なっていないのです。たまたま幾つかの絵図が知ら
れているけれども、その絵図をいつに位置付けるか、
これは本当は何を描いているのか、何かを写して描
いたものなのかというのも、実はなかなか分からな
いのです。そうすると、発掘で見つかったものをど
う位置付けるかというのも、間違えてしまったりす
ることもあるのです。ですから、金沢城が全国でも
素晴らしい、近世城郭の代表だというのは、利家以
来造られていった金沢城がそもそもすごいというこ
とがあるだけでなく、調査研究所のこれまでの 20
年間の研究成果によって、一つ一つのものが学術的
にしっかり位置付けられていて、金沢城が学術的に
分かるということがあります。金沢城を基準に全国
の城を考えることができるという、とても重要なこ
とになっているのです。
　県民の方はもしかしたらそれに気が付いてない方
がおられるかもしれませんが、これはすごいことな
のです。今日北野先生の話にもありましたが、石垣
をいつ造ったかと、普通は文書に書いてないのです。
これよりは古そうだとか、これより新しそうだぐら
いまでは分かるのですが、金沢城のようにいつの時
期の石垣がこう変遷して、今日最後に勾配の難しい
図が出てきたでしょう。ああいうのが、一つ一つ位
置付けられているというのは、全国でもまれなので
す。ですから、すごい城だと思います。

（司会）　勾配、高さがやはりすごいなと改めて感じ
たときがあったのですが、近づいて見る高さもやは
り高いなという感じがするのです。辰巳櫓の石垣は、
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ちょうど北陸放送さんの辺りから見ると、また一段
と高く見えたのです。そして、この石垣の上に櫓が
あって、その上に本丸があってと、どんどん想像が
膨らんでいくのですが、どんなお城を想像したらい
いのだろうかと思ったのです。皆さんはどんなお城
を想像されますか。例えば色だったり、形だったり、
どうでしょうか。

（北野）　色ですか。また難しい話ですね。先ほど秋
本さんがおっしゃった、北陸放送のところから辰巳
櫓を見たというのは、すごく私どきっとしたので
す。当時あそこの石垣を修理した穴生の後藤彦三郎
が、同じような方向から出来映えを見たのですが、
ちょっと失敗したなということを言っているので
す。あそこが、いわゆる視点場で、当時も高い石垣
は目立つところに造るということがあったので、す
ごくいい感性をお持ちだなと思って聞いていまし
た。

（司会）　あそこから見ると、やはり城下にいた人た
ちは、すごいお城だなというふうに日々見たのでは
ないかと思います。

（北野）　木越さんがおっしゃったように、お城の威
厳を示す高い石垣というのは、そういう側面があっ
て、権力のシンボルとして造ったという見方もある
と思います。

（司会）　そして私たちはどんな想像を勝手にすれば
いいのか、先生方はどんなお城を想像されるのか。
色、形を。北野先生はどのようなお城を想像されま
すか。

（北野）　先ほどの色紙短冊積石垣は、色合いがとて
も重要で、今汚染されているということをお話しし
ましたけれど、もう一つ実は発掘しているときにご
覧になった方も多いと思うのですが、あそこは実は
埋めてあるのです。元々、滝壺はもっともっと深く
て、滝壺の底に玉石を敷いて、飛び跳ねた滝の水を
押さえるような遮蔽の石があったりして、見ごたえ
がある遺構なんです。れがなぜ今見えていないかと
いうと、色紙短冊積石垣を保全するために、涙を飲
んであそこを埋めて保存しているのです。
　活用部分で本当は見せたいけれども、保存管理と
いう部分で我慢しているところもあるということを

知っておいていただきたい。あの石垣の上に木があ
るときはあんなに汚染されなかったのだけれども、
石垣を見せるために木を切ったら余計汚染された。
ではこれからどうするかという。保存とお城の一番
いいところの見せ方に苦労するというのが、実際の
管理している側の難しさなのです。
　どういうお城と言われても、私は石垣から言う
と、ありとあらゆる様式の日本にある石垣が、金沢
城に来れば見えると。その中でも庭園との関わりの
強い芸術的な石垣が多いというのが金沢城の魅力な
ので、さらにそれが浮き立つような建物が、恐らく
建っていたのだろうと想像します。それは全部復元
できればいいですが、なくても想像力をかきたてら
れるような整備を、ぜひお願いしたいなと思ってい
ます。

（司会）　例えば白鷺城は真っ白だし、松本に行くと
黒いし、お城というか、天守閣はいろいろな色と形
があるなと思ったのですが、千田先生。

（千田）　やはり金沢城はすごくきれいな城です。白
い壁に海鼠塀の姿で、多くの櫓や建物が、石垣の上
にそびえているデザインが整えられています。金沢
城は全国の城でも非常に美しい城だったなと思いま
す。それから今日先生方からお話がありましたよう
に、建物がなんといっても見事な石垣の上にそびえ
ているというところは、本当に全国の城でも美しさ
ランキングがあったら、ベスト 1 には入ると思いま
す。
　もう一つは、今まさに発掘調査が続けられていて、
江戸時代の金沢城にとって最も重要な場所であった
二の丸の御殿が、いよいよ全貌が明らかになりつつ
あり、将来的にはその復元が期待されています。例
えば今、玉泉院丸から色紙短冊積石垣側を見ると、
色紙短冊積石垣が見えて、向こう側には空が広がっ
ているということになりますが、実際の絵図を見て
みると、庭に面して建物が幾つか建っていたり、あ
るいは御殿の奥の方の屋根が、あの向こう側には見
えていたのではないかと思うのです。そうすると、
実は自然とあの色紙短冊積石垣の立体的な庭園構成
の向こう側に、人文的な建物の屋根が見えてくると
いうことで、まさに中世以来の山水図などに描かれ
ている美しい自然とその中に建つあずまやの景観構
成ですよね。人間が造ったそういった建物が庭園の
自然と一体となって理想の景色をつくり出す。恐ら
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く玉泉院丸の庭が、本来江戸時代に果たしていたみ
んなが見ていた美しさというのは、そういう庭と城
と石垣と一体となった美しさだったと思いますの
で、それが見たい。皆さんもそうでしょう？　今、
千田が話しているのを頭に思い浮かべていただくだ
けでも、ほぼ全員見たいとイメージして下さったで
しょう？（拍手）
　ありがとうございます。時節柄、拍手でありがと
うございます。ですから、ぜひ発掘を。大変ですけ
ど。夏は暑いし、冬は寒いのですけど、続けていた
だいて、絵図などの分析を進めていただいて、しっ
かりとした調査研究に基づく、復元整備をしていっ
ていただきたいなと思います。

（司会）　御殿というのは、よく二条城、江戸城など
のお話も出ますが、それぞれやはりいろいろな影響
をお互いが受け合っているということでしょうか。

（木越）　当然影響を受けていると思います。ただ、
近世の城ですので、政治の中心は江戸城でした。前
田の殿様も 1 年交替で江戸に行き、江戸城に登城す
るわけです。それに対して、京都にはそんなに行け
ない。実は京都にあまり自由に行けないというか、
制限がかかっているのです。親戚があるからとか、
何か理由がないと、京都の公家や朝廷と勝手に大名
はお付き合いできないという制限もありました。
　ただ前田家は御三家並みの扱いということもあ
り、江戸城内にはかなり頻繁に行っていて、3 代将
軍、5 代将軍から特にかわいがられていて出入りも
していました。江戸城の石垣や庭、御殿内のいろい
ろな意匠を見ていたはずですが、領内でそれをする
という必要は実はないのです。というのは、江戸城
では将軍様が、全国の大名たちに自分の威厳、威光
を見せるためにそうする必要があり、金沢城にもし
将軍様が来るとしたら、もっともっと気を張らなけ
ればいけないのですが、自分よりも目下の者しか金
沢城には来ないので、今度は領民や家来向けに、前
田家としての自分の威厳なり威光をどのように示す
のかということになります。地方大名の城とご公儀
の城では、多少御殿の造り込みが違うのではないか
と考えています。
　ただ、前田家もそういう面で、領民との一体感を
つくるために、文化 5 年（1808）の大火の後の再
建の後には、12 代目は領民、村人や町人の代表を、
二の丸御殿の能舞台の白洲に 100 人、500 人という

単位で呼んで、能をやっているのです。この能楽イ
ベントはすごいイベントだったと思います。金沢城
250 年の歴史の中で領民をこれほど巻き込んだ事件
はなかった。領民から献金を受けて城を再建したと
いう負い目もあるのですが、そういうイベントを通
して、この地域の領主としてのあるべき姿を見せた
かったのではないかと思います。城下町の方から城
を仰ぎ見る側も、城中に入ったことで、前田家に対
する親しみ、親近感も高まったのではないかと思い
ます。

（司会）　二の丸側が復元されたら、石川県の伝統工
芸の全ての技術を集めた素晴らしい意匠が施され
る、盛り込まれるのではないかと想像するのですが、
そういうお城でもなかった感じでしょうか。

（木越）　そんなことはないです。これまで見つかっ
た史料で、やはり内装金具はじめ、さまざまな意匠
を見ていると、将軍家を超えるわけにはいかないが、
江戸前期以来、立派な御殿を造ってきました。前田
家には御殿造りの伝統があります。これを踏襲して、
いろいろな工夫や贅沢な意匠を凝らしているという
ことが分かりました。
　本物志向でやっていくには時間がかかると思いま
す。一気にできなくても、一つの部屋や部分ごとに
調査成果を踏まえた復元が徐々に実現できればよい
と思います。本物志向で徐々に整っていけばよいと
思っております。

（司会）　北野先生、石垣もやはりこのお城と同じよ
うに、全国に影響を与え、また影響を受けたところ
はたくさんあるのでしょうか。

（北野）　先ほど木越さんがご紹介された、公儀普請
で全国の大名が集まったときに、前田家は徳川期大
坂城の最初の工事で、ある意味恥をかかされたよう
なところがありました。われわれは金沢城の石垣を
勉強する中で、公儀普請の城を見て歩くのですが、
西日本の大名と比較すると、下手とは言えないのだ
けれども、伝統的というか後進的なのです。それが、
公儀普請を重ねるに従って、追いついていって、技
術が向上していきます。そういう延長の中で後藤彦
三郎のような希有な穴生が生まれ、専門の役職をお
いて金沢城の石垣を管理し修理し続けてきた。
　だから現代の石垣の管理や修理でも、その伝統を
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引き継いで、江戸時代の石垣造りの技術者が持って
いた研究熱心なところを、きちんと継承していかな
ければいけません。木越さんがまだ解明できていな
い点として挙げた、大きい石をどうやって積んだの
かということなど、ああいうところを一つ一つ研究
していかないと、江戸期の技術の復元に行きつかな
いのです。私はそういう研究をずっとこれからも続
けていきたいと思っています。

（司会）　この金沢城の調査研究の大きな特徴は、文
献あるいは発掘、全ての分野の方々が一緒になって
調査研究を進めてこられたというところだと伺って
いるのですが、逆に大変だったところ、メリット、
デメリットはおありだったのでしょうか。木越先生。

（木越）　そういうデメリットなども経験して、非常
に得るところが多かったと感じています。相手の専
門分野が出した結論だけをつまみ食いするようなこ
とはやめた方がいいと学びました。なぜそういう結
論を出したかという、それぞれの学問の作法や方法
がありますから、それを一定程度理解した上で、結
論を頂く。場合によっては結論を頂かなくてもいい
のです。研究手法を学ぶということの方が、学際研
究の一番重要なところではないかと思います。
　「学際」というのは、学問の際で、際というのは
端っこなのです。端っこの方同士で擦れ合ったとこ
ろに、新しい発見があるということなのです。中心
ではなくて、端っこの方においしいものがある。そ
れが学際ということの意味ですから、端っこの方で
何かやっている人たちが大きな発見をすることがあ
るので、学際というのは非常に可能性を持っている
のではないかと思います。城郭研究における学際研
究は、庭園研究などで一番特色を発揮できるように
思います。いろいろな人が入ってきて好きなことを
言うのですが、思いがけない発見があったりするの
で、庭園研究は面白かったなと思っています。

（司会）　最後に、これからの 10 年、20 年、調査を
される皆さま、あるいは機関に対して期待されるこ
と、エールなどを頂けましたら幸いです。北野先生。
もっともっと地域の人も関わっていかないといけな
いという話は、とても大切だなと思って聞かせてい
ただきました。

（北野）　それはもちろんぜひ、そういう金沢城をこ

れから見てみたいということもあります。私は、や
はり基礎研究が大事だということです。この 20 年
で培ってきたものは非常に大きいのだけれども、さ
らにトップランナーとして走り続けるために今要求
されていることは、伝統技術の研究と技能者のある
意味養成のようなことです。これが今どこのお城の
修理でも困っているのです。お城を直そうにも技能
者がいない。そういう調査研究と技能者育成の事業
を、ぜひこれからまた一緒にやらせていただけると
うれしいなと思っています。

（司会）　ありがとうございます。では、千田先生。

（千田）　今日も先生方のご報告で、たくさん勉強さ
せていただきました。先ほど木越先生のお話があり
ましたように、まさに金沢城の調査研究所は 20 年
間、新たな城の研究を拓いていくという、大変な難
しいことを達成してこられたと思います。文献の人
だけ、考古学の人だけ、絵図や地図の人だけという
ことではなく、金沢城ということをテーマにして、
それに関わるさまざまな学問分野の人たちが集まっ
て考える。そして、学問分野の人だけが集まって考
えるのではなく、まさに北野先生のお話にありまし
た石垣を積む人、木を組む人、そういったさまざま
な技術を持っておられる技術者の方も含めて議論を
していかれて、市民・県民と共に一つひとつ進めて
いく。その成果が今日本当に素晴らしい形でよみが
えってきた金沢城の姿だと思います。
　これは先ほどの木越先生のお話どおりで、金沢城
はどんどん城の復元が進んでいるなと。実は全国的
に見ると、こんなスピードでこれほど大規模に城の
復元ができているところは他にないのです。この差
の大きさは何が違うかというと、しっかりとした調
査研究、先ほどの学際的な研究で、今までなかった
城を中心として復元するところまで、実技のところ
までしっかり捉えて研究成果をまとめていくのだと
いう、研究の積み重ねがあったからです。
　いよいよ二の丸御殿です。これは実は従来の櫓を
復元するよりも難しいのです。なぜかというと、金
具一つ、ふすまや板に書いてあった絵、庭との組み
合わせ、この応用問題を解いていくというのは、ま
さにこれまで 20 年間培ってこられた学際研究のさ
らにその先のパワーアップでいかないと達成できな
いことだからです。ますます市民の方、県民の方に
応援していただいて、研究所の調査研究という活動
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が活発に進んでいくことによって、二の丸御殿も見
えてくると期待しています。何とか生きているうち
に復元してほしいです。

（木越）　もうお二方に言っていただいたので、そん
なに付け加えることはないのですが、私自身今課題
だと思っているのは、20 年間私たちは何とかやっ
てこられたのですが、次の世代、調査研究を担う若
い世代の人材不足に直面しています。金沢で専門
研究を志す人、例えば古文書や近世史という学問、
専門的な調査研究をやってみたいという若い人が
ちょっと減っているのです。それは考古学の方でも
同じではないかと思います。若い人たちにそういう
興味・関心を持ってもらって、研究や調査を始める
と大変なところもあるのだけれども、そこを何とか
乗り越えて、調査研究する人材がたくさん増えるよ
うに、何とかしたいなと今考えているところです。
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（
12
：
目
録
36
）「

〆　
　

長
左
殿

御
中　
　
　
　

孫
四
郎
」

何
と
て
今
日
ハ
い
ま
た
」
御
出
な
く
候
や
、
早
々
御
出
」
あ
る
へ
く
候
、
待
入
候
、
か

さ
ね
て
」
申
へ
く
候
、
く
わ
せ
ん
た
る
へ
く
候
、」
い（

急
）そ

き
待
申
事
候
、」
か
し
く
、

（
13
：
目
録
37
）「

〆　
　

長
左
殿

御
中　
　
　
　

孫
四
郎
」

　
　
　

返
々
、
早
々
た
ゝ
今
御
出
」
待
申
事
に
て
候
、

一
筆
申
入
候
、仍
と（

徒

然

）

せ
ん
に
候
」
間
、御
出
候
て
御
は（

咄
）な

し
」
候
へ
く
候
、ま（

待
）ち

入
申
事
」

に
て
候
、そ
と
ん
ハ
か
の
御
ふ（

振

舞

）

る
」
ま
い
の
事
申
入
候
か
、」
御
文
ハ
ま
い
ら
す
候
や
、」

此
方
に
て
ハ
、
そ
と
ん
お
せ
つ
き
」
申
事
に
て
候
、
か
し
く
、

（
14
：
目
録
38
）「

〆　
　

長
左
殿

御
中　
　
　
　

孫
四
郎
」

今
日
た（

鷹

野

）

か
の
へ
参
候
へ
と
、」
か（

帰
）へ

り
申
候
、
早
々
や（

宿
）と

に
御
さ
」
候
ハ
ヽ
、
御
出
を

待
申
事
候
、」
早
々
御
こ（

越
）し

候
へ
く
候
、」
か
し
く
、

（
15
：
目
録
39
）「

〆　
　

長
左
殿

御
中　
　
　
　

孫
四
郎
」

　
　
　

返
々
、
せ
ひ
と
も
ニ
わ
れ
〳
〵
ニ
」
御
ま
か
せ
候
へ
く
候
、
た
ゝ
し
」
人
々

し（

次

第

）

た
い
に
て
候
、

以
前
よ
り
申
入
候
事
、」
何
と
御
し（

思

案

）

あ
ん
候
や
、
う
け
」
た
ま
わ
り
た
く
候
、
せ（

是
非
）ひ

」

と
も
に
わ
れ
〳
〵
ニ
御
ま（

任
）か

せ
」
候
へ
く
候
、
御
ち
や
〳
〵
ゟ
も
」
御
申
あ
る
へ
く
候

へ
共
、
ま
つ
〳
〵
」
申
入
候
、
御
返
事
ニ
う
け
」
可
給
候
、
か
し
く
、

（
16
：
目
録
40
）「

〆　
　

長
左
殿

御
中

孫
四
郎
」

今
日
ハ
何
と
て
御
出
な
く
」
候
や
、
此
方
と（

徒

然

）

せ
ん
に
て
候
間
、」
御
出
候
て
御
は（

咄
）な

し

候
へ
く
候
、」
た
ゝ
し
、御
わ（

患

）

つ
ら
い
に
て
候
や
、」
御
返
事
ニ
う
け
可
給
候
、」
か
し
く
、

（
17
：
目
録
41
）「

〆　
　

長
左
殿

御
中　
　
　
　

孫
四
郎
」

　
　
　

返
々
、
御
こ
し
候
て
」
御
は（

咄
）な

し
候
へ
く
候
、

今
日
ハ
い
ま
た
御
出
こ
れ
」
な
く
候
、
早
々
御
こ（

越
）し

ま（
待
）ち

」
入
候
、
お（

遅
）そ

く
候
ハ
ヽ
、

か
さ
ね
て
」
申
候
へ
く
候
、
と（

徒

然

）

せ
ん
に
て
」
一
人
あ
る
事
候
、
必
々
」
待
申
事
候
、」

か
し
く
、

（
18
：
目
録
42
）「

〆　
　

長
左
と
の

御
中　
　
　
　

孫
四
郎
」

今
日
ハ
御
出
な
く
候
、
つ（

津

幡

）

は
」
た
ゝ
今
い（

居
）

候
間
、
御
ら
ん
候
へ
く
候
、」
そ
の
た
め
に

一
筆
申
入
候
、」
御
返
事
ま
て
お
よ
は
す
候
、」
お（

遅
）そ

く
候
ハ
ヽ
、
し（

城
カ
）ろ

を
御
」
出
し
候

へ
く
候
、」
か
し
く
、

（
19
：
目
録
43
）「

〆　
　

長
左
殿

御
中　
　
　
　

孫
四
郎
」

た
ゝ
今
も（

文
字
）し

か
き
い
た
し
」
候
間
、
早
々
御
出
待
申
事
」
に
て
候
、
お（

遅
）そ

く
候
ハ
ヽ
、

く
わ
せ
ん
」
五
百
や
に
て
御
入
候
、
其
方
し（

次

第

）

た
ひ
」
に
て
候
、」
か
し
く
、

註（
１
・
６
）
拙
編
著
『
前
田
利
家
・
利
長
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
六
年
）。

（
２
）
本
史
料
の
閲
覧
・
調
査
に
は
、石
川
県
立
歴
史
博
物
館
濱
岡
伸
也
氏
の
ご
高
配
を
仰
い
だ
。

記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

（
３
）
い
ず
れ
も
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
所
蔵
。「
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
」
は
明

治
三
十
年
（
一
八
九
七
）、「
加
藩
国
初
遺
文
」
は
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
の
成
立
（
脱

稿
）
で
あ
る
。

（
４
）
日
置
謙
編
『
加
賀
藩
史
料
』
一
（
前
田
育
徳
会
、
一
九
二
九
年
）
七
四
二
頁
、
同
編
『
加

能
古
文
書
』（
金
沢
文
化
協
会
、
一
九
四
四
年
）
二
二
〇
六
号
「
館
紺
屋
文
書
」。

（
５
）
本
史
料
の
閲
覧
・
調
査
に
は
、前
田
土
佐
守
家
資
料
館
竹
松
幸
香
氏
の
ご
高
配
を
仰
い
だ
。

記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

（
二
〇
）
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署
名
「
孫
四
郎
」
お
よ
び
消
息
の
内
容
か
ら
、そ
の
発
給
年
代
は
利
長
が
い
ま
だ
「
利
勝
」

と
名
乗
っ
て
い
た
松
任
城
主
時
代
（
天
正
十
一
年
五
月
頃
～
同
十
三
年
閏
八
月
頃
）
と
考

え
て
よ
い
。
一
部
は
す
で
に
拙
稿
「
織
豊
期
前
田
氏
権
力
の
形
成
と
展
開
」（

６
）

に
言
及
・

紹
介
し
た
が
、
全
文
の
翻
刻
は
こ
れ
ま
で
成
さ
れ
て
い
な
い
。
懇
意
の
家
臣
千
福
と
の
音

信
は
些
末
な
事
柄
に
終
始
す
る
が
、
若
年
時
に
お
け
る
利
長
当
人
の
貴
重
な
証
言
で
あ
る

と
同
時
に
、
当
時
の
武
家
社
会
の
一
端
を
窺
う
興
味
あ
る
史
料
で
あ
る
。

（
１
：
目
録
25
）「

〆　
　

長
左
殿

御
中　
　
　
　

孫
四
郎
」

　
　
　

返
々
、
今
日
ハ
い
ま
た
」
御
出
も
こ
れ
な
く
候
、」
御
が（

咳

気

）

い
き
ニ
候
や
、

と（

徒

然

）

せ
ん
に
て
あ
る
事
ニ
候
間
、」
い（

急
）そ

き
御
出
候
て
御
は（

咄
）な

し
」
候
へ
く
候
、
た
ゝ
し
、

御
わ（

患

）

つ
」
ら
い
に
て
候
や
、
う
け
た
ま
ハ
り
」
度
存
候
、
お（

遅
）そ

く
候
て
ハ
」
い
ら
さ
る

義
候
、」
か
し
く
、

（
２
：
目
録
26
）「

〆　
　

長
左
殿
へ

御
中　
　
　
　

孫
四
郎
」

何
と
て
〳
〵
は
や
〳
〵
と
」
御
か（

帰
）へ

り
候
や
、
う
け
た
ま
」
ハ
り
度
候
、
い
ま
た
ね（

寝
）す

」

候
て
御
さ
候
ハ
ヽ
、
早
々
御
こ（

越
）し

」
待
申
事
候
、
い（

急
）そ

き
一
筆
」
申
入
候
、」
か
し
く
、

（
３
：
目
録
27
）「

〆　
　

長
左
と
の　
　
　
　

孫
四
郎
」

　
　
　

返
々
、
御
出
を
待
入
候
、

今
日
ハ
い
ま
た
御
出
な
く
候
、」
何
と
て
や（

宿
）と

に
お
わ
し
」
ま
し
候
や
、早
々
御
出
候
て
」

御
は（

咄
）な

し
候
へ
く
候
、」
待
入
候
、
か
ん
五
郎
お
も
御
さ（

誘

）

」
そ
ひ
申
へ
く
候
、
い（

急
）そ

き
」

待
入
候
〳
〵
、」
か
し
く
、

（
４
：
目
録
28
）「

〆　
　

せ
ん
ふ
く
殿

御
中　
　
　
　

孫
四
郎
」

　
　
　

返
々
、
く
わ
し
御
う（

嬉
）れ

」
し
く
存
事
候
、」
御
め（

目
）に

か
ゝ
り
申
入
候
へ
く
候
、

み（
見
）事

く（

菓

子

）

わ
し
」
お
ひ
た
ゝ
し
く
給
候
、」
う
ち
お
か
す
せ（

賞

玩

）

う
」
く
わ
ん
い
た
し
候
、」
今

日
か（

金

沢

）

な
さ
わ
へ
参
候
」
間
、
や
か
て
か（

帰
）へ

り
可
申
候
、」
か
し
く
、

（
５
：
目
録
29
）「

〆　
　

長
左
と
の

御
中　
　
　
　

孫
四
郎
」

　
　
　

返
々
、
い（

急
）そ

き
御
出
」
待
申
事
候
、

た
ゝ
今
ふ（

風
呂
）ろ

へ
い（

入
）り

候
間
、
早
々
」
御
出
候
て
御
い
り
候
へ
く
候
、」
待
入
申
事
候
、

お（
遅
）そ

く
候
へ
ハ
、」
は
や
い
り
申
事
に
て
も
」
い
そ
き
一
筆
申
入
候
、」
か
し
く
、

（
６
：
目
録
30
）「

〆　
　

せ
ん
ふ
く
殿

御
中　
　
　
　

孫
四
郎
」

　
　
　

返
々
、
ひ（

暇
）ま

に
て
候
ハ
ヽ
」
御
出
を
待
申
事
候
、」
早
々
御
出
候
へ
く
候
、

夕
卩
ハ
こ
と
の
ほ
か
」
く
る
ひ
い
た
し
候
、
し
か
れ
ハ
」
今
日
は
ま
く
り
、
お（

近

江

）

ふ
ミ
」

に
参
候
間
、
其
方
も
あ（

案

内

者

）

ん
な
い
」
し
や
に
行
申
度
候
、」
ま
つ
〳
〵
こ
れ
ま
て
」
御
出

候
へ
く
候
、
か
し
く
、

（
７
：
目
録
31
）「

〆　
　

長
左
と
の

御
中　
　
　
　

孫
四
郎
」

　
　
　

返
々
、
か
ん
五
郎
お
も
御
」
さ（

誘
）そ

ひ
候
へ
く
候
、

今
日
ハ
御
出
な
く
候
、
と（

徒

然

）

せ
ん
」
に
て
い（

居
）申

事
候
間
、
早
々
御
出
」
候
て
御
は（

咄
）な

し
候

へ
く
候
、」
待
入
候
、
お（

遅
）そ

く
候
ハ
ヽ
、
又
申
」
入
候
へ
く
候
、
御
返
事
ま
て
」
お
よ

は
す
候
、」
か
し
く
、

（
８
：
目
録
32
）「

〆　
　

長
左
と
の

御
中　
　
　
　

孫
四
郎
」

夜
前
あ
ら
ま
し
に
」
候
つ
る
間
、
早
々
御
出
候
へ
く
候
、」
待
申
候
、
其
う
へ
そ（

草

紙

）

う
し
」

お
も
き（

聞
）ゝ

候
わ
ん
間
、必
々
」
待
申
候
〳
〵
、御
返
事
」
ま
て
お
よ
は
す
候
、」
か
し
く
、

（
９
：
目
録
33
）「

〆　
　

長
左
殿

御
中　
　
　
　

孫
四
郎
」

　
　
　

返
々
、
御
出
候
て
ふ（

風
呂
）ろ

へ
御
」
い
り
候
へ
く
候
、
待
申
事
に
候
、

二
三
日
中
ハ
御
出
も
こ
れ
」
な
く
候
、
か
の
物
御
わ（

患

）

つ
ら
い
」
候
や
、
に
か
〳
〵
し

き
御
事
」
に
て
御
い
り
候
、
た
ゝ
今
ふ（

風
呂
）ろ

へ
」
い（

入
）り

候
間
、
ひ（

暇
）ま

に
て
候
ハ
ヽ
御
出
」

候
て
御
い
り
候
へ
く
候
、」
い（

急
）そ

き
待
申
事
に
て
候
、」
御
わ
つ
ら
ひ
に
て
候
ハ
ヽ
、

せ（
是
非
）ひ

」
な
く
候
、
か
し
く
、

（
10
：
目
録
34
）「

〆　
　

長
左
殿

御
中　
　
　
　

孫
四
郎
」

今
日
ハ
い
ま
た
御
出
こ
れ
」
な
く
候
、昨
日
は
ふ（

振

舞

）

る
ま
い
何
」
と
て
お（

遅
）そ

く
候
や
、た
ゝ

今
」
や
か
て
つ（

使

）

か
ひ
十
人
出
し
」
候
へ
く
候
、
其
分
御
心
へ
」
あ
る
へ
く
候
、
そ
と
ん

う
け
」
こ
い
に
て
候
ハ
ヽ
、
そ
と
ん
か
た
へ
」
御
申
あ
る
へ
く
候
、
か
し
く
、

（
11
：
目
録
35
）「

〆　
　

せ
ん
長
左
殿

御
中

孫
四
郎
」

　
　
　

返
々
、
か
ん
五
ゑ
も
ん
」
お
ハ
、
つ
か
い
候
て
御
つ（

連

立

）

れ
た
ち
」
候
へ
く
候
、

き（

昨

日

）

の
ふ
よ
り
、
そ
と
ん
と
」
御
か
け
候
、
か
ミ
出
し
候
わ
ん
」
由
申
候
間
、
早
々
御

こ（
越
）し

候
て
、」御
と
り
候
へ
く
候
、四
十
八
ま（

枚
）い

」か
ミ
の
由
、御
や（

約

束

）

く
そ
く
」に
て
候
間
、

其
分
御
申
」
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

（
一
九
）
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（
一
八
）

〔
附
録
二
〕
新
出
史
料

前
田
利
長
自
筆
消
息
の
紹
介

筆
者
（
大
西
）
は
こ
れ
ま
で
、
十
六
～
十
七
世
紀
に
か
か
る
加
賀
藩
前
田
家
関
係
史
料

の
紹
介
に
努
め
て
き
た
。「
国
祖
遺
言
」
の
翻
刻
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。
以
下
も
同
じ
く
、

前
田
利
長
の
消
息
二
十
六
通
を
新
出
史
料
と
し
て
紹
介
し
た
い
（
史
料
№
に
次
ぐ
「
目

録
」
№
は
、拙
稿
「
前
田
利
長
発
給
文
書
目
録
稿
」（

１
）

に
お
け
る
史
料
№
で
あ
る
。
ま
た
、

端
裏
書
は
鍵
括
弧
で
括
っ
て
冒
頭
に
掲
げ
、
改
行
位
置
も
鍵
括
弧
で
示
し
た
）。

ま
ず
、
前
田
利
家
の
召
し
抱
え
た
染
物
屋
「
舘
紺
屋
」
の
子
孫
に
伝
わ
っ
た
史
料
の
一

部
を
以
下
に
挙
げ
た
い
。
現
在
は
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
（
大
鋸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る

（
２
）。

森
田
柿
園
編
「
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
」
巻
一
四
二
に
「
金
沢
舘

紺
屋
文
書
」
と
し
て
採
ら
れ
た
史
料
十
一
通
の
う
ち
の
七
通
、
同
編
「
加
藩
国
初
遺
文
」

巻
六
に
「
原
書
金
沢
舘
紺
屋
理
兵
衞
所
蔵
」
と
し
て
写
さ
れ
た
史
料
九
通
の
う
ち
七
通
に

相
当
す
る
が

（
３
）、

以
下
の
№
６
の
釈
文
が
、『
加
賀
藩
史
料
』・『
加
能
古
文
書
』（

４
）

に

紹
介
さ
れ
た
ほ
か
は
、い
ま
だ
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
（『
加
賀
藩
史
料
』・『
加
能
古
文
書
』

掲
載
の
№
６
が
正
本
か
ら
の
翻
刻
で
あ
る
か
否
か
不
明
で
あ
る
た
め
、
№
６
も
新
出
史
料

と
見
な
す
）。

（
１
：
目
録

1397
）「

〆　
　
こ
ん
平

久
兵
へ

参　
　

は
ひ

」

た
ち
こ
ん
や
そ（

染
）め

物
の
」
ち（

賃
）ん

八
木
の
高
七
十
六
石
」
弐
斗
五
升
に
候
、
こ
れ
を
」
出

し
候
て
四
十
八
石
一
ひ（

俵

）

や
う
八
升
」
に
て
候
、
此
は（

春
）る

此
内
十
五
石
」
か
し
申
候
、
そ

れ
を
い
ま
」
ひ
き
候
て
、
卅
三
石
一
ひ
や
う
八
升
」
つ
か
ハ
し
申
候
ふ
ん
候
、
此
」
銀

子
さ
と
ふ
き
弐
百
廿
五
匁
」
つ
か
い
候
間
、
わ（

渡

）

た
し
可
申
候
、
か
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　

廿
五
日

（
２
：
目
録

1403
）「　
　
　

三
郎
へ

参　
　
　
　

ひ

」

此
の（

幟

）

ほ
り
九
、
早
々
」
そ（

染
）め

さ
せ
可
申
候
、」
も
ん
ハ
高
木
」
給
の
事
、」
か
し
く
、

（
３
：
目
録

1278
）「

〆　
　
こ
ん
平

九
兵
へ

参　
　

は
ひ

」

く
ろ
う
め
一
た
ん
」
ミ（

見
）事

に
出
来
申
候
、」
い
ま
又
卅
た
ん
あ
ま
り
も
」
そ（

染
）め

可
申
候
、

き（
絹
）ぬ

を
」は
ん
に
つ
か
ハ
し
候
へ
く
候
、」此
か（

紙
）ミ

五
そ（

束
）く

こ（
紺
屋
）

ん
や
に
」と
ら
せ
可
申
候
、」

か
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　

十
月
廿
日

（
４
：
目
録

1135
）「

〆　
　
こ
ん
平

さ
内
　
　
参　
　

は
ひ

」

た
ち
こ
ん
屋
、
此
方
へ
ひ（

引
）き

」
こ（

越
）し

候
て
、
さ（

肴

）

か
な
あ
け
候
、」
心
さ
し
し（

祝

着

）

う
ち
や
く

の
よ
し
」
可
申
候
、
し（

白

銀

）

ろ
か
ね
二
ま（

枚
）い

」
と
ら
せ
申
候
、
い（

家
）へ

お
も
つ
」
く
り
候
へ
と

候
へ
く
候
、」
又
同
壱
ま
い
、
お
ん
な
と
も
」
か
た
ゟ
と
ら
せ
申
候
、」
か
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　

七
月
廿
九
日

（
５
：
目
録

1126
）「　
　
　
　
九
兵
へ

左
内
　
　
　
　
　
　

ひ

」

　
　
　
　

い
た
し
、
さ（

沙
汰
）た

の
」
か（

限
）き

り
候
、
さ
う
〳
〵
」
あ
お
い
の
か
た
を
ほ
ん
の
」
こ

と
く
、
ほ
り
な
お
さ
せ
」
可
申
候
、
つ
ゆ
な
と
も
」
む（

無

用

）

よ
う
候
、
か
し
く
、

た
ち
こ
ん
や
ニ
可
申
候
、」
此
ほ
ん
の
あ
お
い
の
こ
と
く
に
」
か
た
を
う
つ
し
候
ハ
ん
、」

昨
日
出
し
申
候
ハ
、
あ
お
い
の
」
中
の
し
べ
物
も
、
は
の
さ
き
へ
」
と
お
さ
す
、
中
ニ

と
め
申
候
、」
一
た
ん
ハ
る
へ
し
、
又
あ
お
い
」
の
中
ニ
つ
ゆ
も
何
と
て
」
入
候
や
、

ほ
ん
に
な
き
事
を
」（*

冒
頭
の
追
而
書
へ
続
く
カ
）

　
　
　
　
　
　
　

七
月
廿
二
日

（
６
：
目
録
176
）「

〆　
　

三
郎
へ

参　
　

は
ひ

」

　
　
　
　

尚
々
、
た
ち
こ
ん
や
し
た
い
に
」
さ（

粗

相

）

そ
う
な
る
か（

帷

子

）

た
ひ
ら
、
わ
き
〳
〵
の
」
こ

ん
や
へ
く（

配
）は

り
、
そ（

染
）め

さ
せ
候
」
や
う
に
申
つ
け
候
へ
く
候
、

わ
れ
〳
〵
そ
め
物
い
た
し
」
申
候
こ（

紺
屋
）

ん
や
、と（

当

町

）

う
ま
ち
こ
ん
や
」
の
か（

頭

）

し
ら
ニ
申
つ
け
、

さ
ゝ
う
」
な
る
そ（

染
）め

物
お
は
、
い
ま
の
こ
ん
や
」
ゟ
わ
き
の
こ
ん
や
へ
く（

配
）ば

り
」
申
、

そ
め
さ
せ
申
候
や
う
ニ
明
日
」
ゟ
申
つ
け
候
へ
く
候
、
明
日
に
も
」
お（

折

紙

）

り
か
ミ
を
と
ら

せ
、
こ
ん
や
の
か
し
ら
ニ
」
申
つ
け
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

（
７
：
目
録

1402
）「

〆　
　

三
郎
へ

参　
　
　

ひ

」

た
ち
こ
ん
屋
い
ま
い（

居
）申

候
」
や（

屋

敷

）

し
き
と（

隣

）

な
り
あ（

空
）き

」
申
候
由
候
、
た
れ
〳
〵
申
候
」
と

も
わ
た
さ
せ
候
ま
し
く
候
、」
た
ち
こ
ん
や
ニ
と
ら
せ
申
候
」
や
う
ニ
、（

篠
原
一
孝
）

出
羽
か
た
へ

申
度
候
、」
か
し
く
、

　
　
　

＊
＊
＊

次
い
で
前
田
土
佐
守
家
資
料
館
所
蔵
「
前
田
利
長
書
状
巻
」
を
紹
介
し
た
い

（
５
）。

同

史
料
に
は
、
千
福
長
左
衛
門
宛
の
利
長
消
息
十
九
通
が
貼
り
合
わ
さ
れ
て
お
り
、
利
長
の
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（
一
七
）

聞
談
と
し
て
語
る
（
語
っ
た
と
思
し
き
）
事
象
に
、
京
都
（
聚
楽
）、
そ
し
て
伏
見
で
の

そ
れ
が
目
立
つ
点
に
即
せ
ば
、
勘
十
郎
の
仕
官
は
文
禄
年
間
（
一
五
九
二
～
九
六
）
と
の

推
定
が
成
り
立
つ
。
日
置
は
そ
こ
で
、
正
保
元
年
に
「
七
十
三
歳
」
没
と
す
る
と
、
生
年

は
元
亀
三
年
と
な
っ
て
右
の
推
定
に
合
致
し
な
い
た
め
、「
七
」
を
「
六
」
の
誤
記
と
見

て
享
年
を
「
六
十
三
歳
」
に
読
み
替
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

だ
が
、
筆
者
は
村
井
勘
十
郎
当
人
の
証
言
か
ら
こ
の
通
説
を
否
ん
で
み
た
い
。
日
置
も

遇
目
し
た
で
あ
ろ
う
「
村
井
重
頼
覚
書
」
所
載
、
卯
月
廿
四
日
付
村
井
兵
部
宛
村
井
又
兵

衛
（
勘
十
郎
）
書
状
写
に
「
豊

（
村
井
長
頼
）後

五
十
年
忌
之
義
、
先
日
宗
兵
衛
方
ま
て
被
仰
下
候
、
扨

も
〳
〵
御
き（

奇

特

）

と
く
道
を
た
て
さ
せ
ら
れ
、
御
め（

冥

加

）

う
か
弥
可
有
御
座
と
目
出
度
大
慶
奉
存

候
、
当
年
未
四
十
六
年
ニ
罷
成
候
、
豊
後
殿
六
十
二
ニ
而
十
月
廿
六
日
巳
之
刻
ニ
江
戸
ニ

而
被
相
果
候
事
」云
々
と
の
文
言
が
見
出
せ
る（

４
）。

五
十
回
忌
に
言
及
す
る
こ
の
時
点
で
、

勘
十
郎
の
父
（
も
し
く
は
養
父
）
村
井
長
頼
（
慶
長
十
年
没
）
の
死
後
、
い
ま
だ
四
十
六

年
で
あ
る
と
い
う
。
慶
安
三
、
な
い
し
四
年
（
一
六
五
〇
・
五
一
）
で
あ
ろ
う
か
。
長
頼

の
五
十
回
忌
は
こ
の
後
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
に
営
ま
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
史
料
の
存
在
か
ら
、
さ
き
の
由
緒
帳
に
お
け
る
勘
十
郎
の
没
年
、
そ
し
て
村
井
勘

十
郎
＝
正
保
元
年
六
十
三
歳
没
と
い
う
日
置
説
は
斥
け
ら
れ
よ
う
。
だ
が
、
子
孫
の
筆
に

な
る
由
緒
帳
の
記
事
が
ま
っ
た
く
荒
唐
無
稽
と
は
考
え
難
い
。「
正
保
元
年
七
十
三
歳
病

死
仕
候
」
の
一
文
の
う
ち
、
日
置
が
誤
り
と
し
た
享
年
の
方
は
、
あ
る
い
は
信
ず
べ
き
で

あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
明
確
に
誤
っ
て
い
た
の
は
享
年
で
な
く
没
年
の
記
載
で
あ
っ

た
。前

記
の
通
り
、
勘
十
郎
の
生
年
は
日
置
の
推
定
の
如
く
、
天
正
十
年
前
後
と
目
す
の
が

妥
当
で
あ
る
が
、
以
下
の
如
く
補
正
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
勘
十
郎
の
息
子
（
同
じ
く
又
兵

衛
を
名
乗
る
）
の
覚
書
「
亡
父
又
兵
衛
儀
書
付
懸
御
目
申
候
」（

５
）

に
「
十
九
歳

利
家

様
御
遠
行
迄
御
奉
公
相
勤
申
候
」
と
あ
っ
て
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
閏
三
月
の
前

田
利
家
病
没
時
に
勘
十
郎
は
十
九
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
。
同
人
の
別
の
覚
書
「
村
井
又

兵
衛
之
覚
書
」（

６
）

に
は
、「
慶
長
五
年
廿
歳
、
大（

大
聖
寺
）

正
持
山
口
玄
蕃
御
攻
被
成
時
」
云
々
と

あ
る
。
こ
の
二
つ
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
勘
十
郎
の
生
年
は
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
に
こ
の
推
算
を
信
じ
れ
ば
、
仕
官
は
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）

と
な
り
、
く
だ
ん
の
「
七
十
三
歳
」
と
い
う
享
年
を
史
実
と
考
え
れ
ば
、
承
応
二
年

（
一
六
五
三
）
の
死
去
と
な
る
。
以
上
の
仮
説
を
さ
ら
に
進
め
れ
ば
、「
シ（

正

保

）

ョ
ウ
ホ
ウ
」
と

「
ジ（

承

応

）

ョ
ウ
オ
ウ
」
の
類
似
が
、
勘
十
郎
の
没
年
記
事
を
誤
ら
せ
た
背
景
に
あ
っ
た
可
能
性

を
さ
え
描
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
上
、
村
井
勘
十
郎
の
生
没
年
に
つ
き
、
そ
の
生
年
を

天
正
九
年
と
改
め
、同
じ
く
没
年
も
承
応
二
年
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

註（
１
）
当
該
史
料
の
命
名
者
や
そ
の
命
名
時
期
は
明
確
で
な
い
。
た
だ
し
、
前
田
知
好
（
利
家

三
男
）
を
初
代
と
す
る
前
田
修
理
家
に
、
知
好
「
自
筆
之
品
」
と
し
て
「
利
家
公
御
物
語

之
由
覚
書

壱
冊
」
な
る
史
料
が
伝
来
し
た
と
さ
れ
る
（
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能

文
庫
所
蔵
「
前
田
修
理
家
譜
」）。
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
所
蔵
「
国
祖
遺
言
」

は
、
そ
の
奥
書
に
「
前
田
氏
知
故
家
祖
自
筆
」
と
あ
る
の
で
、
当
該
写
本
の
原
本
は
右
「
利

家
公
御
物
語
之
由
覚
書
」と
同
一
の
書
冊
を
指
す
可
能
性
が
高
い
。
筆
者
の
考
え
る
に
、「
国

祖
遺
言
」
は
か
つ
て
「
利
家
公
御
物
語
之
由
覚
書
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
。

（
２
）
拙
稿
「
前
田
利
長
論
」（『
研
究
紀
要

金
沢
城
研
究
』
一
六
、二
〇
一
八
年
）、拙
著
『
前

田
利
家
・
利
長
―
創
ら
れ
た
「
加
賀
百
万
石
」
伝
説
―
』（
平
凡
社
、二
〇
一
九
年
）、拙
稿
「
国

祖
遺
言
（
上
）」（『
研
究
紀
要

金
沢
城
研
究
』
二
〇
、二
〇
二
一
年
）
等
。

（
３
）「
御
夜
話
集
解
題
」（
日
置
謙
校
訂『
御
夜
話
集
』下
編
、石
川
県
図
書
館
協
会
、一
九
三
四
年
）、

日
置
謙
『
改
訂
増
補
加
能
郷
土
辞
彙
』（
北
国
新
聞
社
、
一
九
五
六
年
。
元
版
一
九
四
二
年
）。

（
４
）
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
所
蔵
「
村
井
長
頼
伝
記
並
覚
書
」
等
。

（
５
）
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
所
蔵「
村
井
重
頼
覚
書
」所
収
。な
お
、同
史
料
に
は
、

筆
者
が
前
掲
註
（
２
）
拙
著
『
前
田
利
家
・
利
長
―
創
ら
れ
た
「
加
賀
百
万
石
」
伝
説
―
』

等
に
お
い
て
偽
作
と
断
じ
た
「
右
大
閤
様
御
書
共
」（〔
天
正
十
三
年
〕
九
月
十
一
日
付
前

田
利
家
宛
秀
吉
書
状
）
に
つ
き
、「
じ
ゆ
ら
く
（
聚
楽
）
よ
り
伏
見
へ
御
移
候
時
分
」（
文

禄
四
年
）
に
奥
村
栄
頼
（
摂
津
守
）・
奥
野
金
左
衛
門
お
よ
び
勘
十
郎
の
三
人
が
こ
れ
を
筆

写
し
た
（「
右
三
人
を
申
合
候
て
、
悪
筆
ニ
而
め
い
〳
〵
ニ
右
御
書
共
う
つ
し
申
候
」）
と

の
言
及
が
あ
る
。
こ
の
勘
十
郎
の
記
憶
を
事
実
と
す
れ
ば
、
問
題
の
秀
吉
書
状
は
文
禄
年

間
に
は
す
で
に
前
田
家
内
部
に
お
い
て
作
成
（
偽
作
）
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
６
）
前
掲
註
（
４
）「
村
井
長
頼
伝
記
並
覚
書
」。
同
じ
く
勘
十
郎
の
息
子
又
兵
衛
の
（
寛
文

十
二
年
）
閏
六
月
二
十
五
日
付
書
状
に
も
「
十
九
歳
利
家
様
御
遠
薨
迄
日
夜

御
前
ニ
近

仕
罷
在
」
と
あ
る
（「
壬
子
収
録
」）。

（
７
）
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
所
蔵
「
村
井
又
兵
衛
之
覚
書
」。
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一
六
）

者
共
、
偖
金
沢
ニ
も
御
遺
物
被
下
候
衆
、
銀
子
合
二
百
七
十
六
枚
被
下
候
衆
有
之

事

　
　

御
腰
物
一

一
、
御
脇
指
一　
　

御（
前
田
利
常
）

さ
る
様
へ
御
遺
物

利
長
様
へ

　
　

金
子
百
枚　
　

御
わ
た
し
被
成
候
義
候
事

一
、
金
子
百
枚

は
く
の
面
・
か（

唐

織

）

ら
折
・
か（

紅

梅

）

う
は
い
合
三
色

右
之
通
也

一
、
石
川
郡
・
河
北
郡
・
氷
見
郡

一
、
金
沢
御
城
中

一
、
大
坂
御
台（

旅
）屋

金
銀
諸
道
具
不
残
肥
前
様
へ
御
渡
被
成
候
御
遺
言
に
て
候
、
右

ハ
慶
長
四
年
初
三
月
十
五
日
よ
り
、
弥
御
煩
お
ほ
し
め
し
き
ら
れ
、
芳
春
院
様
御

右
筆
に
て
御
書
置
之
御
下
書
被
成
候
事
、
然
所
ニ
芳
春
院
様
肥
前
を
子
ニ
も
ち
候

間
、
金
子
も
不
入
候
由
御
意
候
て
、
二
百
ま
い
御
請
取
被
成
候
由
御
座
候
、
色
々

物
語
共
有
之
事
、
右
之
内
孫
四
郎
様
へ
も
百
五
拾
ま
い
す
ば
り
申
候
、
色
々
の
義

共
御
遠
行
之
御
跡
ニ
御
座
候
事
、

（
奥
書
）

　
　
　

此
一
巻
者
、
前
田
氏
知
故
家（

前
田
知
好
）

祖
自
筆
而
深
蔵
之
、
余
密
乞
之
謹
写

　
　
　
　

弘
化
三
丙
午
季
夏　
　

菅
原
矩
正

「（
朱
書
）右

国
祖
遺
言
ハ
、
十
余
年
前
加
藤
里
路
の
蔵
せ
る
を
借
り
写
せ
し
も
、
誤
字
多
け

れ
は
、
今
年
再
ひ
借
り
て
照
校
せ
し
も
、
原
本
素
よ
り
誤
あ
り
、
敢
て
私
意
を
加

へ
す
、
原
本
の
ま
ゝ
を
存
す
る
な
り
、
明
治
廿
六
年
六
月
廿
八
日
」

校
了

〔
附
録
一
〕
村
井
勘
十
郎
の
生
没
年
に
つ
い
て

筆
者
（
大
西
）
は
「
国
祖
遺
言
」
の
分
析
・
検
討
の
結
果
、
そ
の
編
著
者
を
、
前
田
利

家
の
近
習
村
井
勘
十
郎
（
の
ち
又
兵
衛
。
長
明
・
重
頼
）
に
比
定
し
た
が
、
勘
十
郎
の
生

没
年
に
つ
き
、天
正
十
年（
一
五
八
二
）の
出
生
、寛
永
二
十
一
年
／
正
保
元
年（
一
六
四
四
）

の
死
没
と
の
認
識
を
示
し
て
き
た

（
１
）。

こ
の
理
解
を
こ
こ
で
再
検
討
し
て
お
き
た
い
。

筆
者
が
勘
十
郎
の
生
没
年
を
叙
す
る
に
参
照
し
た
の
は
、先
学
日
置
謙
の
仕
事
で
あ
る
。

氏
の
執
筆
に
か
か
る
勘
十
郎
の
筆
記
「
利
家
公
御
代
之
覚
書
」（「
亜
相
公
御
夜
話
」）
等

を
収
め
た
『
御
夜
話
集
』
の
解
題
、
お
よ
び
『
改
訂
増
補
加
能
郷
土
辞
彙
』「
村
井
長
明
」

の
項
に
基
づ
く

（
２
）。

前
者
に
は
「
子
爵
前
田
家
の
好
意
に
よ
り
て
」
調
査
し
た
「
勘
十
郎
家
の
由
緒
帳
」

が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
勘
十
郎
こ
と
「
村
井
又
兵
衛
長
明
」
に
関
し
て
「
正
保
元
年

七（
六
十
三
歳
カ
）

十
三
歳
病
死
仕
候
」
と
の
記
事
を
載
せ
て
あ
る
（
六
〇
七
～
六
〇
八
頁
）。
勘
十
郎
は

寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）、
大
聖
寺
藩
の
成
立
に
と
も
な
い
、
加
賀
藩
主
前
田
利
常
の

家
臣
か
ら
大
聖
寺
藩
主
前
田
利
治
（
利
常
三
男
）
の
家
臣
に
転
じ
た

（
３
）。

よ
っ
て
そ
の

子
孫
の
由
緒
書
上
が
大
聖
寺
藩
旧
藩
主
家
と
思
し
き
「
子
爵
前
田
家
」
に
伝
来
し
、
こ
れ

を
日
置
が
確
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
「
正
保
元
年
七（

六
十
三
歳
カ
）

十
三
歳
病
死
仕
候
」
と
日
置
が
由
緒
帳
の
記
載

に
疑
問
を
呈
し
た
点
で
あ
る
。
由
緒
帳
の
没
年
・
享
年
に
拠
れ
ば
、
勘
十
郎
は
元
亀
三
年

（
一
五
七
二
）
の
出
生
と
な
る
が
、
日
置
は
い
か
な
る
史
料
に
基
づ
く
か
不
明
な
が
ら
、

享
年
に
十
歳
の
誤
り
を
推
定
し
て
「
七
十
三
歳
」
に
「
六
十
三
歳
カ
」
と
の
註
記
を
施
し

た
。
日
置
の
註
記
に
従
え
ば
、
勘
十
郎
は
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
の
出
生
と
な
る
。

日
置
は
こ
の
推
論
を
『
改
訂
増
補
加
能
郷
土
辞
彙
』「
村
井
長
明
」
の
項
に
お
い
て
断

案
に
変
化
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
「
正
保
元
年
六
十
三
歳
を
以
て
没
し
た
」（
八
九
五
頁
）

と
叙
述
す
る
。
根
拠
は
な
お
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。

し
か
し
、
筆
者
は
数
多
く
の
関
係
史
料
を
渉
猟
す
る
な
か
で
、
こ
の
日
置
説
に
疑
問
を

抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
日
置
が
何
故
、勘
十
郎
の
享
年
を「
七
十
三
歳
」か
ら「
六
十
三
歳
」

に
読
み
替
え
た
の
か
。「
利
家
公
御
代
之
覚
書
」
の
「
勘
十
郎
十
四
に
て
御
奉
公
に

被
召
出
候
」（
同
上
№
210
）
云
々
と
い
う
証
言
や
、
同
書
に
お
い
て
勘
十
郎
が
自
身
の
見

肥
前
様
ノ

御（

玉

泉

院

）

う
え
様
へ

（
朱
印
）
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（
一
五
）

候
、
信
濃
義
ハ
、
第
一
若
と
う
一
種
ニ
取
立
申
候
、
扨
又
太
刀
折
紙
お
も
も
た
せ
、

た（

畳

触

）

ゝ
ミ
さ
わ
り
よ
き
故
取
立
候
、
我
等
見
立
ハ
右
之
通
ニ
候
間
、
其
心
得
候
て
物

語
、
跡
ニ
て
子
共
ニ
可
仕
旨
御
意
候
ヘ
ハ
、
豊
後
何
の
か
ま
い
な
く
泪
に
む
せ
ひ

申
斗
ニ
候
、
扨
や
れ
豊
後
と
御
意
候
て
、
あ
の
勘
十
郎
義
、
今
少
年
も
立
候
て
、

肥
前
ニ
取
立
候
様
ニ
と　
　
　

共
ニ
申
置
候
と
御
意
候
ヘ
ハ
、
豊
後
義
い
よ
〳
〵

泪
ニ
む
せ
ひ
申
候
、
扨
夜
半
之
時
分
お（

奥
）く

へ
被
為
成
候
ヘ
ハ
、
三
体
・
五
兵
衛
を

は
し
め
、
扨
も
〳
〵
名
御
大
将
様
か
な
、
御
内
衆
ハ
見
立
ま
て
も
、
御
煩
は
や
お

も
き
と
お
ほ
し
め
し
、
各
へ
被
仰
置
候
、
三
体
申
候
、
千
人
・
万
人
ニ
す
く
れ
た

る
大
将
を
英
雄
と
申
候
か
、
殿
様
ハ
万
々
ニ
す
く
れ
た
る
御
大
将
様
と
、
三
体
引

事
を
申
、
各
泪
ニ
て
被
罷
在
候
事
、

大
納
言
様
御
の（

喉
）と

ゟ
虫
二
す（

筋
）し

出
申
候
て
、
御（

慶
長
四
年
）

遠
行
廿
日
斗
以
前
ゟ
、
御
遺
物
共

之
義
を
、
御（

芳

春

院

）

う
へ
様
御
右
筆
に
て
御
書
出
覚

一
、
金
子
千
枚

一
、
御
脇
指

一
、
御
腰
物

合
八
腰

一
、（

虚
堂
智
愚
カ
）

き
ど
う
墨
蹟
御
懸
物

一
、
き（

絹
）ぬ

二
百
疋

一
、
わ（

綿
）た

子（
千
）は（
把
）

一
、
能
登
口
郡

壱
万
五
千
石

右（
前
田
利
政
）

孫
四
郎
様
江
御
遺
物

一
、
金
子
五
十
ま（

枚
）い

一
、
は
く
の
面
廿

一
、
わ
た
二
百
は

孫
四
郎
様

御
う
へ
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
く
の
面

一
、
金
子
五
百
ま
い

一
、
か（

唐

織

）

ら
お
り
合
二
百
た（

反
）ん

一
、
わ
た
千
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か（

紅

梅

）

う
は
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
外
色
々

御
う
へ
様
へ
御
遺
物

一
、
金
子
百
ま
い

一
、
は
く
の
面
廿

前
田
対
馬
殿
御
う
へ
一
色
様
へ

わ
た
三
百
は

此
内
御
子
様
達
へ
も　
　
　

　
　
　

一
、
金
子
七
十
枚

一
、
き
ぬ
三
十
疋

中
川
宗
半
御
う
へ
お
し
や
う
様
へ

わ
た
二
百
は

此
内
御
息
女
様
へ
も　
　
　
　

　
　
　
　
　

一
、
金
子
五
十
枚

一
、
は
く
の
面
十

き
ぬ
五
十
疋

一
、
わ
た
百
は

此
外
色
々

右
ハ
長（

細

川

忠

隆

）

岡
与
一
郎
殿
御
う（

春

香

院

）

へ
お
ち
よ
様
へ

一
、
金
子
七
十
枚

此
内

ゆ（

石

動

）

す
る
き
ノ
御
子
三
十
ま
い

信
濃
取
立
申
御
子
廿
ま
い

宗
半
御
取
立
ノ
御
子
二
十
ま
い　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
金
子
廿
枚

一
、
わ
た
五
十
わ

長
ノ
十
左
衛
門
殿
御
う
へ

お
ふ
く
様　
　
　
　
　
　
　

一
、
金
子
廿
枚

一
、
長
光
御
腰
物

長
岡
与
一
郎
殿

一
、
正
広
御
脇
指　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野
弾（

長
政
）正

殿

一
、
金
子
十
ま
い

土
方
勘（

雄

久

）

兵
衛
殿

一
、
金
子
五
枚

一
、
小
袖
五
ツ

中
川
宗（

光
重
）半

　
　
　

御右

家
中
三
ヶ
国
之
人
数

一
、
金
子
十
枚

前
田
対（

長
種
）馬　

　
　

一
、
金
子
七
枚

高
畠
石（

定
吉
）見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
十
五
枚

同
御
内
儀

一
、
金
子
十
枚

前
田
孫（

利

好

）

左
衛
門

一
、
金

五
枚

土
井
左
京
母
義

す
へ
も
り
へ

一
、
同

五
枚

青
山
佐（

吉
次
）渡　

　
　

一
、
同

拾
枚

村
井
豊（

長
頼
）後

　
　

同

五
枚

御
内
義
へ　
　
　
　
　

同

二
枚

同
内
御
う
へ

一
、
同

七
枚

奥
村
伊（

永
福
）与　

　
　

一
、
同

十
枚

篠
原
出（

一
孝
）羽

　
　

同

二
枚

同
内
御
う
へ
へ

一
、
同

五
枚

長
九（

連

龍

）

郎
左
衛
門

一
、
同

三
枚

高
山
南
坊

一
、
同

五
枚

村
井
左（

長

次

）

馬
助　
　

一
、
同

五
枚

奥
村
河（

栄
明
）内

一
、
同

五
枚

冨
田
下
野　
　
　

一
、
同

三
枚

徳
山
五
兵
衛

一
、
同

三
枚

岡
田
長（

寿

貞

）

右
衛
門

一
、
同

三
枚

寺
西
宗
与

一
、
同

三
枚

神
谷
信（

守
孝
）濃　

　
　

一
、
同

三
枚

村
井
勘
十
郎

一
、
同

三
枚

岡
田
丹
後　
　
　

一
、
同

二
枚

奥
村
長
兵
衛

一
、
同

二
枚

斎
藤
刑
部　
　
　

一
、
同

二
枚

岡
本
三
体（

休
）

一
、
同

三
枚

小
塚
権
大
夫　
　

一
、
同

三
枚

木
村
土
佐

一
、
同

三
枚

山
崎
長（

長
徳
）門　

　
　

一
、
同

三
枚

冨
田
源
大
夫

一
、
同

三
枚

片
山
伊（

延
高
）賀　

　
　

一
、
同

三
枚

岡
島
備（

一
吉
）中

一
、
同

五
枚

太
田
但（

長
知
）馬　

　
　

一
、
同

三
枚

神
尾
図（

之
直
）書

一
、
同

二
枚

高
畠
平
右
衛
門

一
、
同

二
枚

松
本
監
物

一
、
同

二
枚

今
井
左
大
夫　
　

一
、
同

二
枚

脇
田
主
水

一
、
同

二
枚

山
崎
種
善
坊　
　

一
、
同

一
枚

冨
田
孫
九
郎

一
、
同

一
枚

岡
田
助
一　
　
　

一
、
同

一
枚

半
田
十
郎

一
、
同
一
枚

橋
本
孫
平
次　
　
一、
同
一
枚

上
村
孫
三
一、
同
壱
枚

善セ
ン

そ
う

一
、
同

一
枚

松
山
三
斎　
　
　

一
、
同

一
枚

橋
本
宗
右
衛
門

　
　

右
之
外
お（

奥
）く

上
ら（

臈
）う

衆
、
お（

表

）

も
て
に
て
石
黒
采
女
・
月
斎
・
し
ら
ん
、
其
外
之

（
137
）
◇
六
二
五
～
六
二
八
頁
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（
一
四
）

か
め
候
ヘ
ハ
、
被
仰
出
候
御
法
度
背
き
申
ニ
可
罷
成
候
、
我
等
共
存
候
ハ
左
様
之

者
ハ
見
付
候
て
と
か
め
、
其
も
の
の
様
子
、
又
ハ
返
事
次
第
ニ
見
合
は
た
ら
き
候

ハ
ヽ
、
当
座
ニ
き
り
ふ
せ
、
又
ハ
め
し
取
候
や
う
ニ
成
共
と
存
由
被
仰
候
処
、
奉

行
衆
・
浅
野
弾（

長
政
）正

殿
、
扨
ハ
金
森
法
印
な
と
を
は
し
め
五
、六
人
、
大
納
言
殿
被

申
如
く
、
我
々
も
其
通
ニ
存
由
被
申
候
ヘ
ハ
、
上
様
御
意
、
尤
大
納
言
申
通
可
然

存
由
被
仰
出
候
、
扨
其
通
ニ
被
仰
出
済
申
候
、
其
時
も
皆
々
御
勝
手
へ
御
出
候
て
、

申
て
も
御
威
光
つ（

強
）よ

き
ニ
、
又
被
仰
事
尤
之
儀
故
、
利
家
公
へ
た
い
し
物
申
人
な

く
候
由
、
弾
正
殿
を
初
、
年
寄
・
咄
衆
へ
御
申
候
事
、

一
、
殿
様
鶴
を
あ
か
り
候
ヘ
ハ
、
其
ま
ゝ
御
虫
ニ
あ
た
り
、
少
も
上
り
不
申
候
へ
共
、

う
き
世
つ（

鶴
）る

を
く（

食
）い

た
か
る
と
御
意
候
て
、
か（

高

麗

）

う
ら
い
鶴
銀
一
ま（

枚
）い

つ
ゝ
ニ
、
卅

御
か（

買
）わ

せ
お
か
せ
ら
れ
、
御
客
御
見
舞
被
参
候
衆
へ
、
御
出
来
あ
い
御
ふ（

振

舞

）

る
ま
い

ニ
度
々
御
料
理
出
申
候
、
上
様
御
前
ニ
て
色
々
御
咄
之
上
ニ
、
此
頃
大
納
言
殿
鶴

を
度
々
ふ
る
ま
い
た（

食
）へ

候
由
、
い
つ
れ
も
〳
〵
御
咄
衆
申
上
候
得
ハ
、
上
様
御
意

御
さ（

戯

言

）

れ
事
ニ
、
そ
れ
ハ
大
納
言
、
ぬ（

盗
）す

人
ニ
て
鶴
之
料
理
食
セ
候
、
い
つ
れ
も
鶴

と
よ（

喜

）

ろ
こ
は
せ
、
其
ゆ
へ
別
之
肴
ハ
出
し
申
間
敷
候
、
鶴
ニ
て
よ
ろ
こ
は
せ
候
と
、

御
機
嫌
よ
く
御
わ
ら
い
被
成
候
、其
時
大
納
言
様
も
そ
れ
ハ
御
意
め（

迷

惑

）

い
わ
く
仕
候
、

い
つ
れ
も
ニ
料
理
仕
候
て
、
う
れ
し
か
ら
せ
申
候
と
、
と
つ
と
た（

互
）か

い
ニ
御
笑
被

成
候
よ
し
、
扨
も
〳
〵
互
ニ
上
手
か
な
と
、
上
様
御
咄
衆
、
殿
様
へ
御
越
御
わ
ら

い
被
成
候
事
、

一）
133
（

、大
納
言
様
、能
州
ゟ
金
沢
へ
御
帰
之
刻
、雨
ふ（

降
）り

、つ（

津

幡

）

は
た
よ
り
日
暮
、御
帰
之
時
、

道
あ
し
く
候
時
、
種（

山

崎

）

善
坊
酒
ニ
酔
候
て
、
い
つ
れ
も
馬
取
共
は
い
〳
〵
と
申
候
、

種
善
坊
申
や
う
、
ぬ
し
馬
取
ニ
そ（

総

並

）

う
な
ミ
に
は
い
〳
〵
申
事
、
さ
り
と
て
ハ
さ（

沙
汰
）た

の
か（

限
）き

り
ニ
候
、
種
善
坊
か
馬
は
い
た
れ
か
、
馬
は
い
と
申
候
へ
よ
し
、
い
つ
れ

も
尤
〳
〵
と
わ
ら
い
被
申
候
、
つ
ね
に
種
善
坊
酒
斗
の
時
申
候
ハ
、
う
き
世
の
も

の
共
か
か（

唐

傘

）

ら
か
さ
を
さ
す
ハ
身
を
ぬ（

濡
）ら

す
ま
し
き
た
め
、
ち（

提

灯

）

や
う
ち
ん
を
と（

灯
）ほ

す

ハ
明
ル
を
ミ（

見
）る

た
め
ニ
用
意
す
る
ニ
、
少
の
事
を
か
ら
か
さ
や（

破
）ふ

れ
、
ち
や
う
ち

ん
や
ふ
れ
、　　
　

は
ら
せ
ぬ
事
お
か
し
く
候
由
、
つ
ね
〳
〵
被
申
候
、
又
金
沢

へ
御
帰
之
時
ハ
、
殊
外
種
善
坊
御
意
ニ
入
候
故
、
少
身
も
の
共
そ（

訴

訟

）

せ
う
を
頼
申
候

ヘ
ハ
、
ほ（

朋

輩

）

う
は
い
ニ
さ
へ
六
ヶ
敷
事
ハ
不
被
申
も
の
ニ
候
、
殿
様
ヘ
ハ
御
進
物
仕

候
て
も
、
御
気
ニ
入
度
存
候
処
ニ
、
殿
様
へ
御
覚
事
又
ハ
御
六
ヶ
敷
事
ハ
、
此
種

善
坊
ハ
申
上
事
不
罷
成
候
、
け
に
〳
〵
御
身
上
な
く
す
ハ
、
家
を
う（

売
）り

御
は（

走
）し

り

候
へ
と
申
仁
ニ
候
、
お（

表

向

）

も
て
む
き
ハ
左
様
ニ
申
、
殊
外
内
し（

証
）よ

ハ
ひ（

贔

屓

）

ゐ
き
か
ち
な

る
坊
主
と
、
人
の
事
き（

肝

煎

）

も
い
り
申
も
の
に
て
、
何
も
わ
ら
い
申
事
ニ
候
事
、

一
、
大
納
言
様
御
き（

嫌
）ら

い
第
一
、
不
知
事
を
知
タ
ふ
り
を
し
て
う（

嘘
）そ

を
云
も
の

を
、
老
若
共
ニ
つ（

唾

吐

）

は
き
は
き
被
成
候
、
後
加
様
の
者
ハ
、
必
小
身
者
ハ
め（

面

目

）

ん
ほ
く

う（

失

）

し
な
い
、
大
将
ハ
何
事
を
云
て
も
、
侍
共
得
事
と
ま
こ
と
に
せ
す
候
物
也
、
第

一
合
戦
の
時
な
と
、
れ（

例
）い

の
う
そ
つ
き
と
下
知
を
聞
不
申
候
も
の
也
、
語
を
御
引

候
て
、
〇
知
レ
之
為
レ
知
レ
之
、
不
知
為
不
知
、
是
知
也
、
云
事
有
と
御
意
候
て
、

肥（
前
田
利
長
）

前
守
様
・
孫（

前
田
利
政
）

四
郎
様
へ
御
意
、
肥
前
ハ
不
被
存
、
越
中
と
取
合
之
時
、
片（

延
高
）山

や

多（
種
）野

村
を
大
将
ニ
遣
時
ハ
、
侍
共
下
知
を
き（

聞
）か

す
、
不（

直
光
）破

や
村
井
を
遣
候
へ
ハ
、

下
知
を
諸
侍
聞
申
候
と
、
御
意
被
成
候
事
、

一
、
大
納
言
様
御
遠
行
可
被
成
春（

慶
長
四
年
）

二
月
十
一
日
之
夜
、
御
咄
之
時
、
中
之
間
へ
村
井

豊（
長
頼
）後

・
徳
山
五
兵
衛
・
寺
西
宗
与
・
斎
藤
刑
部
・
三
体（

休
）、

此
衆
斗
を
め（

召
）し

て
咄

申
候
へ
と
御
意
、
は
や
御
気
分
も
あ
し
き
御
咄
共
色
々
候
而
、
扨
御
意
ニ
、
篠
原

出（
一
孝
）羽

ハ
と
ら
と
云
時
ゟ
、
あ（

足
）し

お
も
さ
す
ら
せ
、
我
等
そ（

側
）は

ニ
ね（

寝

臥

）

ふ
し
さ
せ
申
候
、

扨
此
七
、八
年
以
前
ゟ
、
神
谷
信（

守
孝
）濃

を
左
介
と
云
時
ゟ
、
右
之
通
我
等
そ
は
に
お

き
申
候
間
、
両
人
を
ハ
ま
つ
ハ
若
と（

党
）う

に
て
取
立
申
候
、
知
行
を
も
出
羽
ニ
ハ
壱

万
千
石
遣
、
信
濃
ニ
も
人
跡
の
よ（

与

力

）

り
き
な
と
を
付
候
て
、
八
千
石
遣
申
候
、
然
共

肥（
前
田
利
長
）

前
守
も
跡
ニ
て
、
大
納
言
目
ち（

違
）か

い
、
両
人
を
何
事
ニ
存
取
立
候
様
ニ
可
存
候

間
、
段
々
其
方
共
ニ
か（

語
）た

り
置
候
間
、
此
通
跡
ニ
て
も
子
共
ニ
申
聞
候
へ
、
又
ハ

各
も
よ
く
分
別
仕
候
へ
、
出
羽
ハ
第
一
役
ニ
も
立
そ
う
成
も
の
ニ
候
、
か（

片
）た

口
成

も
の
、
き（

傷
）す

斗
ニ
候
、
く
わ
し
く
ハ
豊
後
よ
く
存
候
、
を
れ
か
め（

姪

婿

）

い
む
こ
ニ
も
し
、

又
ハ
豊
後
を
は
し
め
て
諸
大
夫
ニ
す
る
時
、
あ
れ
お
も
豊
後
ニ
こ
と
わ
り
候
て
、

諸
太
夫
ニ
も
申
付
候
、
末
森
・
八
王
子
ニ
て
も
出
羽
ハ
手
前
よ
く
候
、
豊
後
存
申

（
133
）
◇
六
七
四
～
六
七
五
頁

（
135
）
◇
六
六
〇
頁

（
136
）
◇
六
一
〇
～
六
一
一
頁
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一
、
大
納
言
様
と
大

（
徳
川
家
康
）苻

御
間
柄
あ
し
く
候
て
、
御
申
分
有（

慶
長
四
年
）

之
時
、
神
谷
善
左
衛
門

と
云
御
家
之
神
谷
信（

守
孝
）濃

い（
従
兄
弟
）

と
こ
に
て
候
を
、
内
証
ニ
色
々
之
義
を
大
樹（

苻
）

御
申
含
、

大
坂
信
濃
所
へ
ら（

窂
）う

人
い
た
し
候
躰
ニ
て
こ（

越
）さ

れ
、
是
ニ
色
々
物
語
有
之
、
信
濃

仕
合
よ
く
、
後
善
左
衛
門
事
、
伏
見
殿
様
御
知
音
衆
ゟ
御
内
証
申
来
、
早
速
あ

ら
わ
れ
に（

逃

帰

）

け
か
へ
り
申
候
、
扨
殿
様
御
耳
ニ
入
、
信
濃
れ（

霊

社

）

い
し
や　
　
　
ニ
て
、

お（

隠

密

）

ん
ミ
つ
に
て
豊

（
村
井
長
頼
）

後
・
長（

岡
田
寿
貞
）

右
衛
門　
　
　

取
次
、
色
々
御
理
申
上
、
御
お
ん
ミ
つ

ニ
て
済
申
候
、
其
故
今
少
殿
様
御
存
生
被
成
候
ハ
ヽ
、
信
濃
ハ
身
上
あ（

危

）

ふ
な
く
候

事
、

一
、
伏
見
ニ
て
二
月
十
九
日
、
山
里
ニ
殿
様
御
出
候
て
、
御
家
中
役
人
、
う（

植
）え

木
共

ほ（
掘
）り

参
り
候
ヘ
ハ
、
御
機
嫌
よ
く
こ（

強

飯

）

わ
い
ゝ
を
役
人
共
ニ
御
く（

食
）わ

せ
被
成
、
扨
人

数
を
付
可
申
旨
御
意
候
て
、
奥
村
主
計
・
村
井
勘
十
郎
両
人
、
日本

ノ
マ跡ヽ

付
申
候
ヘ
ハ
、

三
百
四
十
二
人
役
人
有
之
、
扨
も
〳
〵
両
人
な
か
ら
同
事
成
候
手
跡
と
御
わ
ら
い

候
て
、
但
勘
十
郎
ハ
未
年
七
ツ
八
ツ
主
斗
よ
り
お（

弟

）

と
ゝ
ニ
候
間
、
手
も
あ
か
り
可

申
候
と
御
わ
ら
い
被
成
候
、
又
御
さ（

戯

言

）

れ
こ
と
ニ
、
村
井
左（

長

次

）

馬
助
・
奥
村
織（

栄
明
）部

役
人

を
ハ
、人
数
を
多
両
人
付
可
申
候
と
、御
機
嫌
よ
く
御
わ
ら
い
候
ヘ
ハ
、斎
藤
刑
部
、

御
諚
の
こ
と
く
両
人
之
弟
共
ニ
候
間
、
人
数
ゑ
こ
可
仕
な
と
ゝ
申
候
ヘ
ハ
、
殿
様

刑
部
無
用
之
事
申
候
て
、
主
計
・
勘
十
郎
ニ
よ（

マ

マ

）

せ
か
ま
て
ニ
あ
い
申
な
と
、
殊
外

御
機
嫌
よ
く
御
わ
ら
い
被
成
候
事
、

一
、
秀
頼
様
御
四
ツ（

慶
長
元
年
）

ノ
年
ゟ
ふ
と
御
膳
ヲ
あ
か
り
申
候
刻
、
御
い（

居

取

）

と
り
被
成
候
時
、

今
春
相
詰
居
申
候
ゆ
へ
、
か（

肩

衣

）

た
き
ぬ
斗
ノ
躰
ニ
て
、
つ（

鼓

）

ゝ
ミ
太
こ（

鼓
）に

て
し（

仕

舞

）

ま
い
を

仕
候
ヘ
ハ
、
御
き（

機

嫌

）

け
ん
よ
く
御
膳
あ
か
り
申
候
、
そ
れ
か
御
く
せ
ニ
成
申
候
て
、

後
々
ま
て
も
御
膳
あ
か
り
申
度
事
ニ
、
い
つ
も
の
こ
と
く
仕
舞
は（

囃

子

）

や
し
ニ
て
あ
か

り
、
殿
様
是
を
御
笑
止
か
り
、
ろ
く
な
事
に
て
な
く
候
由
御
意
候
事
、

一
、
あ（

安
芸
）き

の
森

（
毛
利
輝
元
）

殿
、
つ
い
に
利
家
様
へ
御
出
候
事
、
た（

互
）か

い
ニ
な
く
候
所
に
、
秀

頼
様
御
も（

傅
）り

ニ
被
為
成
候
て
後
、
伏
見
ニ
て
安（

恵

瓊

）

国
寺
を
以
、
金
森
法（

長
近
）印

と
土
方

勘（

雄

久

）

兵
衛
殿
を
も
つ
て
御
理
候
て
、
い
つ
か
た
へ
も
不
罷
出
候
ゆ
へ
、
御
見
廻
申
事

も
無
御
座
候
、
然
共
秀
頼
様
御
も
り
被
為
成
候
ヘ
ハ
、
万
事
以
来
ま
て
も
得
御
意

候
様
ニ
と
御
理
、
両
人
衆
、
村
井
豊（

長
頼
）後

・
徳
山
五
兵
衛
な
と
ニ
御
相
談
被
成
、
大

納
言
様
へ
被
仰
上
、
殿
様
御
返
事
ニ
、
森
殿
之
義
、
先
年
唐
陳
之
刻
、
な（

名
護
屋
）

こ
や
へ

罷
越
時
、
御
国
中
被
通
刻
、
御
留
守
居
衆
へ
被
仰
付
候
由
ニ
て
、
殊
外
御
馳
走
共

ニ
候
、
左
様
之
御
礼
も
然
々
不
申
入
候
つ
る
、
安
国
寺
へ
ハ
其
通
申
入
候
、
左

候
へ
ハ
我
等
所
へ
御
尋
可
有
由
忝
存
候
、
以
来
心
中
如
在
有
間
敷
旨
被
仰
候
て
、

伏
見
山
里
ニ
お（

隠

密

）

ん
ミ
つ
ニ
金
森
殿
・
勘
兵
衛
殿
・
安
国
寺
三
人
御
相
伴
ニ
て
御

ふ（

振

舞

）

る
ま
い
、
其
上
ニ
正
広
ノ
御
脇
差
被
遣
候
、
其
ゟ
十
日
ほ
と
あ
り
て
、
右
之
衆

御
相
伴
ニ
て
、
殿
様
森
殿
へ
御
越
候
て
、
色
々
御
馳
走
、
の（

則

重

）

り
し
け
之
御
腰
物
進

上
に
て
御
帰
被
成
候
事
、

一
、
伏
見
ニ
て
つ（

辻

斬

）

し
き
り
・
お（

追

剥

）

い
は
き
出
来
候
刻
、
大
閤
様
、
大
納
言
様
ニ
か（

祥
雲
院
）

ゞ
殿

御
座
候
故
、
御
逗
留
被
為
成
内
ニ
、
五
人
奉
行
衆
其
外
、
大

（
徳
川
家
康
）

樹
・
備（

宇
喜
多
秀
家
）

前
中
納
言
殿
・

あ（
毛
利
輝
元
）

き
森
殿
・
金
森
殿
法（

長
近
）印

・
景（

上
杉
）勝

・
正

（
伊
達
政
宗
）

宗
・
肥（

前
田
利
長
）

前
様
・
長（

細
川
忠
興
）

岡
越
中
殿
、
其
外
老
若

大
名
小
名
衆
卅
斗
御
意
ニ
而
御
詰
候
、
其
時
右
之
御
仕
置
如
何
可
被
成
旨
被
仰
出

候
時
、
お
も
ひ
〳
〵
ニ
存
分
別
被
申
候
衆
も
候
、
扨
国
郡
持
屋
形
〳
〵
つ（

辻

々

）

し
〳
〵

之
前
ニ
番
所
を
い
た
さ
せ
ら
れ
可
然
旨
被
仰
出
候
、
御
尤
之
御
意
有
之
所
ニ
、
扨

奉
行
衆
被
申
候
ハ
、
つ（

辻
）し

切
か
あ（

悪

党

）

く
と
う
人
有
之
時
ハ
、
番
所
ゟ
い
つ
れ
も
罷
出

お
さ
へ
置
、
た
れ
か
も
の
と
吟
味
し
て
其
主
人
江
と（

届

）

ゝ
け
、
其
主
人
ゟ
め（

召

籠

）

し
こ
め

候
様
ニ
と
、
い
つ
れ
も
被
申
候
、
中
ニ
も
石
田
治（

三
成
）部

・
増
田
右（

長

盛

）

衛
門
・
長
束
大（

正
家
）蔵

な
と
、其
通
よ
く
可
有
御
座
候
由
、大
形
相
極
さ
う
ニ
候
処
、大
納
言
様
被
仰
候
ハ
、

扨
も
〳
〵
各
被
申
分
、
我
等
な
と
ハ
何
共
か（

合

点

）

つ
て
ん
ゆ
か
す
候
、
其
御
心
ハ
と

皆
〳
〵
被
申
候
ヘ
ハ
、
左
様
ニ
つ
じ
き
り
・
あ
く
と
う
す
る
も
の
か
、
は
や
其
ほ

と
ニ
取
つ
め
ら
れ
候
て
、
番
之
も
の
御
意
次
第
と
、
う
な
た
れ
可
有
之
哉
、
も
は

や
其
時
ヲ
生
害
と
可
存
候
間
、
そ
れ
を
と
ゝ
け
ニ
主
人
江
遣
事
、
我
等
ハ
思
ニ
不

存
候
、
左
様
ニ
被
仰
出
と
奉
行
衆
も
被
申
渡
候
ハ
ヽ
、
後
あ
く
と
う
人
共
ヲ
に（

逃
）か

し
申
事
可
有
御
座
候
、
夫
を
番
之
者
手
な
と
を
お
ひ
に
か
し
候
ヘ
ハ
、
結
句
越
度

可
罷
成
候
、
偖
又
主
人
へ
と
ゝ
け
候
間
も
な
く
、
右
之
通
は（

働

）

た
ら
き
候
を
き
り
と

（
128
）
◇
六
〇
三
～
六
〇
四
頁

（
129
）
◇
六
九
一
～
六
九
二
頁

（
帳
）

（
130
）
◇
六
七
七
頁

（
131
）
◇
六
七
七
頁

（
132
）
◇
六
六
九
～
六
七
一
頁

（
苻
）
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然
共
一
本
鑓
ゟ
手
柄
共
被
成
、
御
身
上
御
仕
上
被
成
、
扨
蔵（

前
田
利
久
）

人
殿
跡
ヲ
二
千
貫
御

取
候
て
、
其
ゟ
又
度
々
御
手
柄
ニ
而
、
能
登
ニ
加
州
を
二
郡
御
取
候
て
、
其
上
互

ニ
ハ（

法

眷

）

ケ
ン
ノ
や
う
成
内
蔵
介
と
御
取
合
候
て
、
御
手
柄
度
々
之
上
ニ
、
内
蔵
介
ニ

御
合
戦
御
勝
、
越
中
を
も
切
取
被
成
候
間
、
今
ノ
世
ニ
ハ
大
納
言
殿
ほ
と
ノ
御
手

柄
ハ
、日
本
之
義
ハ
不
及
申
、唐
ニ
も
有
之
間
敷
と
、い
つ
れ
よ
り
あ
い
申
事
ニ
候
、

そ
こ
に
て
主
水
殿
・
内
匠
殿
も
其
色
を
申
事
ニ
候
よ
し
御
申
候
、
利
家
公
御
手
柄

第
一
、
扨
又
不（

不
破
直
光
）

彦
も
村（

村
井
長
頼
）

豊
も
奥（

奥
村
永
福
）

与
州
な
と
、
長（

長
連
龍
）

九
ハ
能
州
ニ
、
お
の
〳
〵
ノ
や
う

成
よ
き
臣
下
衆
ニ
、
御
先
手
を
も
被
仰
付
候
故
と
、
御
番
三
人
御
申
候
、
い
つ
れ

被
申
候
者
、
忝
御
申
分
ニ
御
座
候
、
筑
前
守
承
候
ハ
ヽ
大
慶
ニ
可
為
存
と
、
彦
三

を
は
し
め
被
申
事
、

）
122
（

村
井
豊（

長
頼
）後

手
柄
共
之
事
、

一
、
江
州
か（

金

森

）

ね
も
り
城
責
之
時
、
南
は（

蛮
）ん

笠
信
長
公
ゟ
拝
領
仕
事
、

一）
123
（

、
長
篠
合
戦
之
時
、
御
具
足
羽
織
信
長
公
ゟ
拝
領
仕
事
、

一
、
浅
井
御
取
合
、
柴（

勝
家
）田

退
口（

元
亀
元
年
）

之
時
、
豊

（
村
井
長
頼
）

後
も
鑓
、
利
家
公
御
そ（

側
）は

ニ
て
三
度
迄
あ

わ
せ
、
信
長
公
へ
御
先
へ
御
使
ニ
参
候
時
、
信
長
公
ゟ
御
こ（

腰
）し

物
ニ
付
お
か
せ
ら

れ
候
御　
　
　

拝
領
仕
事
、

一
、
越
中
五（

呉

服

）

ふ
く
山
ニ
大
閤
様
御
人
数
御
陳
ヲ
と
ら
せ
ら
れ（

天
正
十
三
年
）

候
時
、
御（

織
田
信
雄
）

本
城
様
、
大

閤
様
へ
御
わ（

詫
）ひ

事
ニ
て
、
佐
々
内（

成

政

）

蔵
助
無
事
御
免
罷
成
、
九
月
三
日
ニ
冨
山
ゟ
内

蔵
介
御
礼
に
被
罷
出
候
間
、
ま（

前
）へ

日
二
日
御
陳
所
之
前
ニ
上
様
御
出
、
両
山
を
御

見
お
ろ
し
、
御
せ（

床

几

）

う
き
ニ
こ（

腰
）し

を
御
か
け
御
座
候
而
、
村
井
豊（

長
頼
）後

を
被
召
出
、
利

家
様
も
御
前
ニ
御
敷
か（

皮
）わ

を
御
敷
候
而
御
座
候
、
其
時
村
井
又（

長

頼

）

兵
衛
、
扨
も
今
度

ハ
又
左
と
内
蔵
介
取
合
候
付
而
、
其
方
度
々
先
懸
い
た
し
、
手
柄
共
上
方
ニ
て
聞

及
、
又
候
此
地
ニ
て
又
左
被
申
候
お
も
聞
申
候
、
満
足
又
左
内同

然

ニ
蔵
助
、
お
れ
も

ま（

満

足

）

ん
そ
く
申
由
御
意
候
て
、御
め（

召
）し

候
て
御
座
候
し（

縬

）

ゝ
ら
の
御
と（

胴

服

）

う
ふ
く
被
下
候
、

其
時
上
下
あ
や
か
り
も
の
と
さ
ゝ
め
き
候
由
ニ
御
入
候
、
利
家
様
も
一
入
〳
〵
御

満
足
被
成
、
御
礼
被
仰
上
候
よ
し
、
其
時
分
奥
村
助（

永

福

）

右
衛
門
も
末
森
ヲ
も（

持

固

）

ち
か
た

め
候
儀
を
、
上
様
江
被
仰
上
候
由
、
殊
之
外
助
右
衛
門
か（

陰
）け

ニ
て
腹
立
被
申
候
を
、

殿
様
御
耳
ニ
入
、
何
事
を
あ
の
ち
こ

（
マ
マ
）ハ

申
候
、
末
森
ハ
助
右
衛
門
斗
ニ
て
な
く
候
、

千
秋
主
殿
助
・
土（

土
肥
次
茂
）

井
伊
与
、
其
外
む（

昔

）

か
し
上
様
も
御
存
大
西
金
右
衛
門
な
と
も
置

申
候
故
、
助
右
衛
門
斗
ハ
不
被
申
候
よ
し
、　　
　

事
ニ
度
々
御
意
候
由
、
後
々

迄
も
岡
田
長（

寿

貞

）

右
衛
門
・
寺
西
宗
与
・
徳
山
五
兵
衛
な
と
も
物
語
ニ
候
、
扨
越
中
ゟ

金
沢
城
迄
、
上
様
御
帰
陳
被
成
、
不
破
彦（

直
光
）三

・
前
田
五（

安

勝

）

郎
兵
衛
殿
・
同（

前
田
秀
継
）

右
近
殿
・

長
九（

連

龍

）

郎
左
・
高
畠
孫
次
郎
殿
・
村
井
豊
後
六
人
ニ
、
金
子
・
御
小
袖
な
と
も
拝
領

被
仕
候
事
、

一
、
伏
見
殿
様
御
居
間
こ
た
つ
に
御
あ
た
り
御
座
候
、
其
日
や（

屋
根
）ね

は（

箱

棟

）

こ
む
ね
そ（

損
）ん

し

申
候
所
、
御
作
事
御
さ
せ
候
て
、
大
工
共
四
、五
人
、
や
ね
ニ
居
申
候
、
下
の
縁

御
小
人
共
居
申
候
、
金
沢
大
工
や
ね
ゟ
ふ（

踏

外

）

ミ
は
つ
れ
、
ぬ（

濡

縁

）

れ
ゑ
ん
の
上
へ
ひ
し

と
す
り
お（

落
）ち

、
目
を
ま
わ
し
候
時
、
皆
々
小
人
共
如
何
〳
〵
と
き（

肝
）も

を
つ（

潰
）ふ

し
、

そ（
側
）は

へ
よ
り
候
へ
ハ
、
弥
大
工
は
や
死
申
や
う
な
る
躰
仕
候
、
其
時
殿
様
大
音
を

御
上
候
て
、
あ
の
う
ろ
た
へ
も
の
と
、
あ
ら
〳
〵
と
御
し（

叱
）か

り
候
へ
者
、
其
ま
ゝ

大
工
お（

起

上

）

き
あ
か
り
、
や
ね
へ
は（

梯

子

）

し
こ
ゟ
と
ひ
あ
か
り
、
何
心
な
く
作
事
ニ
取
つ
き

申
候
、
扨
を（

奥
）く

へ
被
為
入
候
得
者
、
年
寄
衆
・
御
咄
衆
、
扨
も
〳
〵
名
大
将
か
な

と
被
申
候
、
扨
其
暮
方
ニ
先
ノ
大
工
ふ（

不

便

）

ひ
ん
也
と
御
意
に
て
、
御
大
工
か（

頭

）

し
ら
宗

右
衛
門
ニ
被
仰
付
、
後
日
ニ
ハ
あ
れ
お
は
や（

休
）す

ま
せ
候
へ
と
御
意
候
ヘ
ハ
、
何
れ

も
〳
〵
泪
ヲ
な（

流
）か

し
、
扨
御
し（

慈
悲
）ひ

も
今
ニ
不
初
と
被
申
候
、
其
時
三
体（

休
）

語
引
て
、

其
人
見
其
言
語
ト
こ
れ
に
て
御
座
候
、其
人
々
ニ
ヨ
リ
被
仰
付
候
と
被
申
候
、皆
々

語
を
書
付
申
事
、

一
、
殿
様
御
数
寄
御
つ（

壺
）ほ

口
切
時
、　　
　
　
　

被
仰
付
、本

ノ
マ廿ヽ

数
寄
も
御
茶
被
進
、

九
十
人
あ
ま
り
御
茶
被
進
候
、
其
あ
か
り
膳
を
右
両
人
、
其
人
々
の
す
き
〳
〵
を

書
付
さ
せ
を
か
せ
ら
れ
、
来
年
口
切
に
て
も
、
又
ハ
春
の
御
数
寄
に
て
も
、
皆
す

き
く
い
被
申
候
料
理
物
を
、
其
人
々
ニ
心
も
ち
被
仰
付
、
扨
も
〳
〵
御
数
寄
と
申

ハ
か
様
之
御
事
と
、
御
客
衆
帰
被
申
時
、
く（

潜

）

ゝ
り
御
出
之
刻
、
た
か
〳
〵
と
ほ（

褒
）め

候
て
、
御
帰
之
衆
多
御
出
入
候
、
さ
り
と
て
ハ
〳
〵
と
各
被
申
候
、
但
そ
れ
〳
〵

ニ
な
き
も
の
ハ
不
罷
成
事
と
被
申
候
事
、

（
123
）
◇
六
四
頁

（
足
中
カ
）

（
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）
◇
三
一
五
～
三
一
六
頁

〻

〻

〻

（
126
）
◇
六
九
四
頁

（
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）
◇
六
五
二
頁
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事
共
を
聞
申
候
時
、
右
之
く（

公
事
）し

其
時
出
申
候
、
互
ニ
た
い
た
い
の
公
事
之
由
、
其

時
両
人
た（

対

決

）

い
け
つ
ニ
成
申
候
時
、
孫
一
物
云
お（

終
）わ

り
、
こ（

詞

）

と
は
コ
ウ
御
座
り
ま

さ
し
て
な
と
と
、
ぬ
し
か
利
を
ひ
た
も
の
申
候
ヘ
ハ
、
権
助
せ
い
ニ
し
か
ね
、
我

か（

斯

様

）

や
う
成
う（

嘘
）そ

を
云
も
の
ニ
ハ
、
こ
れ
く
わ
せ
度
と
、
ま（

前
）へ

を
ひ（

広
）ろ

け
候
へ
ハ
、

お
や
か
た
様
立
之
あ
れ
を
御
聞
被
成
候
へ
、
殿
様
御
前
何
事
之
所
ニ
而
、
侍
ニ
申

こ
と
は
ニ
候
哉
と
申
候
ヘ
ハ
、
そ
れ
か
越
度
ニ
成
、
御
前
ら（

狼

藉

）

う
せ
き
之
由
、
御
立

候
へ
と
お
い
立
被
申
候
、
頓
而
殿
様
御
耳
ニ
入
、
公
事
も
権
助
負
ニ
成
、
三
ヶ
月

ほ
と
門
ヲ
と（

閉
）ち

、
く（

曲
）せ

事
之
由
ニ
有
之
申
候
処
ニ
、
其
後
御
わ（

詫
）ひ

事
候
而
被
召
出

候
、
豊
後
ニ
被
仰
付
、
孫
一
・
権
助
中
な
を
し
仕
候
、
殊
外
権
助
を
豊
後
し（

叱
）か

り

申
候
へ
者
、
め（

迷

惑

）

い
わ
く
仕
候
、
わ本

ノ
マきヽ

も
其
時
ハ
ミ（

見
）へ

不
申
候
、
孫
一
う
そ
を
い
ゝ

申
候
を
、
不
斗
腹
立
申
義
ニ
御
座
候
、
殊
外
赤
面
い
た
し
、
権
助
も
父
権
平
も
、

豊
後
よ
り
孫
一
も
出
入
申
も
の
ニ
候
故
、
後
ハ
互
ニ
中
な
を
り
仕
候
段
、
公
事
ハ

権
助
負
ニ
成
、

一）
119
（

、
蒲
生
飛（

氏
郷
）驒

殿
、
伊
勢
ニ
而
十
六
万
石
御
取
候
、
相（

会
）

津
に
て
百
万
石
ニ
成
御
越
候

故
、
天
下
之
侍
・
ら（

窂
）う

人
共
在
付
参
申
候
、
其
時
ニ
越
中
御
陳
之
刻
、
殿
様
ニ
有

之
御
馬
廻
加
藤
九
郎
兵
衛
と
申
仁
、
五
百
石
取
参
申
候
、
内（

佐
々
成
政
）

蔵
助
殿
内
其
時
馬
廻

矢
島
六
介
と
申
も
の
、
こ
れ
も
四
百
石
取
参
申
候
、
は（

傍

輩

）

う
は
い
ニ
候
処
、
日
頃
ハ

北
国
同
国
之
由
ニ
而
咄
し
申
候
、
有
時
蒲
生
左
兵
衛
ニ
テ
、
色
々
武
篇
物
語
之
上

ニ
、
利
家
様
・
内
蔵
介
殿
取
合
之
咄
出
申
候
而
、
互
ニ
い（

威

言

）

け
ん
云
や
ゐ
、
喧
𠵅
仕
出
、

ぬ（

抜

合

）

き
あ
い
、
九
郎
兵
衛
刀
之
き（

切

先

）

つ
さ
き
、
六
介
と（

胴

服

）

う
ふ
く
ニ
あ
た
り
切
さ（

裂
）く

、
六

介
刀
さ
へ
人
之
袴
ニ
あ
た
り
切
さ
き
申
候
人
多
ニ
候
故
、
引
の
け
申
候
、
ま
つ
ハ

矢
島
六
介
か
た
、
少
に
ふ
く
候
故
、
加
藤
九
郎
兵
衛
か
た
へ
よ
せ
可
申
と
申
時
、

内
蔵
介
所
ニ
有
之
者
、
三
十
九
人
侍
共
有
之
、
大
納
言
様
ニ
有
之
つ
る
侍
廿
一
人

有
之
、
互
ニ
よ（

寄

合

）

り
あ
ゐ
、
相
伴
中
う（

動
）こ

き
申
候
、
其
時
飛
驒
殿
耳
入
、
く（

曲
）せ

事
な

る
事
か
な
、
両
方
切
腹
可
申
付
而
御
申
候
、
然
共
右
之
通
を
一
々
御
聞
候
て
、
偖

も
昔
の
主
人
を
武
道
を
ひ（

贔

屓

）

い
き
仕
事
、
侍
ニ
ハ
尤
ニ
存
候
、
然
共
加
藤
九
郎
兵
衛

申
分
、
い
よ
〳
〵
尤
、
内
蔵
介
末
森
・
は（

蓮
す
の

沼

）間
、
度
々
合
戦
ニ
打
ま（

負
）け

候
間
、

六
介
先
主
之
い
げ
ん
ハ
、
申
分
有
間
敷
と
飛
驒
殿
御
笑
候
て
、
御
意
ニ
て
両
人
中

な
を
り
仕
候
由
、
し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
ニ
て
千
石
徳
斎
へ
参
候
て
、
殿
様
へ
御
物
か（

語
）た

り
被

申
上
候
ヘ
ハ
、
侍
と
云
も
の
ハ
有
か
た
き
事
か
な
と
、
御
笑
候
て
、
其
加
藤
九
郎

兵
衛
と
云
も
の
ハ
、
か
す
か
に
お（

覚
）ほ

へ
申
候
、
お
れ
ヲ
内
に
て
越
中
取
合
之
時
分
、

新
座
も
の
ニ
て
候
得
共
、
り（

利

口

）

か
う
成
も
の
ニ
候
、
い
つ
そ
や
立
退
申
候
と
聞
申
候
、

扨
ハ
飛
州
ニ
有
之
か
と
御
意
候
得
ハ
、
其
利
家
様
御
一
言
ニ
て
後
、
九
郎
兵
衛
千

石
ニ
罷
成
候
、
偖
其
以
後
冨
田
主
水
・
川
島
左
兵
衛
な
と
も
其
時
、
加
藤
所
ニ
喧

𠵅
之
時
相
詰
候
而
有
之
候
つ
る
由
、
物
語
被
申
候
事
、

一）
120
（

、
村
井
豊（

長
頼
）後

義
、
花
蔵
房
事
ニ
付
て
殿
様
御
中
た
か
ゐ
、
半
年
あ
ま
り
引
こ
ミ
有

之
時
、
勘
十
郎
ニ
殿
様
き（

金

打

）

ん
ち
や
う
御
う
た
せ
、
人
ニ
申
な
と
御
意
ニ
て
、
十
月

廿
五
日
ニ
、
金
子
ヲ
三
ま（

枚
）い

、
鶴
一
、
か
ん
は本

ノ
マやヽ

し
極
袋
茶
一
た（

袋
）い

被
遣
、
心
ニ

お
れ
を
う
ら
む
る
な
、
お
れ
か
家
中
を
か
た
〳
〵
ニ
し
て
、
豊
後
ニ
お
も
ひ
か
へ

る
事
ハ
な
く
候
へ
共
、
以
来
諸
人
の
見
せ
し
め
ニ
、
中
た（

か
脱
カ
）い

し
て
有
之
候
、
其
心

得
仕
、
こ
れ
を
料
理
仕
、
茶
た
へ
候
へ
と
御
意
候
、
鶴
お
は
御
肴
奉
行
ニ
よ
の
か

り
事
申
候
て
請
取
申
、
勘
十
郎
申
事
ニ
候
ヘ
ハ
、
か
し
こ
ま
り
候
由
に
て
渡
申
事

候
、
右
之
通
申
聞
候
ヘ
ハ
、
豊
後
も
母
も
左（

村
井
長
次
）

馬
助
・
勘
十
郎
も
忝
あ
ま
り
ニ
、
泪

ニ
む
せ
ひ
、
右
を
料
理
御
茶
被
下
候
、
其
通
御
請
を
申
上
候
ヘ
ハ
、
殿
様
も
御

な（

泪

）

ミ
た
く
ミ
被
為
成
候
事
、

一
、
伏
見
ニ
て
殿
様
御
居
間
之
わ
き
か
こ
ひ
に
て
、
浅（

浅
野
長
政
）

弾
正
・
徳（

前
田
玄
以
）

善
院
・
金
森
法（

長
近
）印

御
談
合
事
候
、
火
袋
之
間
へ
戸
田
武
蔵
・
猪
子
内
匠
・
上
田
主（

重
安
）水

・
土
方
勘（

雄

久

）

兵
へ

殿
御
出
候
て
、
不
破
彦（

直
光
）三

・
長
九（

連

龍

）

郎
左
・
徳
山
五
兵
衛
・
高
山
南
坊
・
奥
村

伊（
永
福
）与

・
村
井
豊（

長
頼
）後

・
寺
西
宗
与
・
三
体（

休
）な

と
咄
有
之
処
へ
、
右
四
人
之
御
衆
御
出

候
て
、
色
々
御
咄
共
ノ
上
ニ
、
武
州
御
申
出
候
ハ
、
我
等
ニ
は
別
而
御
目
を
被
下

　
　
　

申
ニ
て
ハ
無
御
座
候
得
共
、
今
之
世
ニ
も
昔
も
ニ
て
候
、
あ
る
い
わ
人
数
千

共
も
つ
身
上
、
又
ハ
国
郡
も
ち
多
、
大
名
ニ
成
お
は
尤
手
柄
と
申
な
か
ら
、
其
身

之
仕
合
よ
き
と
申
事
也
、
利
家
公
之
御
儀
ハ
、
父
見
ハ
二
千
貫
之
家
、
佐
々
内

蔵（
成
政
）助

兄
之
跡
三
千
貫
之
家
ニ
候
、
然
共
利
家
公
、
前
田
之
弟
子
ニ
候
故
、
十
四
ニ

て
信
長
公
へ
御
小
々
性
ニ
御
出
、
初
ハ
五
十
貫
御
取
候
由
、
い
つ
も
〳
〵
御
意
、

（
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）
◇
六
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三
～
六
七
四
頁
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一
〇
）

一
、
大
閤
様
聚
楽
御
城
ニ
御
座
候
時
、
御
手
自
御
料
理
可
被
成
旨
ニ
て
、
か（

孝

蔵

主

）

う
そ
う
す

奉
に
て
利
家
様
を
召
候
時
、
森（

毛
利
高
政
）

勘
八
、
其
時
御
門
番
仕
候
、
御
小
性
一
人
ニ
て
御

入
候
へ
と
申
候
時
、
お
れ
ハ
虫
持
病
ニ
候
間
、
不
斗
入
事
候
間
、
小
性
二
人
召
つ

れ
ら
れ
候
ハ
ん
と
御
申
候
所
ニ
、
勘
八
、
少
ま（

前
）へ

年
、
肥（

前
田
利
長
）

前
様
へ
御
普
請
場
ニ
て

之
い（

意

趣

）

し
ゆ
候
故
、
利
家
様
へ
あ
た
り
、
や（

櫓

）

く
ら
に
有
之
、
御
法
度
之
由
ニ
申
せ
と

申
候
、
其
を
殿
様
思
召
、
御
は（

腹
）ら

を
立
ら
れ
、
其
ま
ゝ
御
出
頭仕

な
く
御
帰
被
成
候
、

其
時
又
か
う
そ
う
す
ゟ
奉
に
て
、上
様
御
料
理
を
ま
ち
て
御
座
候
て
、筑
前
ハ
〳
〵

と
御
意
候
と
使
参
候
ヘ
ハ
、
御
門
番
入
間
敷
と
申
候
と
御
返
事
被
成
候
ヘ
ハ
、
か

う
さ
う
す
笑
止
か
り
、
浅（

浅
野
長
政
）

弾
正
殿
な
と
ゝ
御
相
談
候
て
、
松（

杉

原

長

房

）

原
ほ
う
き
御
迎
ニ
被

参
候
而
、　　

の
御
門
ゟ
御
入
被
成
候
、
其
義
後
日
ニ
上
様
御
耳
ニ
入
、
後
勘
八
ニ

余
人
替
た
る
筑
前
を
入
間
敷
事
ハ
、
供
之
者
多
候
共
、
筑
前
ハ
不
苦
儀
御
意
候
而
、

御
機
嫌
悪
、
浅
弾
正
殿　
　
ニ
被
仰
付
、
勘
八
内
そ
れ
ニ
在
合
た
る
侍
二
人
、
腹

き（
切
）ら

せ
被
申
候
、
扨
も
勘
八
い
た
さ
れ
や
う
ハ
見
事
な
る
事
と
、
天
下
ニ
笑
申
候

由
ニ
候
事
、
其
ゟ
ハ
後
、
殿
様
江
勘
八
出
入
不
仕
候
共
、
其
後
勘
八
、
民
部
少
ニ

成
申
候
、
御
理
色
々
被
申
候
而
、
出
入
被
申
候
、
猪
子
内
匠
殿
・
宗
無
・
森（

毛
利
吉
政
カ
）

豊
後

殿
な
と
後
迄
も
御
申
出
候
而
、
か
様
の
き（

気
味
）び

の
よ
き
事
ハ
覚
不
申
候
由
御
申
候
、

其
頃
ハ
村
井
左（

長

次

）

馬
助
・
冨
田
左
大
夫
・
依
田
主
水
・
奥
村
織（

栄
明
）部

な
と
、
中
小
性
之

由
、
物
語
有
之
事
、
大
閤
様
御
一
門
衆
、
扨
又
御
取
立
衆
、
何
も
殿
様
御
代
ニ
知

行
被
下
候
衆
、

一
、
前
田
五（

安

勝

）

郎
兵
衛
殿

一
、
前
田
右（

秀
継
）近

殿　
　

一
、
前
田
対（

長
種
）馬

殿

　
　

同
孫（

利

好

）

左
衛
門
殿　
　
　
　

同（
前
田
利
秀
）

又
次
郎
殿

一
、
中
川
武（

光
重
）蔵

殿　
　
　

一
、
青
山
与（

吉
次
）三

殿

　
　
　

同

御
取
立
衆

一
、
村
井
豊（

長
頼
）後

・
同（

村
井
長
次
）

左
馬
助　
　

一
、
奥
村
伊（

永
福
）与

・
同（

奥
村
栄
明
）

織
部

一
、
篠
原
出（

一
孝
）羽　

　
　
　

一
、
山
崎
庄（

長

徳

）

兵
衛　
　

一
、
片
山
内（

延
高
）膳

一
、
岡
島
帯
刀

一
、
近
藤
善
右
衛
門　
　

一
、
冨
田
大
炊　
　
　

一
、
半
田
半
兵
衛

一
、
木
村
三
郎
兵
衛　
　

一
、
冨
田
次
大
夫　
　

一
、
北
村
三
左
衛
門

一
、
山
崎
彦
右
衛
門　
　

一
、
奥
村野

与
兵
衛　
　

一
、
岡
田
長（

寿

貞

）

右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
源
太
左
衛
門

一
、
神
谷
左
近　
　
　
　

一
、
小
塚
権
大
夫　
　

一
、
高
畠
平
右
衛
門

一
、
寺
西
善
太
郎　
　
　

一
、
奥
村
弥
左
衛
門
・
跡
め
采
女　
　
　

一
、
松
本
監
物

右
御
取
立
衆
、
此
外
千
五
百
・
弐
千
石
も
多
候
事
、
昔
よ（

余
所
）そ

に
て
も
人
持
・
大
名
、

御
家
ニ
て
も
御
知
行
取
衆

一
、
不
破
彦（

直
光
）三　

　
　
　

一
、
長
九（

連

龍

）

郎
左
衛
門

一
、
高
山
右
近

一
、
不
破
源（

広
綱
）六　

　
　
　

一
、
徳
山
五
兵
衛　
　

如
此
候
事
、

一
、
利
家
様
な（

名
護
屋
）

こ
や
御
陳
ニ
多
年
被
成
御
座
候
内
ニ
、
利
長
様
未
越
中
三
郡
悪
所
知

行
被
成
、
人
数
も
多
御
持
候
間
、
御
台
所
入
も
多
有
間
敷
、
御
す
り
き
り
可
被
成

と
御
案
事
被
成
候
義
、
利
長
様
御
聞
候
而
、
扨
も
御
年
よ
ら
れ
、
長
陳
被
成
ニ
、

左
様
ニ
我
等
事
を
す
り
き
り
可
申
候
と
御
あ（

案
）ん

し
忝
思
召
候
也
ニ
而
、
な
こ
や
ゟ

御
帰
陳
之
明
年（

文
禄
三
年
）

之
春
、
し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
に
て
、
あ
か
ね
袋
ニ
金
子
を
入
、
五
百
ま（

枚
）い

入
、

大
納
言
様
、
肥（

前
田
利
長
）

前
様
御
持
参
被
成
候
而
、
お（

奥
）く

ニ
て
村
井
豊（

長
頼
）後

・
奥
村
助（

永

福

）

右
衛
門

を
御
使
ニ
而
、　　

思
召
候
へ
、
是
程
た（

蓄

）

く
は
へ
も（

持
）ち

申
候
由
被
仰
候
ヘ
ハ
、
殿

様
殊
外
御
満
足
被
成
、
御
機
嫌
よ
く
、
夫
程
と
ハ
お（

思
）も

は
す
あ
ん
し
候
由
御
意

候
而
、
金
子
千
枚
ま
い
ら
せ
候
ハ
ん
と
思
召
候
つ
る
ニ
、
見
せ
被
申
事
、
父
母
ニ

孝
行
仁
と
御
意
に
て
、
其
後（

文
禄
三
年
）

卯
月
、
大
閤
様
を
職（

式
正
）掌

之
御
成
も
済
候
而
後
、
村

井
豊
後
を
御
使
に
て
、
ま
つ
金
子
千
枚
ニ
し
て
御
も
ち
候
へ
と
、
何
事
ニ
付
て
も

心
あ
ん
し
不
申
も
の
ニ
て
候
よ
し
に
て
、
五
百
枚
利
長
様
へ
御
進
上
候
、
利
長
様

御
満
足
被
成
、
大
か
た
な
ら
す
候
て
、
豊
後
ニ
其
時
、
金
子
廿
枚
・
御
あ（

袷

）

わ
せ
・

ひ（

単

）

と
へ
物
な
と
被
下
候
、
年
寄
衆
御
咄
、
扨
も
互
ニ
御
父
子
様
名
大
将
か
な
と
泪

ヲ
な（

流
）か

し
被
申
候
、
偖
三
体（

休
）、　　

父
父
タ
リ
子
子
タ
リ
ト
ハ
加
様
之
事
を
引
事

を
申
、
か（

感
）ん

し
申
、
人
ハ
い
つ
れ
も
〳
〵
尤
候
と
被
申
候
事
、

一
、
な（

名
護
屋
）

こ
や
陳（

天
正
十
九
年
）

前
年
の
物
語
、
丹
羽
権
助
と
上
村
孫
一
、百
性（

姓
）

公
事
い
ゝ
、
下
ニ
而

済
不
申
、
前
田
五（

安

勝

）

郎
兵
衛
殿
に
て
、
い
つ
れ
も
高
畠
織
部
殿
・
徳
山
五
兵
へ
殿
・

寺
西
宗
与
・
松
本
伊
兵
衛
・
岡
田
長（

寿

貞

）

右
衛
門
・
村
井
豊（

長
頼
）後

七
人
、
御
意
に
て
公

（
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ニ
て
罷
出
候
間
、
有
明
を
出
し
申
候
て
、
あ
た
り
ミ
申
候
へ
共
、
ミ
へ
不
申
候
、

扨
も
そ
れ
ゟ
三
日
め（

目
）ニ

、
御
馬
廻
渡
部
半
十
郎
こ（

小
屋
）や

ゟ
火
出
、
殿
様
御
殿
も
不
残

や（
焼
）け

申
候
、
是
天
狗
之
つ（

告
カ
）け

か
と
、
是
ニ
付
て
も
殿
様
お
し
事
ハ
不
被
成
事
、

一）
110
（

、
な（

名
護
屋
）

こ
や
御
陳
ニ
て
神
谷
信（

守
孝
）濃

、
未
左
介
と
云
時
、
御
城
御
能
之
刻
、
殿
様
御
供

申
候
処
、
一
帰
や（

宿
）と

へ
帰
、
昼
時
分
又
御
迎
な
か
ら
見
物
ニ
罷
立
候
刻
、
御
聞
番

衆
と
申
分
候
て
、
ほ（

棒
）う

を
以
て
打
た
れ
、
信
濃
左
ノ
方
額
に
あ
た
り
ち

（
マ
マ
）た

り
、
後

ま
て
も
其
き（

傷
）す

御
入
候
、
其
ゟ
上
様
御
小
性
衆
も
信
濃
ニ
名
を
付
、
な
こ
や
ぼ
う

州
と
か（

陰
）け

に
て
も
わ
ら
い
被
申
候
、
御
家
中
ニ
も
左
様
ニ
申
候
、
然
共
若
と（

党
）う

ニ

殿
様
御
す
て
な
く
候
、其
後
桜
井
勘
介
御
せ（

成

敗

）

い
は
い
の
時
ゟ
信
濃
き（

斬
）り

不
申
事
を
、

猶
以
心
中
ヲ
い本

ノ
マ
ヽ

か
ミ
り
き
り
と
ハ
ミ（

見
）へ

申
候
事
、

一
）
111
（

、
岡
田
長（

寿

貞

）

右
衛
門
、
昔
能
登
に
て
新
川
儀
大
夫
ニ
わ（

悪
）る

口
を
申
、
其
い（

遺

恨

）

こ
ん
ニ

陳
小
屋
新
川
な（

押

込

）

し
こ
み
、
長
右
衛
門
を
か（

片

目

）

た
め
き（

斬
）り

つ（
潰
）ふ

し
、
う（

後

）

し
ろ
一
刀
切
、

後
迄
も
右
ノ
眼
六
寸
斗
き
り
つ
ふ
し
、
う
し
ろ
ハ
大
疵
一
尺
斗
、
大
き（

傷
）す

ニ
候
、

あ
れ
ほ
と
ひ（

比

興

者

）

き
や
う
も
の
ニ
候
処
、
大
疵
お（

負
）ひ

気
か
つ（

強
）よ

く
生
て
い（

居
）

申
候
事
、

ふ（

不

審

）

し
ん
と
後
迄
も
皆
々
申
慣
、
あ（

頭

）

た
ま
を
か（

兀

僧

）

つ
そ
う
し
て
、
御
右
筆
一
種
ニ
召
お

か
れ
候
、
其
後
新
川
儀
大
夫
、
御
家
を
は（

走
）し

り
、
上
方
へ
の（

上
）ほ

り
、
大
閤
様
未

柴（
勝
家
）田

殿
と
御
取
合
之
時
分
、
御
奉
公
ニ
罷
出
、
し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
之
時
分
、
上
様
之
御
馬

廻
ニ
て
、
殿
様
へ
御
理
を
被
申
上
、
か
さ
を
御
覧
、
お
り
〳
〵
出
入
被
申
候
、
殿

様
お
ほ
し
め
す
も
、
重
而
長
右
衛
門
、
儀
大
夫
と
は（

果
）た

し
可
申
候
と
、
内
々
ハ
お

ほ
し
め
し
候
へ
共
、
其
心
な
く
其
時
半
田
半
兵
衛
、
長
右
衛
門
と
別
而
ね（

懇

）

ん
こ
ろ

ふ
り
ニ
候
ゆ
へ
、
助
太
刀
打
可
申
候
間
、
儀
大
夫
と
は
た
し
候
へ
と
達
て
異
見
申

候
へ
共
、
長
右
衛
門
同
心
な
く
候
故
、
其
ゟ
半
兵
衛
も
ミ（

見

限

）

か
き
り
之
事
、

一
、（

天
正
十
八
年
）

関
東
陳
之
刻
、
信
濃
地
ニ
て
景（

上
杉
）勝

人
数
ハ
先
手
、
殿
様
ハ
北
国
之
大
将
ニ
而
候

故
、
跡
ニ
御
打
候
処
、
越
後
人
数
お（

追

分

）

い
わ
け
ニ
て
越
後
人
数
少
お（

遅

）

そ
な
は
り
候
を
、

お（

驚

）

と
ろ
き
候
て
、
殿
様
御
先
手
不
破
彦（

直
光
）三

・
村
井
左（

長
次
）馬

介
人
数
行
か
ゝ
り
、
先

を
あ（

争

）

ら
そ
い
、
景
勝
人
数
、
直
江
山（

兼
続
）城

も
の
と
村
井
左
馬
助
も
の
と
喧
𠵅
出
来
、

き（

斬

合

）

り
あ
い
申
候
、
左
馬
助
の
ほ（

幟

差

）

り
さ
し
を
、
直
井（

江
）も

の
、
あ
ら
そ
い
打
た（

倒
）お

し
申

候
を
、
弥
五
郎
と
申
、
久
々
豊

（
村
井
長
頼
）後

召
仕
申
候
下
人
、
跡
先
を
お本

ノ
マそヽ

き
は
や
き
と

あ（
歩
）り

き
申
候
も
の
ニ
候
を
、
直
井
の
ほ
り
さ
し
を
ほ（

棒
）う

ニ
て
二
人
打
た
お
し
候
ヘ

ハ
、
彼
の
ほ
り
大
将
、
弥
五
郎
を
か（

肩
）た

を
一
刀
き（

斬
）り

申
候
所
を
、
長
柄
の
鑓
を
弥

五
郎
お（

押

取

）

つ
と
り
て
、
直
井
の
ほ
り
大
将
を
前
ゟ
う（

後

）

し
ろ
へ
つ（

突

伏

）

き
ふ
せ
申
候
、
殊
外

大
成
事
ニ
成
申
さ
う
ニ
候
処
、
殿
様
御
威
光
つ（

強
）よ

き
故
、
其
ま
ゝ
互
ニ
年
寄
衆
出

合
相
済
申
候
、
此
方
ハ
の
ほ
り
さ
し
一
人
打
た
を
さ
れ
、
弥
五
郎
少
手
を
お（

負
）い

申

候
、
越
後
衆
ハ
具
足
着
壱
人
つ（

突

殺

）

き
こ
ろ
さ
れ
、
の
ほ
り
さ
し
二
人
打
た
を
さ
れ
手

お
ひ
す（

済
）ミ

申
候
、
殿
様
御
威
光
と
申
候
、
後
ま
て
も
年
寄
衆
咄
被
申
候
事
、

　
　
　

関
東
御
陳
之
節
上
様
被

仰
出
候
事

一
、
羽
柴
筑
前
守
利
家
北
陸
道
之
大
将

　
　

右
ニ
申
付
人
数

一
、
越
後
之
喜
平
次
景（

上
杉
）勝

一
、
丹
羽
五（

長

重

）

郎
左
衛
門

一
、
木
村
常
陸
守

（
マ
マ
）

一
、
真
田
伊（

信

之

）

豆
守

右
加
賀
筑
前
守
利
家
下
知
次
第
、
人
数
立
仕
合
戦
可
仕
者
也
、

　
　
　

三（
天
正
十
八
年
）

月
十
六
日　
　
　
　
　
　

御（
豊
臣
秀
吉
）

朱
印

一
、
な（

名
護
屋
）

こ
や
御
陳
御
引
後
年（

文
禄
三
年
）

三
月
、
大
閤
様
・
政（

北
政
所
）

所
様
其
外
、
御
手
か
け
衆
、
か（

祥
雲
院
）

ゞ
様

を
は
し
め
、
吉
野
山
へ
御
花
見
、
其
ゟ
高
野
山
へ
御
参
詣
、
其
ゟ
聚
楽
之
御
た（

他
屋
）や

へ
御
帰
居
被
為
成
、
筑
前
守
か
た
へ
職（

式
正
）掌

之
御
成
仕
候
へ
由
被
仰
出
、
俄
ニ
御

用
意
候
て
、
卯（

文
禄
三
年
四
月
八
日
）

月
十
三
日
ニ
被
為
成
候
、
天
下
初
而
之
職
掌
之
御
成
ゆ
へ
、
日
本

侍
も
其
外
う（

動
）こ

き
申
候
、
其
時
御
位
も
中
納
言
ニ
殿
様
被
為
成
候
、
其
年
一
番
ニ

利
家
様
、
二
番
蒲
生
飛（

氏

郷

）

驒
守
殿
、
三
番
あ（

毛
利
輝
元
）

き
の
森
殿
、
四
番
江
戸
家（

徳
川
）康

、
五
番

備（
宇
喜
多
秀
家
）

前
中
納
言
殿
、
六
番
越
後
之
景（

上
杉
）勝

、
此
六
人
江
御
成
ニ
て
候
、
其
時
も
天
下
ニ

物
は
し
め
、
か（

加
賀
）ゝ

中
納
言
利
家
公
被
成
候
由
申
慣
候
、
扨
佐（

義
宣
）竹

・
正

（
伊
達
政
宗
）宗

其
外
国
大

名
衆
、
職
掌
ハ
不
罷
成
、
御
茶
を
被
上
、
御
進
物
被
指
上
候
事
、

一）
115
（

、
其（

文
禄
三
年
十
月
二
十
日
）

暮
十
一
月
、
聚
楽
御
城
関（

豊
臣
秀
次
）

白
様
へ
大
閤
様
職（

式
正
）掌

之
御
成
御
座
候
而
、
五
日
之

間
御
在
城
、
上
下
共
ニ
気
を
詰
申
候
事
、

（
お
）

（
112
）
◇
三
九
三
頁

ゐ
か

（
113
）
◇
三
九
一
～
三
九
二
頁

（
113
）
◇
四
九
二
～
四
九
三
頁
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躰
ノ
時
、
殿
様
被
仰
候
ハ
、
遠
州
と
き
つ
く
被
仰
候
ヘ
ハ
、
御
眼
色
を
ミ
ら
れ
、

そ
つ
と
謹
而
ノ
時
、
若
人
ニ
異
見
可
申
候
、
そ
う
し
て
侍
ノ
物
語
咄
ハ
互
ニ
慰
候

間
、
一
人
つ
ゝ
す
る
か
よ
く
候
、
責
所
ハ
こ
れ
と
二
、三
度
お（

覚
）ほ

へ
申
候
、
人
の

物
語
咄
ヲ
仕
出
ヲ
き（

聞
）ゝ

も
せ
す
、
我
か
物
語
斗
を
め
さ
れ
候
、
其
ハ
あ
し
く
候
、

人
ノ
咄
候
ハ
ヽ
よ
く
聞
物
、
我
か
咄
す
る
か
、
昔
ゟ
よ
く
候
と
申
候
、
今
ほ
と
天

下
目
出
度
候
、
信
長
公
の
時
分
な
と
ニ
ハ
、
左
様
事
ま
て
も
吟
味
し
て
、
我
ま
ゝ

ヲ
ハ
い
わ
せ
不
申
候
、
あ
る
い
わ
武
道
之
義
せ
り
あ
い
候
事
も
、
互
聞
届
申
も
の

也
と
、
ノ
ウ
武
州
な
と
も
お
ほ
へ
可
有
之
御
意
候
ヘ
ハ
、
武
州
手
を
御
つ
き
は

つ
と
は
か
り
被
申
候
、
其
時
遠
州
か
ほ
ゝ
あ
か
め
、
忝
御
意
ニ
御
座
候
、
以
来
か

う
か
く
ニ
罷
成
候
と
、
頭
ヲ
う
な
た
れ
御
あ（

挨

拶

）

ゐ
さ
つ
ニ
、
扨
御
茶
を
殿
様
御
自
身

御
立
、
い
つ
れ
も
へ
被
進
候
而
、
御
亭
主
ふ
り
出
申
候
、
何
も
忝
か
り
ま
い
り
、

其
御
帰
跡
ニ
殿
様
御
意
ニ
、
お
れ
か
所
ニ
て
ハ
片
山
伊（

延
高
）賀

・
江
守
半
左
衛
門
両
人

は（

傍

輩

）

う
は
い
共
ニ
、
あ
の
つ
れ
を
申
人
の
物
語
ヲ
き
か
す
、
我
咄
斗
申
候
、
さ（

沙
汰
）た

の
か（

限
）き

り
、
夫
ハ
舞
ま
い
さ（

猿

楽

）

る
が
く
ハ
左
様
ニ
た
れ
か
わ（

脇
）き

に
て
咄
申
候
て
も
、

ま（

舞

語

）

い
か
た
り
う（

謡

）

た
ひ
か
ゝ
り
候
ヘ
ハ
、
か
ま
わ
す
我
云
事
を
と
を
す
侭
ハ
、
百
性
・

町
人
・
小
者
共
な
と
の
つ
き
あ
い
候
や
う
な
る
事
共
ニ
候
と
御
意
候
ヘ
ハ
、
殊
外

江
守
ハ
其
ゟ
た
し
な
ミ
申
候
、
其
二
、三
日
過
、
浅（

浅
野
長
政
）

弾
正
殿
御
越
候
而
承
候
ヘ
ハ
、

平
遠
江
を
つ
よ
く
御
異
見
御
し
か
り
被
成
候
由
、
さ
り
と
て
ハ
御
尤
ニ
奉
存
候
、

我
等
も
異
見
申
度
、
久
々
な
し
ミ
申
候
間
、
お
い
〳
〵
ニ
可
申
存
候
得
共
、
中

〳
〵
聞
申
間
敷
と
存
ひ
か
へ
申
候
、
こ
な
た
様
御
意
な
れ
ハ
こ
そ
忝
躰
仕
候
へ
、

我
等
な
と
つ
よ
く
申
候
ハ
ヽ
、
喧
𠵅
を
仕
か
け
可
申
と
御
わ
ら
い
候
て
、
修
理
・

く
れ
松
申
聞
候
由
、
御
わ
ら
い
被
成
候
事
、

大）
107
（

閤
様
ゟ
御
自
筆
ニ
而
利
家
様
へ
御
書
写
共

先
度
上
路（

洛
）

之
刻
、
早
々
対
面
申
候
、（

天
正
十
八
年
）

去
年
関
東
ニ
お
ゐ
て
松（

松
井
田
）枝

・
八
王
子
の

て（

手

柄

）

か
ら
共
、
但
人
口
ニ
ゟ
し
ミ
〳
〵
と
礼
も
不
申
候
、
其
方
義
さ（

宰

相

）

い
し
や
う
ニ

く（

位

）

ら
い
あ
け
可
申
候
間
、
其
心
得
可
有
之
、
何
事
も
近
日
面
之
時
分
可
申
承
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

三
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秀
吉
御
判

　
　
　
　

羽
柴
筑
前
守
殿

同
御
書
、
な（

名
護
屋
）

こ
や
御
陳
ニ
て
御
自
筆
写

今
度
ハ
唐
人
数
万
騎
、
人
数
出
申
候
由
ニ
付
て
、
先
夜
ハ
貴
所
罷
越
、
我
等
名
代

大
将
し
て
唐
四
百
余
州
を
切
し
た
か
へ
可
申
旨
望
被
申
候
儀
、
誠
ニ
手
か（

柄
）ら

之
被

申
分
、
不
初
今
儀
と
申
な
か
ら
大
慶
申
候
、
然
所
ニ
彼
唐
人
共
わ（

詫
）ひ

事
を
申
候
、

人
数
も
引
入
申
候
由
、
注
進
申
越
候
間
、
此
度
ハ
ま
つ
か（

唐
）ら

入
ハ
指
延
可
被
申
候
、

何
事
も
以
面
可
申
候
、
恐
々
か
し
く
、

　
　
　
　

九
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
か（

閤
）う

御
判

　
　
　
　

羽
柴
筑
前
守
殿

同
上
様
御
自
筆
、
な（

名
護
屋
）

こ
や
御
陳
ニ
て
御
書
写

昨
日
ハ
御
茶
給
候
て
、
過
分
存
候
、
殊
い
ろ
〳
〵
ち（

馳

走

）

そ
う
之
段
、
満
足
申
事
ニ
候
、

露
地
之
躰
、
作
事
可
申
様
も
な
く
、
御
数
寄
之
事
ハ
申
ニ
不
及
候
、
猶
面
に
て
可

申
承
候
、
恐
々
か
し
く
、

　
　
　
　

十
一
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
か
う
御
判

　
　
　
　

羽
柴
筑
州

参

　
　
　

尚
々
此
ふ（

袋

）

く
ろ
の
地
進
之
、

右
三
通
ハ
御
か（

掛
）け

物
ニ
被
成
候
て
お
か
せ
ら
れ
候
事
、

一）
108
（

、
殿
様
御
せ（

装

束

）

う
そ
く
被
成
、
御
参
内
か
御
登
城
ノ
時
ハ
、
い
つ
も
い
つ
も
御

ふ（

懐

）

と
こ
ろ
わ（

脇

指

）

き
さ
し
御
指
御
座
被
成
候
事
、

一）
109
（

、
な（

名
護
屋
）

こ
や
御
在
陳
ニ
御
作
事
出
来
御
座
候
時
ノ
殿
様
御
物
語
、
又
ハ
年
寄
衆
も
咄

被
申
候
、
夜
詰
過
候
て
、
奥
江
被
為
入
候
処
、
御
庭
ノ
前
之
か（

格

子

）

う
し
ゟ
御
座
所
を

の（
覗
）そ

き
申
候
を
、
殿
様
お
ほ
し
め
し
候
ハ
、
女
ほ（

房
）う

衆
之
被
入
候
所
を
の
そ
き
申

候
と
思
食
、
御
腰
物
を
御
取
セ
と
へ
御
出
候
由
、
お（

奥
）く

ニ
入
、
少
将
殿　
　
　

御

機
嫌
悪
と
お
も
ひ
、
人
を
御
出
し
中
の
間
ま
て
も
、
彼
是
被
申
付
候
所
、
せ（

背
戸
）ど

ゟ

御
台
所
へ
御
ま
わ
り
御
ら（

覧
）ん

候
ヘ
ハ
、
大
い（

囲
炉
裏
）

ろ
り
ニ
火
ヲ
ふ
き
申
候
を
、
ふ（

不

審

）

し
ん

ニ
思
召
、
御
腰
物
お
し　
　

つす
か

つ
と
御
入
候
得
者
、
大
入
道
ち
ら
と
見
へ
候
て
、

い
つ
か
た
共
な
く
ミ（

見
）へ

不
申
候
、
扨
其
お
く
ニ
御
台
所
人
飯
塚
・
小
飯
塚
、
二
人

へ（
部
屋
）や

有
之
候
ゆ
へ
、
罷
出
候
へ
者
、
御
意
候
ヘ
ハ
、
き（

肝
）も

を
つ（

潰
）ふ

し
、
取
刀
之
躰

（
107-

１
）

（
107-

２
）

（
107-

３
）
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衛
・
江
守
・
三
体
な
と
ハ
後
迄
も
申
候
へ
キ
御
意
ヲ
承
り
、
伊
与
・
伊
賀
な
と
ハ

少
へ
ん
え
し
か
ほ
も
候
へ
共
、
豊
後
ハ
忝
義
候
共
可
申
上
躰
な（

り
脱
カ
）き

、
色
々
其
時
三

体
、
誠
ニ
か
様
ノ
御
意
、
こ
れ
そ
君
臣
譲
功
に
て
御
座
候
と
か（

感
）ん

し
申
躰
、
御
国

目
出
度
御
義
と
泪
く
ミ
申
上
候
ヘ
ハ
、
そ
れ
よ
〳
〵
と
御
意
ニ
て
、
い
よ
〳
〵
御

機
嫌
よ
く
、
か
様
ノ
事
ハ
書
物
ヲ
も
か（

合

点

）

つ
て
ん
す
る
も
の
ハ
其
通
と
御
意
候
、
豊

後
ハ
か（

頭

）

う
へ
を
地
ニ
付
、
忝
御
義
と
存
躰
御
座
候
、
い
つ
れ
も
問
申
候
て
、
三
体

ニ
講
尺（

釈
）を

聞
候
て
書
付
申
候
、
殿
様
此
文
功
ニ
御
意
候
事
、

一
、
お（

春
香
院
）

ち
よ
様
、
長（

細
川
忠
興
）

岡
越
中
殿
御
子
息
与（

忠

隆

）

一
郎
殿
へ（

慶
長
二
年
七
月
）

御
祝
儀
之
ま
へ
日
、
大

（
徳
川
家
康
）

苻
・

浅（
浅
野
長
政
）

弾
正
殿
・
金（

長
近
）森

殿
・
戸
田
武
州
・
内（

猪
子
）匠

殿
、
其
外
い
つ
れ
も
廿
人
斗
御
見
廻
衆

詰
テ
御
座
候
時
、
色
々
御
咄
共
、
昔
ノ
御
物
語
、
若
キ
大
名
衆
ハ
一
間
次
ニ
て
御

咄
色
々
候
、
金（

兼

松

正

吉

）

松
又
四
郎
事
、
咄
ニ
出
て
、
其
つ
い
て
ニ
内
匠
殿
・
武
蔵
殿
、
今

ニ
存
出
、
き（

岐
阜
）ふ

に
て
又
四
郎
を
御
亭
主
様
御
し
か
り
候
事
を
御
申
出
候
ヘ
ハ
、
加

藤
左（

嘉
明
）馬

殿
・
浅（

浅
野
幸
長
）

左
京
殿
・
平
野
遠（

長
泰
）州

・　
　

権
助
、
其
外
之
衆
、
此
義
か（

隠
）く

れ

な
く
承
及
候
間
、
承
度
由
御
問
候
ヘ
ハ
、
其
ゟ
こ（

声
）ゑ

高
く
御
咄
ニ
成
、
お（

奥
）く

之
間

ニ
も
御
咄
共
候
、
武
州
・
内
匠
御
咄
候
へ
と
、
加
藤
左
馬
助
殿
・
浅
左
京
殿
御

申
候
ヘ
ハ
、
そ
こ
に
て
両
人
御
咄
候
、
き
ふ
す（

菅

屋

）

け
の
や
所
に
て
福
留
平（

秀

勝

）

左
衛
門
・

は（

蜂

屋

頼

隆

）

ち
や
出
羽
・
佐
々
内
蔵（

成
政
）助

・
金
松
又
四
郎
・
武
州
・
内
匠
、
其
外
二
、三
人
咄

有
之
時
、
又
四
郎
高
名
を
仕
た
る
い（

威

言

）

け
ん
ヲ
申
候
所
へ
、
利
家
御
出
被
成
候
時
、

又
四
郎
、
我
等
其
時
之
義
、
又
左
な
と
御
存
候
由
被
申
候
ヘ
ハ
、
御
亭
主
様
、
我

等
な
と
左
様
ノ
所
ま
て
行マ

ヽ

と
ゝ
き
不
申
候
間
不
知
候
と
御
申
候
ヘ
ハ
、
又
四
郎
気

ニ
か
け
候
時
、
利
家
御
意
、
せ（

忰

）

か
れ
め
か
、
な
に
を
は（

椒

）

ち
か
ミ
の
く（

食

合

）

い
あ
わ
せ
を

し
て
と
御
申
候
て
、
平
左
な
と
御
入
候
て
、
あ
の
つ
き
ヲ
い
わ
せ
候
て
、
よ
く
聞

て
御
入
候
由
御
申
候
ヘ
ハ
、
平
左
、
其
御
事
ニ
候
、
先
程
ゟ
耳
を
こ
や
し
ま
す
る

と
御
申
候
、
其
時
又
四
郎
、
ぎ（

仰

山

）

や
う
さ
ん
な
と
云
、
互
に
ぬ
き
あ
い
被
成
刻
、
皆
々

中
へ
は
い
り
被
申
候
時
、
は
ち
や
出
羽
・
又
四
郎
と　
　

道
之
知
音
ゆ
へ
、
其
ま
ゝ

又
四
郎
を
ひ
つ
た
て
つ
れ
て
帰
申
候
、
大
坂
ニ
少
は
し
か
ミ
の
く
ゐ
あ
わ
せ
し
て

と
御
笑
被
成
候
、
其
後
御
番
帳
き
わ
ま
り
候
時
、
又
四
郎
も
利
家
ノ
御
番
与
ニ
書

付
有
之
罷
成
候
時
、
又
四
郎
か
番
袋
ヲ
取
て
御
な
け
候
て
、
お
れ
か
番
へ
ハ
あ
の

や
う
成
も
の
ハ
入
間
敷
と
被
仰
時
、
後
日
ニ
福
平
左
・
す（

菅

屋

長

頼

）

け
の
や
九
右
ヲ
頼
、
大

納
言
殿
へ
理
申
、
偏
は
ち
や
御
お（

恩
）ん

ニ
う
け
可
申
候
間
、
奉
頼
由
に
て
御
中
な
を

り
、
其
ゟ
利
家
公
へ
出
入
仕
候
と
、
色
々
御
物
語
御
両
人
御
咄
候
ヘ
ハ
、
お（

奥
）く

の

座
敷
ゟ
金
森
法
印
・
浅
野
弾
正
殿
・
有

（
有
馬
則
頼
）

間
な
と
、
久
々
ニ
而
御
亭
主
様
御
若
キ
時

の
御
は
を
被
出
候
事
承
候
由
、
と
つ
と
御
わ
ら
い
事
ニ
御
申
候
ヘ
ハ
、
殿
様
何
事

を
武
州
と
内
匠
ハ
被
申
候
、
と
か
く
昔
は（

朋

輩

）

う
は
い
ハ
い（

嫌
）や

な
も
の
と
御
わ
ら
い
被

成
候
、
尤
若
衆
ハ
耳
を
た
れ
承
候
、
左
馬
殿
・
左
京
殿
な
と
ハ
、
き（

気
味
）ひ

の
よ
き
事

と
お
ほ
し
め
し
た
る
躰
ヲ
被
成
候
事
、

一）
105
（

、
殿
様
御
咄
、
甲
斐
国
高
と（

遠
）う

の
城
し（

織

田

信

忠

）

や
う
の
助
殿
せ（

攻
）め

候（
天
正
十
年
三
月
）

刻
、
御
手
柄
有
、
其

時
御
年
若
キ
ゆ
へ
、
侍
共
善
悪
ヲ
殊
外
か
け
さ
た
な
と
御
申
候
、
其
故
皆
々
心
懸

ノ
侍
共
、
中
ニ
も
城
へ
せ（

切
）つ

所
に
て
お（

遅
）そ

く
せ
め
の
ほ
り
候
者
之
義
な
と
を
、
さ

ん
〳
〵
ニ
何
ノ
吟
味
な
く
御
申
候
ニ
付
而
、
侍
共
ノ
中
ニ
も
無
念
と
お
も
ひ
有
之

時
、
彼（

明
智
光
秀
）

明
知
無（

謀
反
）本

ノ（
天
正
十
年
六
月
）

時
、
二
条
へ
お
そ
く
取
懸
候
時
、
し
や
う
の
介
殿
鑓
ヲ
御

も（
持
）ち

候
て
、
い
か
に
〳
〵
と
兵
共
ニ
御
意
候
得
共
、
又
候
哉
よ（

弱
）わ

き
事
申
と
自
然

御
運
よ
く
御
な
か
ら
へ
、
後
ニ
さ
け
す
ま
れ
間
敷
と
心
得
、
兎
角
是
に
て
御
待
請

打
死
と
御
心
得
可
被
成
旨
申
候
由
、
其
内
ニ
か
け
お
ち
の
者
も
有
、
御
供
申
、
皆

打
死
す
る
大
将
と
云
も
の
ハ
、
よ
き
は（

働

）

た
ら
き
仕
も
の
ハ
不
及
申
、
手
柄
感
状
も

遣
取
立
候
、
又
あ
し
き
と
お
も
ふ
侍
も
よ
く
心
ニ
吟
味
す
る
物
也
、
左
候
者
是
非

共
一
度
用
ニ
立
、
打
死
可
仕
と
お
も
ふ
も
の
ニ
て
候
、
悪
口
な
と
を
武
道
事
ニ
ハ

侍
ヲ
大
将
ハ
云
ぬ
も
の
ニ
候
と
こ
そ
て
、
此
人
ヲ
く
ち
を
こ本

ノ
マミヽ

可
申
候
と
お
も
ひ

か
た
き
ニ
成
も
内
の
侍
と
、
肥（

前
田
利
長
）

前
様
・
孫（

前
田
利
政
）

四
郎
様
へ
度
々
御
居
間
ニ
て
人
な
き
所

ニ
て
此
御
は（

咄

）

な
し
被
成
候
と
承
書
付
申
候
、

一）
106
（

、
殿
様
へ
平
野
遠（

長
泰
）州

・
戸
田
武
州
・
大
野
修（

治
長
）理

・
く（

暮
）れ

松
な
と
日
暮
ニ
御
見
廻
ニ

被
参
、
御
咄
候
所
へ
、
猪
子
内
匠
・
津
田
長
門
な
と
も
跡
ゟ
御
見
舞
御
咄
候
、
三

体（
休
）・

五（

徳

山

）

兵
へ
な
と
も
罷
出
咄
候
へ
と
御
意
候
侭
、
遠
州
上
の
衆
之
咄
ヲ
聞
も
と
け

す
、
咄
ノ
内
ニ
も
ぬ
し
の
咄
仕
出
候
咄
被
申
候
ヘ
ハ
、
武
州
な
と
も
殊
外
腹
立
さ

う
成
躰
ニ
候
、
あ
ま
り
〳
〵
遠
州
咄
は
か
り
を
被
申
候
得
者
、
御
座
敷
さ
め
た
る

（
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）
◇
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候
て
、
か
ゝ
様
御
ふ（

懐

）

と
こ
ろ
へ
御
入（

カ
）候

を
御
ら（

覧
）ん

候
て
、
殿
様
も
う
へ
様
も
お（

奥
）く

へ
御
に（

逃
）け

入
候
故
、
か
う
そ
う
す
御
尤
〳
〵
と
、
あ
い
の
し（

障

子

）

や
う
し
を
立
候
て
被

罷
出
、
其
を
し
ほ
ニ
被
来
、
其
ま
ゝ
殿
様
共
御
中
な
お
り
、
大
閤
様
被
成
候
天
下

ノ
上
下
承
及
、
扨
も
〳
〵
御
か
る
〳
〵
敷
名
天
下
持
、
跡
先
有
之
間
敷
御
事
と
申

慣
候
由
、
後
々
迄
も
年
寄
衆
・
御
咄
衆
被
申
候
事
、

一）
100
（

、
い
な
ミ
と
申
京
ノ
本
卦
取
手
柄
、
利
家
公
以
来
日
本
か
た
ふ
た
か
天
下
も
ち
可

被
為
成
候
、
越
前
府
中
ニ
而
本
卦
取
申
由
、
戸
田
武
蔵
殿
御
母
儀
ノ
死
去
之
事
、

扨
又
一
六
ノ
御
子
者
、
肥（

前
田
利
長
）

前
様
、
扨
又
御
家
中
村
井
豊（

長
頼
）後

子
左（

長

次

）

馬
助
、
右（

前
田
秀
継
）

近
殿
御

子
又（

前
田
利
秀
）

二
郎
殿
、
近
藤
善
右
衛
門
子
弥
六
、
奥
村
助（

永

福

）

右
衛
門
二
番
子
又（

奥
村
易
英
）

十
郎
、
い
つ

れ
も
〳
〵
さ（

算
）ん

あ
い
申
候
由
に
て
、
京
・
伏
見
い
な
ミ
七
十
あ
ま
り
之
坊
主
ニ
候
、

殿
様
へ
御
見
廻
ニ
参
候
時
ハ
、
お（

表

奥

）

も
て
お
く
共
ニ
見
と
お
し
参
ら
れ
候
由
に
て
、

手
ニ
す
へ
候
様
ニ
ち（

馳

走

）

そ
う
被
成
事
、

一
、
大
納
言
様
御
居
間
ニ
て（

天
正
十
一
年
四
月
）

柳
瀬
御
陳
儀
、
肥（

前
田
利
長
）

前
様
・（

前
田
利
政
）

孫
四
郎
様
・
土
方
勘（

雄

久

）

兵
へ
殿

へ
御
咄
被
成
候
、
肥
前
ハ
其
所
よ
く
お（

覚
）ほ

へ
申
候
由
御
意
、
御
前
ニ
ハ
徳
山
五
兵

衛
・
寺
西
宗
与
・
村
井
豊（

長
頼
）後

・
三
体（

休
）・

奥
村
伊（

永
福
）与

・
岡
田
長（

寿

貞

）

右
衛
門
六
人
居
被
申

候
、
金（

奥
野
）左

衛
門
・
勘
十
郎
ハ
か
よ
い
仕
有
之
時
、
木
村
三
蔵
・
小
塚
藤
右
衛
門
、

ひ（

比

類

）

る
い
な
き
討
死
仕
候
、
前
田
又
左
衛
門
内
、
両
人
名
を
な（

名

乗

）

の
り
、
四
、五
度
つ

き
あ
い
討
死
候
、
冨
田
与
五
郎
其
外
四
、七
人
ハ
、
廿
間
斗
立
退
討
死
致
候
、
扨

も
〳
〵
三
蔵
・
藤
右
衛
門
ハ
一
入
ふ（

不

便

）

ひ
ん
候
ゆ
へ
、
三
蔵
か
兄
作
右
衛
門
ニ
三
千

石
、
藤
右
衛
門
か
弟
藤
十
郎
ニ
三
千
石
遣
、
鉄
炮
両
人
ニ
七
十
丁
あ（

預
）つ

け
、
越
中

之
さ（

境

）

か
い
之
城
ニ
あ
つ
け
置
候
、
い（

委

細

）

さ
ひ
之
義
は
豊
後
よ
く
存
候
、
豊
後
ハ
朝
無

比
類
首
ヲ
取
参
候
故
、
其
ゟ
さ
き
を
見
せ
ニ
遣
申
候
内
ニ
、
は
や
は（

敗

軍

）

い
く
ん
ニ
成

申
様
子
ハ
、
よ
く
豊
後
存
、
冨
田
与
五
郎
父（

冨
田
治
部
左
衛
門
景
政
）

次
部
左
衛
門
、
平（

兵
）

法
之
家
ニ
候
間
、

六
百
石
遣
置
申
候
ヘ
き
、
次
部
左
衛
門
死
申
候
間　
　

也
、
又
ハ
与
五
郎
子
ニ
候

間
、
せ
か
れ
共
今
ノ
与
五
郎
ニ
六
百
石
な
か
ら
遣
置
申
候
由
、
御
意
ニ
候
事
、

一
、
殿
様
昔
御
物
語
被
成
、
お
れ
十
四
ゟ
具
足
着
初
、
其
頃
ハ
十
日
共
具
そ（

足
）く

き
ぬ

事
無
是
候
ゆ
へ
、
な（

名
護
屋
）

こ
や
陳
お
さ
め
之
具
足
と
存
候
、
五
百
度
や
六
百
度
と
云

事
な
く
具
そ
く
着
申
候
、
然
共
合
戦
又
ハ
鑓
ハ
度
々
ニ
な
き
も
の
也
、
其
内
ニ
心

は
し
有
時
、
手
を
お（

負
）い

候
か
、
又
ハ
首
を
取
鑓
を
入
候
ニ
あ
い
申
候
、
そ
れ
さ
へ

浅
井
合
戦
之
時
も
、
首
を
取
候
へ
ハ
、
信
長
公
御
馬
廻
安
井
六
兵
へ
と
云
も
の
、

ら（
窂
）う

人
ニ
て
有
之
、
手
に
あ
い
不
申
候
ゆ
へ
、
又
左
殿
と
こ（

詞

）

と
は
を
か
け
候
間
、

其
首
と
ら
せ
御
前
相
済
申
候
、
長
篠
合（

天
正
三
年
五
月
）

戦
ノ
時
、
朝
首
取
候
ヘ
ハ
、
是
又
信
長
公

御
小
性
に
今
井
一
郎
右
衛
門
と
云
者
、
こ
れ
も
ら
う
人
に
て
手
ニ
あ
い
不
申
、
又

左
殿
奉
頼
由
こ
と
は
を
か
け
候
間
、
と
ら
せ
遣
相
す
ま
し
申
候
、
扨
其
以
後
、
我

等
ふ（

深
）か

手
お
い
申
候
、
然
共
豊（

村
井
長
頼
）

後
我
等
ニ
手
を
お
か（

は
）せ

候
も
の
を
、
お（

追

付

）

い
つ
き
首

ヲ
取
申
候
、
お
れ
其
日
首
ま
て
も
合
す
れ
ハ
、
一
代
ニ
廿
六
取
申
候
、
か
た
の
こ

と
く
信
長
公
御
家
ニ
て
ハ
、
我
等
も
首
数
も
取
申
候
内
に
て
候
処
ニ
、
今
き（

聞
）け

ハ

越
中
ニ
て
た
れ
や
ら
ん
か
、
首
三
十
ノ
く（

供

養

）

や
う
し
た
由
お
か
し
く
候
、
夫
ハ
或
ハ

百
性（

姓
）を

切
こ（

殺
）ろ

し
、
内
ノ
も
の
を
せ（

成

敗

）

い
は
い
ゐ
た
し
候
て
、
合
首
三
十
三
と
首
く

や
う
と
存
候
、
左
な
く
ハ
具
足
を
三
十
三
度
着
申
候
を
お（

覚
）ほ

へ
候
て
之
事
か
と
被

仰
候
へ
ハ
、
年
寄
衆
・
咄
衆
尤
〳
〵
と
御
か
け
ニ
て
も
被
申
候
、
有
時
金（

長
近
）森

殿
・

武（
戸
田
）蔵

殿
・
内
匠
殿
な
と
御
出
候
て
、
色
々
之
御
咄
ノ
上
ニ
、
右
之
御
物
語
被
成
御

笑
候
得
者
、
こ
な
た
様
な
と
ノ
首
く
や
う
被
成
不
申
候
ハ
ヽ
、
今
ノ
世
ニ
日
本
ニ

ハ
有
之
間
敷
と
、
い
つ
れ
も
昔
ヲ
御
か
た
り
ニ
て
御
わ
ら
い
被
成
候
、
云
度
ま
ゝ

ヲ
申
も
の
と
ミ（

見
）へ

申
候
由
、
お
の
〳
〵
と
つ
と
御
わ
ら
い
被
成
候
、
其
座
敷
ニ

長（
細
川
忠
興
）

岡
越
中
殿
な
と
其
外
二
、三
人
御
座
候
へ
共
、
年
若
キ
故
、
謹
而
殿
様
御
物
語

ヲ
御
聞
御
座
候
事
、

一
、
伏
見
大
地
し（

震
）ん

ゆ（
文
禄
五
年
・
慶
長
元
年
）

り
申
年
、
十
一
月
廿
一
日
ニ
御
夜
咄
ニ
、
殿
様
御
機
嫌
能
色
々

御
咄
候
上
ニ
、
越
中
内（

佐
々
成
政
）

蔵
助
と
御
取
合
ノ
御
咄
有
て
、
村
井
豊（

長
頼
）後

ニ
御
意
、
は（

蓮す

の沼

）間
焼
候
事
を
被
仰
出
、
昨
日
か
け（

今
日
）ふ

か
の
様
ニ
お（

覚
）ほ

へ
申
候
なマ

ヽ

、
我
等
ハ
お
れ

ニ
手
柄
を
ゆ（

譲
）す

り
、
お
れ
ハ
其
方
へ
手
柄
を
今
ニ
不
初
と
、
た（

互
）か

い
ニ
云
候
義
と

御
意
ニ
て
、
其
座
ニ
徳
山
五
兵
へ
・
寺
西
宗
与
・
奥
村
伊（

永
福
）与

・
中
川
宗（

光
重
）半

・
斎
藤

刑
部
・
片
山
伊（

延
高
）賀

・
江
守
平
左
衛
門
・
三
体（

休
）・

冨
田
長
右
衛
門
・
奥
村
長
兵
へ
な

と
、
御
前
ニ
人
多
居
申
候
、
其
ゆ
へ
聞
し
れ
ニ
猶
以
御
意
と
ミ（

見
）へ

申
候
旨
、
五
兵

（
101
）
◇
一
八
七
～
一
八
八
頁

（
102
）
◇
六
七
八
～
六
七
九
頁

（
103
）
◇
六
九
三
頁
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五
）

と
も
な
く
す（

煤
）ゝ

に
火
か
つ（

付
）き

、ふ
す
も
り
五
ヶ
所
一
ほ
と
は
や
、さ
し
物
も（

燃
）へ

候
て
、

ふ
す
〳
〵
と
や（

焼
）け

申
候
ヲ
見
付
候
て
、
皆
々
水
ニ
て
き（

消
）や

し
申
候
、
扨
も
〳
〵

き（

奇

特

）

と
く
千
万
、
い（

稲

荷

）

な
り
大
明
神
ヲ
、
大
閤
様
御
し（

信

仰

）

ん
か
う
候本

文
読
か
ね

へ
間
、
其
御
つ（

告
）け

と

上
下
申
慣
候
て
、
大
納
言
様
御
登
城
被
成
候
て
、
秀
頼
様
ゟ
御
ほ（

褒

美

）

う
ミ
共
拝
領
申

衆
も
御
座
候
事
、

一
、
伏
見
大
か（

亀
）め

谷
に
て
、
大
納
言
様
御
下
屋
敷
渡
候
て
、
い
つ
れ
も
有
之
候
処
、

大
閤
様
俄
ニ
殿
様
へ
、
三
月
十
五
日
ニ
御
普
請
場
ゟ
す
く
ニ
被
為
成
候
刻
、
村
井

豊（
長
頼
）後

御
門
ノ
内
ニ
万
事
申
付
、
御
目
見
仕
候
ヘ
ハ
、
上
様
御
意
、
や
れ
わ（

忘
）す

れ
た
、

あ
の
大
ひ（

髭
）け

ニ
大
納
言
近
辺
ニ
屋
敷
と
ら
せ
可
申
も
の
お
と
御
意
候
て
、
ふ（

豊

後

）

ん
こ

橋
の
き（

際
）わ

ニ
明
屋
敷
候
を
、
廿
三
間
・
廿
八
間
之
御
屋
敷
を
其
日
ニ
被
下
、
天
下

か（
隠
）く

れ
な
き
ふ
ん
こ
橋
之
き
わ
ニ
候
間
、
わ
か
名
も
豊
後
、
後
名
高
ク
罷
成
候

由
、
御
機
嫌
よ
く
御
わ
ら
い
被
成
候
、
其
時
殿
様
忝
旨
御
礼
被
仰
上
候
、
其
刻
不

破
彦（

直
光
）三

わ
と
上
様
御
意
候
、
久
々
相
煩
、
国
ニ
罷
在
候
由
、
殿
様
被
仰
上
候
ヘ
ハ
、

ふ（

不

便

）

ひ
ん
成
と
御
意
、
扨
其
時
、
徳
山
五
兵
へ
に
も
御
屋
敷
可
被
下
由
、
廿
間
・
廿

間
之
屋
敷
ヲ
被
下
、
柴
田
修（

勝
家
）理

を
我
ま
ゝ
ふ
し
た
る
五
兵
へ
、
今
ハ
大
納
言
内
に

て
ほ
ゑ
ひ
そ
け
ニ
有
之
由
御
笑
被
成
、
こ
れ
両
人
は
か
り
、
上
様
よ
り
御
ち（

直
）き

の

屋
敷
被
下
候
、
殿
様
忝
お
ほ
し
め
し
、
御
礼
被
仰
上
之
事
、

一
、
関（

豊
臣
秀
次
）

白
様
御
屋
形
ニ
新（

越
中
国
）

川
郡
相
そ
へ
、
大
納
言
様
御
拝
領
被
成
、
八（

文
禄
四
年
）

月
廿
四
日
ニ

御
わ（

移

徙

）

た
ま
し
候
て
、
十
月
廿
四
日
御
つ（

壺
）ほ

口
切
被
成
、
御
茶
上
候
へ
被
仰
出
、
大

閤
様
俄
ニ
被
為
成
候
、
御
相
伴
ハ
大

（
徳
川
家
康
）

苻
・
金
森
法（

長
近
）印

・
有（

有
馬
則
頼
）

間
法
印
・
有（

織
田
）楽

に
て
御

座
候
、
上
様
御
機
嫌
よ
く
書
院
へ
御
出
被
成
、
夜
半
迄
御
座
候
被
成本

ノ
マ□ヽ

候
、
同
廿

六
日
ひ（

昼
）る

ゟ
肥（

前
田
利
長
）

前
様
・
孫（

前
田
利
政
）

四
郎
様
、
御
相
伴
ハ（

土
方
勘
兵
衛
雄
久
）

土
勘
大
夫
殿
・
村
井
豊（

長
頼
）後

・
奥

村
伊（

永
福
）与

、
御
相
伴
可
仕
旨
御
意
に
て
、
御
機
嫌
よ
く
夜
半
ま
て
御
数
寄
や（

屋
）

に
て

御
咄
御
座
候
、
同
廿
七
、八
、九
日
之
晩
ま
て
備（

宇
喜
多
秀
家
）

前
中
納
言
様
・
浅
野
弾（

長
政
）正

殿
・

長（
細
川
忠
興
）

岡
越
中
殿
・
正（

伊
達
政
宗
）

宗
殿
・
羽（

滝
川
雄
利
）

柴
下
総
・
戸
田
武
蔵
殿
・
上
田
主（

重
安
）水

殿
・
奥
山
佐
渡
・

新
庄
す（

直

頼

）

る
か
殿
・
羽（

堀

秀

治

）

柴
久
太
郎
殿
・
か
す
や
内
膳
・
大
野
修（

治
長
）理

・
杉
原
ほ（

長

房

）

う
き
・

平
野
遠（

長
泰
）州

・
千（

仙
石
秀
久
）

石
越
前
・
半
入
、
其
外
六
、七
人
御
茶
被
進
候
事
、

一
、
同（

文
禄
四
年
）

霜
月
三
日
之
朝
、
御
家
中
衆
又
ハ
肥（

前
田
利
長
）

前
様
衆
御
ふ（

振

舞

）

る
ま
い
、
其
通
御
意
に

て
、
人
々
そ
れ
〳
〵
ニ
な
お
ら
れ
候
、
御
書
院
次
ノ
間
ま
て
お
し
は
な
し
左
座
、

不
破
彦（

直
光
）三

・
高
山
南
坊
・
前
田
孫（

利

好

）

左
衛
門
・
青
山
与（

吉
次
）三

・
太
田
但（

長

知

）

馬
守
・
村
井

左（

長

次

）

馬
助
・
岡
島
備（

一
吉
）中

・
徳
山
五
兵
へ
、
右
座
長（

長

連

龍

）

野
九
郎
左
衛
門
・
高
畠
石（

定

吉

）

見
守
・

中
川
武（

光

重

）

蔵
守
・
山
崎
少（

長
徳
）兵

へ
・
片
山
内（

延
高
）膳

・
不
破
源（

広
綱
）六

・
奥
村
織（

栄
明
）部

・
寺
西
宗
与
、

右
合
十
六
人
御
ふ
る
ま
い
被
下
、
御
茶
二
ふ（

服
）く

立
、
御
自
身
御
一
ふ
く
〳
〵
、

殿
様
御
持
参
被
為
成
、
右
座
ゟ
被
下
時
、
豊

（
村
井
長
頼
）後

参
候
へ
と
御
意
ニ
て
亭
主
被
成

候
、
右
座
ノ
時
ハ
伊

（
奥
村
永
福
）与

参
候
へ
と
御
意
ニ
て
、
是
又
亭
主
ニ
被
成
候
、
加
様
ニ
御

吟
味
を
あ
い
〳
〵
ニ
被
成
候
、
其
頃
豊
後
ハ
金
沢
御
城
代
ニ
罷
在
ヲ
、
御
屋
形
・

新（
越
中
国
）

川
郡
拝
領
候
、
即
ち
ち本

ノ
マとヽ

被
上
候
様
ニ
と
御
意
ニ
て
罷
上
候
、
誠
忝
御
事
ニ
豊

後
申
事
ニ
御
座
候
事
、

一
、
右
之
外
、
六
、七
千
石
ゟ
二
千
石
ま
て
之
衆
、
其
外
物
頭
共
、
合
三
十
七
、八
人

御
ふ（

振

舞

）

る
ま
い
被
下
、
御
茶
も
豊

（
村
井
長
頼
）

後
・
伊

（
奥
村
永
福
）与

亭
主
ニ
被
成
下
候
事
、

一）
98
（

、
殿
様
せ（

節

句

）

つ
く
頓
而
御
登
城
ノ
時
、
又
ハ
よ
そ
へ
御
ふ（

振

舞

）

る
ま
い
ニ
御
越
之
時
、
御
出

　
　
　

被
成
候
御
相
伴
、
有（

織
田
）楽

・
浅（

浅
野
長
政
）

弾
正
殿
・
金
森
法（

長
近
）印

、
又
者
大（

徳
川
家
康
）

苻
な
と
も
御
門

外
迄
御
出
候
而
、
の（

乗
）り

物
ニ
ま（

待
）ち

て
御
座
候
へ
共
、
右
之
通
り
出　
　

ノ
時
、
若

も
の
共
い
つ
も
〳
〵
御
出　
　

と
申
候
へ
者
、
豊

（
村
井
長
頼
）

後
・
五（

徳

山

）

兵
へ
・
宗（

寺
西
）与

・
伊

（
奥
村
永
福
）

与
な

と
を
は
し
め
と
し
て
被
申
候
ハ
、
何
よ
り
不
入
時
ハ
御
く
せ
ニ
候
間
、
お（

遅
）そ

く
御

出
候
て
も
不
苦
候
、
朝
日
山
敵
出
申
時
、
末
森
ノ
時
、
は（

蓮
す
の

沼
）間

ノ
時
、
其
外
度
々

入
時
ハ
一
番
ニ
御
の
り
出
、
先
手
ノ
も
の
共
も
跡
に
成
候
様
其
ま
ま
御
出
、
御
大

将
ニ
候
間
、
加
時マ

ヽ

ノ
時
者
お
そ
く
御
出
候
而
も
く（

苦
）る

し
か
ら
ぬ
と
被
申
候
事
、

一）
99
（

、
大
納
言
様
関
東
陳
に
て
、
上
様
御
前
ヲ
さ
ゝ
ゑ
悪
ク
御
帰
陳
候
て
、
明（

天
正
十
九
年
）

ル
年

し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
に
て
御
中
な
を
り
し
な
の
事
、
か（

祥
雲
院
）

ゞ
様
殊
外
を（

瘧

）

こ
り
を
御
煩
候
て
、
御

心
あ
し
く
候
時
、
か（

孝

蔵

主

）

う
さ
う
す
参
つ
き
て
居
被
申
候
ヘ
ハ
、
上
様
不
斗
御
成
候
由

付
て
、
其
後
日
殊
外
お
こ
り
大
事
に
て
候
故
、
大
納
言
様
御（

芳

春

院

）

う
へ
様
も
、
か
ゝ

様
の
枕
も
と
ニ
な（

泪

）

み
た
く
ミ
御
座
候
所
へ
、
大
閤
様
ふ
と
被
為
成
候
時
、
か
ゝ
殿

さ（
定
）た

め
て
見
廻
不
申
候
事
、
腹
立
に
て
候
ハ
ん
よ
し
被
仰（

カ
）、

其
ま
ゝ
帯
を
御
と
き

（
94
）
◇
五
二
三
～
五
二
四
頁

（
95
）
◇
五
三
一
頁

（
96
）
◇
五
三
三
～
五
三
四
頁

（
庄
）

（
97
）
◇
五
三
四
頁
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扨
又
大
勢
咄
座
へ
参
候
共
、
お
れ
と
ハ
た
れ
中
か
あ
し
い
そ
、
た
れ
と
ハ
の
か
れ

ぬ
と
分
別
し
て
、
あ
る
い
わ
中
の
あ
し
き
も
の
か
、
か
う
言
た
ら
ハ
、
と
う
い
わ

う
そ
、
は
つ
た
ら
ハ
切
て
く
れ
う
そ
、
又
ハ
間
よ
き
も
の
言
事
仕
出
シ
候
ハ
ヽ
、

か
う
さ
よ
う
い
と
む（

胸
）ね

に
も
ち
候
て
、
人
中
へ
出
物
也
、
な
に
心
な
く
う
ろ
り
と

　
　
　

六本
ノ
マ月ヽ

ニ
か
ま
へ
、
人
中
へ
出
候
得
ハ
、
必
な
に
ゝ
つ
け
て
も
お（

越

度

）

ち
と
を
取
物

也
、
偖
こ
そ
武
州
、
今
ノ
咄
ヲ
聞
候
ヘ
ハ
、
昨
日
飛
州
座
敷
に
て
う
ろ
た
へ
た
る

も
の
共
、
は（

恥
）ち

を
か
き
申
候
な
り
と
御
意
、
人
ニ
逢
候
時
ハ
、
い（

意

趣

）

し
ゆ
な
き
も
の

共
ニ
ハ
、
つ
ね
ハ
い
か
に
も
ゑ（

笑

顔

）

か
ほ
は
な
さ
す
候
様
ニ
す
る
物
也
、
信
長
公
も
此

御
意
ニ
候
、
其
心
得
尤
と
孫
四
郎
様
へ
御
意
ニ
候
、
年
寄
衆
、
御
尤
文
武
御
大
将

と
被
申
候
事
、

一）
88
（

、
勘
十
郎
十
五
ノ
年
、
十
月
二
日
ニ
大
虫
ヲ
お
こ
し
候
ヘ
ハ
、
殿（

マ
マ
）と

き
こ
し
め
し
、

へ（
部
屋
）や

へ（
隔
）た

て
御
使
、
く（

医

師

）

す
し
ハ
月
斎
、
は（

針

立

）

り
た
て
ハ
上
し
ゆ
ん
ヲ
付
お
か
せ
ら
れ
、

其
外
し
ゆ
よ
う
な
と
も
参
、
腹

（
脈
カ
）を

と
り
候
へ
と
御
意
、
其
内
ニ
虫
お
さ
ま
り
候
ヘ

ハ
、
重
而
御
使
被
下
、
今
少
悪
候
ハ
ヽ
、
お
れ
か
見
廻
可
申
候
と
お
も
ひ
候
ヘ
ハ
、

早
速
よ
く
候
、
後
養
生
仕
候
様
ニ
と
善
僧
御
使
ニ
は
、
こ
れ
を
慰
ニ
仕
候
へ
由
、

　
　
　

御
菓
子
持
セ
被
下
、
皆
々
詰
テ
有
之
衆
も
、
扨
も
忝
お
ほ
し
め
し
と
な（

泪

）

ミ
た

を
な（

流
）か

し
申
候
、
其
内
煩
内（

つ
）

よ
う
ニ
成
候
ヘ
ハ
、
殿
様
き
こ
し
め
し
御
き（

肝
）も

を

つ（
潰
）ふ

さ
れ
、
や（

宿
）と

へ
罷
越
候
ヘ
ハ
、
京
ノ
三
条
ノ
外マ

ヽき
や
う
け（

慶

祐

）

い
ゆ
う
法
印
を
よ

は
せ
ら
れ
、
つ
く
ろ
い
候
へ
と
御
意
候
、
然
共
次
第
ニ
お（

重
）も

く
成
申
候
ヘ
ハ
、
扨

も
扨
も
ふ（

不

便

）

ひ
ん
ニ
お
ほ
し
め
す
、
其
頃
父（

村
井
長
頼
）

豊
後
、
金
沢
城
代
ニ
被
仰
付
有
之
、
勘

十
郎
義
お（

親
）や

共
ノ
一
入
か
わ
い
か
る
子
ノ
事
ニ
候
間
、
殊
ニ
ハ
国
ニ
さ
か
し
り
と

云
、
上
手
の
外
き
や
う
有
之
間
、
何
と
そ
し
て
金
沢
へ
下
、
養
生
さ
せ
候
へ
、
死

共
生
ル
と
も
、
父
母
ノ
う
ら
ミ
き
不
申
候
様
ニ
と
御
意
ニ
て
、
先
ヲ
村
井
左（

長

次

）

馬
助

ニ
被
仰
付
、
其
時
分
御
普
請
ニ
上
路（

洛
）

仕
、
左
馬
助
居
申
ゆ
へ
、
忝
泪
を
な
か
し
、

御
請
申
上
、
け
い　
　

て
し　
　

迄
、
殿
様
御
意
に
て
お
く
ら
せ
被
下
候
、
豊
後

も
母
も
金
沢
ニ
て
御
意
共
承
、
忝
あ
ま
り
ニ
ふ（

臥

転

）

し
こ
ろ
ひ
、
泪
ニ
む
せ
ひ
忝
か
り

申
候
、
先
さ
か
し
り
を
よ（

呼
）ひ

、
□
物
ミ
せ
候
ヘ
ハ
、
百
四
、五
十
日
に
て
平
喩（

癒
）

い

た
し
候
ヘ
ハ
、
扨
上
路
い
た
し
、
伏
見
に
て
御
礼
申
上
候
、
殿
様
殊
外
御
き（

機

嫌

）

け
ん

よ
く
、
豊
後
殿
満
足
す（

推

量

）

い
り
や
う
申
候
由
、
御
笑
い
ニ
て
御
機
嫌
よ
く
、
御
小
袖
・

道（

胴

服

）

ふ
く
な
と
被
下
、
忝
奉
存
候
事
、

一
、
な（

名
護
屋
）

こ
や
御
陳
引（

文
禄
二
年
）

之
暮
、
し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
に
て
孫（

前
田
利
政
）

四
郎
様
御
祝シ

ウ

義
之
刻
、
蒲
生
飛（

氏
郷
）驒

殿

ゟ
御
申
候
ハ
、
上
様
御
暇
被
下
候
間
、
我
等
も
相
済
可
被
下
候
故マ

ヽ

、
利
家
公
も
御

国
へ
御
下
可
被
成
候
哉
、
と
か
く
ニ
互
罷
下本

ノ
マ跡ヽ

ニ
て
祝
義
可
然
存
由
被
仰
候
、
大

納
言
様
尤
存
候
と
御
意
候
て
、
先
肥（

前
田
利
長
）

前
様
御
き（

肝
）も

入
、
村
井
豊（

長
頼
）後

を
殿
様
御
名
代

ニ
御
残
置
候
由
被
仰
出
、
数
年
豊
後
者
な
ご
や
ニ
相
詰
候
へ
共
、
此
度
上
方
ニ
残

置
間
、
孫
四
郎
祝
義
相
済
罷
下
候
様
ニ
と
御
意
候
、
い
か
や
う
共
と
豊
後
御
請
申

上
残
り
申
候
、
飛
驒
殿
家
長
ニ
蒲
生
四（

郷

安

）

郎
兵
衛
・
町
野
左（

繁
仍
）近

な
と
飛
驒
殿
名
代
ニ

有
之
候
、

一
、
長

（
文
禄
二
年
）持

七
十
五
丁
、
一
、
の（

乗
）り

物
廿
八
丁
、
其
外
色
々
し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
立
は
し
ま
り
て

ノ
大
な
る
御
祝
義
申
慣
候
、

一
、
其

（
文
禄
二
年
）時

豊（
村
井
長
頼
）

後
守
ニ
金
光
ノ
刀
、
一
、
小
袖
三
重
、
一
、
金
子
五
ま（

枚
）い

被
下
候
、
斎

藤
刑
部
ハ
飛（

蒲
生
氏
郷
）

驒
殿
殊
外
御
か
わ
い
か
り
被
成
候
も
の
ゆ
へ
、
こ
れ
を
あ（

挨

拶

）

い
さ
つ
人

ニ
御
残
置
候
ヘ
ハ
、
刑
部
ニ
兼
定
の
わ（

脇

指

）

き
さ
し
、
小
袖
二
重
、
金
子
三
枚
、
か
様

ニ
飛
驒
殿
ゟ
め
い
〳
〵
ニ
被
下
候
、

一
、
殿

（
文
禄
二
年
）

様
ゟ
蒲
生
四（

郷

安

）

郎
兵
へ
ニ
、
う
の
つ
ノ
刀
、
一
、
小
袖
三
重
、
金
子
五
ま（

枚
）い

被

下
、
町
野
左（

繁
仍
）近

ニ
、
一
、
わ（

脇

指

）

き
さ
し
、
一
、
小
袖
二
重
、
一
、
金
子
三
ま
い
被
下

候
、
其
時
、
奥
村
助（

永

福

）

右
衛
門
も
斎
藤
刑
部
同
事
ニ
飛（

蒲
生
氏
郷
）

驒
殿
ゟ
被
下
物
候
ヘ
ハ
、
助

右
衛
門
被
申
候
義
ハ
、
豊（

村
井
長
頼
）

後
殿
と
ハ
我
等
下
め
ニ
被
仰
付
義
、
不
及
是
非
次
第
共

御
入
候
、
斎
藤
刑
部
な
ミ
の
あ
し
ら
い
、
こ
れ
と
申
も
殿
様
被
成
や
う
ゆ
へ
と
腹

立
被
申
候
を
、
松
山
と
申
す
よ（

横

目

）

こ
め
坊
主
、
殿
様
へ
申
上
候
ヘ
ハ
、
云
ニ
お
よ
ハ

す
、
豊
後
か
ま
ね
ハ
成
間
敷
と
御
意
候
事
、

一）
93
（

、大
閤
様
御
遠
行
之
事
、十
二
月
す（

煤

掃

）

ゝ
は
き
ニ
、御
た（

台
）い

所
へ
き（

狐

）

つ
ね
ふ
と
出
申
候
、

い
つ
れ
も
す
ゝ
は
き
共
お
い
ま
わ
り
候
ヘ
ハ
、
そ（

空
）ら

へ
あ
か
り
、
大
さ
し
物
ノ
上

ヲ
と（

飛
）ひ

ま
い
り
候
、
い
つ
れ
も
は（

梯

子

）

し
こ
を
さ
し
候
て
、
お
い
か
り
見
れ
ハ
、
い
つ

（
痙
）
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腹
立
候
を
、
ぬ
れ
ゑ
ん
に
て
聞
、
こ
ら
へ
可
申
候
と
存
候
へ
共
、
さ
う
り
取
八
大

夫
か
お
ゝ
ミ
ヽ
あ
け
見
候
て
、
腹
立
申
躰
ヲ
見
付
、
そ
れ
か
は
つ
か
し
く
、
立
帰

こ（

言

葉

）

と
は
を
か
け
打
は（

果
）た

し
、
後
そ
う
り
取
も
ぬ
き
は
な
し
、
二
人
し
て
与
兵
へ
を

切
ふ
せ
、
扨
皆
々
何
事
と
出
申
候
時
、
武
蔵
殿
も
長
刀
も
ち
出
候
由
御
申
候
、
其

時
右
之
次
第
知
音
共
ニ
か（

語
）た

り
、
八
大
夫
切
腹
申
さ
れ
候
、
と
か
く
悪
口
若
き
も

の
ハ
申
間
敷
事
と
、
い
つ
れ
も
〳
〵
御
物
語
共
有
之
、
其
時
殿
様
御
意
、
〇
闘
殺

基
起
自
悪
口
、
文
ヲ
ひ
か
せ
ら
れ
、
老
若
共
ニ
悪
口
ハ
た
し
な
ミ
可
申
事
と
御
意

候
ヘ
ハ
、
金
森
殿
・
武
蔵
殿
な
と
御
申
候
ハ
、
昔
武
井
肥（

夕

庵

）

後
守
ニ
御
し
う
心
御
わ

す
れ
な
き
と
、
い
つ
れ
も
御
申
候
て
、
色
々
さ
ゝ
め
き
御
咄
共
御
座
候
事
、

一
、
唐
陳
之
義
、
承
候
分
書
付
申
候
、
大
閤
様
な（

名
護
屋
）

こ
や
ニ
御
在
陳
被
成
時
、
い
つ
れ

も
屋
形
〳
〵
も
出
来
候
、
其
時
唐
ヨ
リ
人
数
出
、
日
本
之
人
数
あ
し
く
ニ
候
由
、

唐
ゟ
御
注
進
被
申
上
候
処
、
大

（
徳
川
家
康
）

苻
・
大
納
言
様
其
外
日
本
之
国
郡
も
ち
、
御
加
勢

被
遣
御
談
合
之
刻
、
利
家
様
被
仰
候
ハ
、
先
上
様
御　
　
　

も
つ
た
い
な
く
存
候
、

御
人
数
ハ
中
国
・
四
国
・
九
州
ハ
不
残
、
其
外
も
罷
越
有
之
、
も
は
や
此
上
ハ
大

将
一
人
御
名
代
被
遣
、
唐
人
共
を
引
受
、
合
戦
仕
義
ニ
御
座
候
、
私
此
度
罷
越
、

唐
四
百
余
州
ヲ
き
り
く
す
し
、
御
手
ニ
入
可
申
旨
被
仰
上
候
ヘ
ハ
、
扨
も
〳
〵
我

等
存
や
う
ニ
望
被
申
候
、
左
候
ハ
ヽ
頼
申
由
御
意
、
其
時
大
苻
泪
ヲ
な（

流
）か

し
、
我

等
義
ハ
筑
前
ゟ
国
数
も
取
申
候
、
望
可
申
と
存
所
ニ
、
筑
前
守
ニ
こ
さ
れ
候
と
泪

を
御
な
か
し
候
、
扨
殿
様
被
仰
候
ハ
、
そ
れ
ハ
家（

徳
川
家
康
）

や
す
被
申
分
尤
ニ
哉
、
但
筑
前

か
是
ニ
居
不
申
候
時
、
左
様
ノ
分
別
候
へ
と
つ
よ
く
被
仰
候
由
、
然
所
ニ
上
様
、

何
事
も
被
申
分
無
用
ニ
候
、
此
度
も
筑
前
被
申
分
、
満
足
申
旨
御
意
ニ
候
、
然
所

ニ
大
名
・
小
名
、
あ
の
家
や
す
そ（

空

泣

）

ら
な
き
わ
と
申
衆
多
有
之
由
ニ
候
、
扨
殿
様
屋

形
へ
御
帰
宅
ニ
て
、
舟
共
御
用
意
、
扨
加
州
へ
御
仕
置
ノ
御
使
、
も
は
や
二
度
日

本
へ
帰
申
間
敷
候
、
野
村
七
兵
衛
ヲ
被
遣
、
し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
ニ
御（

芳

春

院

）

う
へ
様
、
越
中
・
金

沢
肥（

前
田
利
長
）

前
様
へ
御
自
筆
ノ
御
書
に
て
、
若
百
ニ
一
帰
朝
申
候
ハ
ヽ
、
唐
国
迄
も
切
取
、

名
ヲ
上
候
与
存
候
へ
と
、
御
直
書
ニ
候
、
御
家
中
い
つ
れ
も
大
名
・
小
名
皆
々
、

豊（
村
井
長
頼
）

後
・
左（

村
井
長
次
）

馬
助
ヲ
は
し
め
、
ゆ（

遺

言

）

い
こ
ん
同
前
申
越
候
、
日
数
九
日
之
間
、
不
破
彦（

直

三光
）

・
長
九（

連

龍

）

郎
左
衛
門
・
中
川
清（

光
重
）六

・
高
畠
織（

定
吉
）部

・
片
山
内（

延
高
）膳

・
青
山
与（

吉
次
）三

、
前
又

左
衛
門
殿
名
代
篠
原
出（

一
孝
）羽

・
奥
村
助（

栄

明

）

十
郎
・
前
田
孫（

利

好

）

左
衛
門
・
不
破
源（

広
綱
）六

・
半
田

半
兵
衛
・
北
村
三
右
衛
門
・
冨
田
左
大
夫
・
奥
野
与
兵
へ
・
岡
田
長（

寿

貞

）

右
衛
門
・
高

畠
平
左
衛
門
・
高
山
南
坊
・
村
井
豊
後
・
村
井
左
馬
助
、
其
外
御
家
中
大
名
・
小

名
、
と
や
〳
〵
と
御
左
右
次
第
ニ
、
舟
出
は
す
に
て
酒
も（

盛
）り

を
し
て
待
被
申
候
旨

ニ
而
、
其
内
ニ
唐
ゟ
こ（

降

参

）

う
さ
ん
使
者
出
来
候
ハ
ヽ
、
ま
つ
無
事
ニ
成
候
故
、
殿
様

ヲ
ハ
上
様
不
被
遣
、
京
・
伏
見
、
天
下
共
利
家
様
と
ら
ぬ
弓
矢
ヲ
御
取
、
今
ニ
不

初
御
名
上
さ
せ
ら
れ
。
御
手
柄
と
申
慣
候
、
家
や
す
の
其
時
之
そ
ら
な
き
ヲ
、
金

森
法（

長
近
）印

・
蒲
生
飛（

氏
郷
）驒

殿
・
浅
野
弾（

長
政
）正

殿
・
有（

有
馬
則
頼
）

間
法
印
・
有（

織
田
）楽

殿
な
と
、
其
外
戸
田

武
蔵
殿
・
上
田
主（

重
安
）水

殿
・
猪
子
内
匠
殿
な
と
御
越
候
而
ハ
、
御
わ
ら
い
被
成
候
事
、

右
ノ
時

上
様
唐
へ
御
書
ノ
写
、

今
度
唐
ゟ
人
数
出
し
申
候
旨
、
追
々
注
進
得
其
意
候
付
而
、
秀
吉
為
名
代
加
賀
宰

相
羽
柴
筑
前
守
指
遣
、
近
日
渡
海
申
付
候
、
此
者
下
知
次
第
ニ
合
戦
可
仕
候
、
此

旨
申
遣
候
ヘ
ハ
、
筑
前
守
申
儀
ハ
秀
吉
下
知
存
、
誰
々
不
寄
背
者
於
有
之
ハ
、
急

度
成
敗
可
被
加
条
、
其
意
可
存
候
、
猶
右
之
趣
三
人
之
横
目
共
ニ
申
含
候
、
其
外

ノ
人
数
共
、
銘
々
筑
前
守
可
申
渡
者
也
、

　
　
　

九
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
　

御（
豊
臣
秀
吉
）

朱
印

右
西
国
・
四
国
・
九
州
唐
国
ニ
在
陳
衆
不
残
名
書
有
之
事
、

一
、
聚
楽
に
て
蒲
生
飛（

氏
郷
）驒

殿
ニ
肥（

前
田
利
長
）

前
様
・
長（

細
川
忠
興
）

岡
越
中
殿
・
木
村
ひ（

常

陸

）

た
ち
殿
・
山
内

対（
一
豊
）馬

殿
・
戸
田
武
蔵
殿
・
上
田
主（

重
安
）水

殿
・
津
田
長
門
殿
、
其
外
四
、五
人
咄
ノ
上
、

木
村
ひ
た
ち
と
山
内
対
馬
と
ま（

間

違

）

ち
か
い
出
、す
て
ニ
ぬ（

抜

合

）

き
あ
わ
せ
ら
れ
候
躰
ノ
時
、

御
亭
主
飛
驒
殿
と
肥
前
様
、
両
方
へ
引
御
の
け
候
所
へ
、
武
州
・
主
水
ハ
わ（

脇
）き

の

座
敷
ニ
も
の
を
た（

談

合

）

ん
こ
う
し
て
御
入
候
か
、
き（

肝
）も

を
つ
ふ
し
御
か
け
入
候
て
、
中

へ
は
入
候
て
事
ニ
不
成
候
、
其
外
皆
々
き（

仰

天

）

や
う
て
ん
な
る
躰
ノ
由
候
、
各
ノ
色
々

御
異
見
に
て
、
其
座
ニ
中
を
御
な
お
し
候
由
、
後
日
ニ
武
蔵
殿
、
殿
様
へ
御
越
候

て
御
物
語
被
成
候
、
御
帰
之
跡
ニ
殿
様
孫（

前
田
利
政
）

四
郎
様
へ
、
若
キ
も
の
ニ
候
間
よ
く
聞

て
置
候
へ
、
近
所
ニ
有
之
も
の
共
も
聞
置
可
申
候
、
そ
う
し
て
侍
ハ
登
城
ノ
時
も
、

（
86
）
◇
四
五
四
～
四
五
六
頁

（
87
）
◇
六
六
四
～
六
六
五
頁
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一）
81
（

、
聚
楽
に
て
関（

豊
臣
秀
次
）

白
様
御
城
へ
大（

文
禄
三
年
十
月
二
十
日
）

閤
様
霜
月
職（

式
正
）掌

の
御
成
候
て
、
五
日
之
間
御
在
城

之
其
時
ノ
初
日
之
わ（

脇
）き

能
ニ
、
か（

邯

鄲

）

ん
た
ん
御
座
候
、
関
白
様
御
能
御
自
満（

慢
）

ゆ
へ
、

御
能
く（

組
）ミ

も
関
白
様
被
仰
出
候
、
其
後
殿
様
へ
ひ（

樋
）の

口
・
く（

暮
）れ

松
参
り
、
其
外

浅（
浅
野
長
政
）

弾
正
殿
・
金（

長
近
）森

殿
も
御
出
、
御
咄
共
ノ
上
ニ
、
さ
り
と
て
ハ
今
度
大
閤
様
御
成

わ
き
能
ニ
、
か
ん
た
ん
不
可
然
、
御
能
之
由
ひ
の
口
・
く
れ
松
な
と
う
た
ひ
候
て
、

笑
止
わ
ら
い
ニ
各
御
申
候
ハ
、
誠
皆
々
か
申
由
は
不
可
然
、
わ
き
能
と
御
申
候
上

下
右
之
通
申
慣
候
、
左
様
ニ
候
ヘ
ハ
、
其（

文
禄
四
年
）

明
年
七
月
、
関
白
様
御
身
上
相
果
切
腹

被
成
、
何
事
も
ゑ（

栄

華

）

い
く
わ
一
す（

睡
）い

の
夢
ニ
成
申
候
由
、
善
悪
共
ニ
人
々
さ
や
す
り

お
ふ
物
也
と
申
慣
候
事
、

一）
82
（

、
大
坂
に
て
七
月
廿
三
日
夜
、
つ
ね
〳
〵
徳
山
五
兵
衛
・
江
守
平
左
衛
門
ヲ
福
島

大（
正
則
）夫

殿
御
頼
候
て
、
舎
弟
掃
部
殿
ヲ
別
而
利
家
様
御
め（

目
）懸

被
下
候
様
ニ
と
御こ

と
ワ
り

理
候

て
、
夜
ニ
入
、
掃
部
殿
御
出
候
御
亭
主
ふ
り
出
、
掃
部
殿
上
戸
ゆ
へ
酒
を
あ
ら
た

め
出
し
候
へ
と
被
仰
付
候
、
し（

酌

）

や
く
ハ
勘
十
郎
取
申
候
、
御
帰
ノ
跡
ニ
御
機
嫌
悪

事
御
入
候
て
、
善
僧
を
御
た
ゝ
き
、
御
台
所
へ
に

（
マ
マ
）遣

申
候
を
、
お
つ
か
け
御
出
被

成
、
あ
れ
と（

捕
）ら

え
候
へ
と
御
意
、
取
つ
き
申
躰
い
た
し
、
善
増（

僧
）ヲ

に（
逃
）か

し
申
候
ヘ

ハ
、
つ
ね
に
勘
十
郎
か
善
僧
ニ
目
を
か
け
申
候
ヲ
御
存
候
ゆ
へ
、
御
は（

腹
）ら

立
候
て
、

勘
十
郎
に
て
一
ツ
御
打
被
成
候
て
、
二
ツ
め
ニ
御
な
け
打
ニ
被
成
候
を
、
其
扇
を

取
候
て
わ（

脇
）き

へ
な（

投
）け

申
候
ヘ
ハ
、
に
く
き
や
ツ
か
な
と
お（

奥
）く

へ
御
入
候
て
、
豊

（
村
井
長
頼
）後

子
に
て
な
く
候
ハ
ヽ
、
せ（

成

敗

）

い
は
い
も
可
仕
候
へ
共
と
御
意
、
二
日
ノ
間
、
外
様
へ

お
し
出
し
被
成
候
、
扨
其
後
御
機
嫌
な
お
り
、
三
日
め
廿
五
日
ニ
勘
十
郎
め
に
出

候
て
、
奉
公
仕
候
へ
と
申
候
へ
、
よ
く
お
も
へ
は
善
僧
も
脇
刺（

指
）も

さ
ゝ
ぬ
や
つ
ゆ

へ
、
ワ
さ
と
取
は
な
し
候
て
に
か
し
申
候
、
勘
十
郎
気
か
つ
き
過
候
て
、
た
れ
に

て
も
お
れ
か
し（

叱
）か

り
候
ヘ
ハ
、
其
ま
ゝ
こ（

言

葉

）

と
ハ
次
第
ニ
其
も
の
を
き（

斬
）り

可
申
躰
之

も
の
に
て
候
由
、
忝
御
意
に
て
御
前
へ
罷
出
、
誠
ニ
有
か
た
き
御
事
共
ト
、
父
豊

後
一
入
泪
ヲ
な
か
し
、
岡
田
長（

寿

貞

）

右
衛
門
・
徳
山
五
兵
衛
・
寺
西
宗
与
・
江
守
平
左

衛
門
・
斎
藤
刑
部
・
三
休
、
其
外
皆
々
扨
も
〳
〵
あ
り
か
た
き
君
臣
ノ
間
、
是
も

豊
後
殿
御
子
ゆ
へ
、
扨
又
よ
く
御
奉
公
被
成
候
ゆ
へ
と
被
申
候
、
其
時
ニ
三
休
語

ヲ
引
被
申
候
、
〇
君
臣
互
恥
愧
所
也
ト
引
事
を
申
、
扨
も
〳
〵
可
有
御
事
、
殿
様

ハ
勘
十
郎
心
懸
は
か
ら
せ
ら
れ
、
又
勘
十
郎
殿
ハ
善
僧
ヲ
取
な
し
候
躰
ニ
て
御
に

か
し
候
御
事
、
尤
〳
〵
と
被
申
候
事
、

一）
83
（

、
大
閤
様
ゟ
加
藤
左（

嘉

明

）

馬
助
江
御
感
状
ノ
写
、
偏
大
納
言
様
御
取
成
ゆ
へ
と
持
参
被

成
、
忝
か
り
御
座
候
事
、

一）
84
（

、
其
方
事
先
年
於

柴（
賤
ヶ
岳
の
戦
い
）

合
戦
之
刻
、
一
番
槍
仕
候
付
而
、
為
御
褒
美
御
知
行
一
廉

御
加
増
被
遣
候
、
其
心
得
於
朝
鮮
数
度
番
舟
ヲ
切
取
、
無
比
類
働
手
柄
之
段
不
可

勝
斗
候
、
殊
今
度
順
天
・
対（

蔚
）

山
両
城
可
引
入
之
由
、
各
連
判
仕
候
へ
共
、
不
致

加
判
神
妙
之
覚
悟
、
御
感
不
斜
候
、
依
之
手
前
御
代
官
所
有
次
第
、
三
万
七
千

石
為
御
加
増
被
下
候
、
本
知
六
万
弐
千
石
、
都
合
拾
万
石
之
内
、
壱
万
石
ハ
無

役
、
九
万
石
者
軍
役
可
仕
候
、
国
持
ニ
臆
病
者
在
之
間
、
被
成
御
一
類
所
猶
以
国

主
ニ
可
被
仰
付
候
、
如
此
被
仰
出
上
者
、
命
ヲ
全
仕
可
致
忠
節
候
、
自
然
乗
調
儀

聊
尓
之
働
等
仕
、
越
度
無
是
様
ニ
令
覚
悟
候
、
猶
徳（

前
田
玄
以
）

善
院
・
浅
野
弾（

長
政
）正

・
増
田

右（

長

盛

）

衛
門
尉
・
長
束
大（

正
家
）蔵

可
申
候
也
、

　
　
　
　

五（
慶
長
三
年
）

月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　

御（
豊
臣
秀
吉
）

朱
印

　
　
　
　
　
　

加
藤
左（

嘉

明

）

馬
助
殿

猶
以
帰
朝
申
候
ハ
ヽ
、
直
此
方
へ
先
可
罷
上
候
、
被
成
御
対
面
御
直
ニ
被
仰
聞
、

頓
而
国
可
遣
候
、

右
之
コ
ト
ク
加
藤
左
馬
助
殿
へ
御
感
状
之
事
、

一
、
殿
様
へ
九
月
三
日
ニ
大

（
徳
川
家
康
）

苻
・
金
森
法（

長
近
）印

・
有（

織
田
）楽

・
戸
田
武
州
・
猪
子
内
匠
殿
な

と
御
出
、
昔
御
物
語
共
色
々
候
而
、
侍
ハ
悪
口
ヲ
申
事
を
た
し
な
ミ
可
申
事
ニ
候
、

信
長
公
未
尾
州
一
国
御
手
ニ
入
候
刻
、
佐
々
与
兵
へ
と
今
村
八
太
夫
、
百
五
十
貫

つ
ゝ
取
、
相
詰
人
心
ニ
候
故
、
少
出
入
候
て
、
与
兵
へ
所
へ
八
大
夫
参
、
互
ニ
理

く（
屈
）つ

ヲ
申
合
候
処
ニ
、
与
兵
へ
少
理
く
つ
ニ
つ
ま
り
申
候
、
扨
互
腹
ヲ
立
、
八
大

夫
帰
申
候
刻
、
ぬ（

濡

縁

）

れ
え
ん
へ
八
大
夫
出
申
候
ヘ
ハ
、
さ（

草

履

）

う
り
取
木
り（

履
）を

さ
し
出
申

候
、
心
せ
き
は
き
申
候
ゆ
へ
、
木
り
ノ
お（

緒
）か

き
れ
か
ゝ
り
候
を
、
さ
う
り
取
な
を

し
申
候
内
ニ
、
は
や
八
大
夫
ハ
帰
候
と
存
、
与
兵
へ
内
ノ
者
を
し（

叱
）か

り
、
機
嫌
あ

し
く
し
て
、
あ
の
や
う
成
う
ろ
た
へ
も
の
く
る
時
ハ
、
以
来
も
る（

留
守
）す

と
申
候
へ
と

（
二
）

（
85
）
◇
六
五
六
～
六
五
七
頁
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〔
史
料
紹
介
〕

国
祖
遺
言
（
下
）

大

西

泰

正

〈
凡
例
〉

・
小
稿
は
前
田
利
家
（
一
五
三
七
～
九
九
）
の
言
行
等
を
筆
録
し
た
編
纂
史
料
「
国こ

く

祖そ

遺い

言げ
ん

」
の
翻
刻
で
あ
る
（
全
一
三
七
項
目
）。
小
稿
で
は
そ
の
後
半
部
分
を
取
り
扱

う
。
前
半
部
分
は『
研
究
紀
要

金
沢
城
研
究
』二
〇（
石
川
県
金
沢
城
調
査
研
究
所
、

二
〇
二
二
年
）
所
収
〔
史
料
紹
介
〕
大
西
泰
正
「
国
祖
遺
言
（
上
）」
を
参
照
さ
れ

た
い
。

・
当
該
史
料
の
原
本
の
所
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
底
本
に
は
、
金
沢
市
立
玉
川

図
書
館
加
越
能
文
庫
所
蔵
の
写
本
「
国
祖
遺
言
」（
請
求
番
号
：16.12-51

）
を
用
い

た
。
翻
刻
に
お
け
る
体
例
は
、
右
「
国
祖
遺
言
（
上
）」
の
〔
凡
例
〕
に
述
べ
た

通
り
で
あ
る
。

＊
＊
＊

　
　
　
　

大
納
言
様
ゟ
村
井
豊（

長

頼

）

後
守
ニ
御
感
状
ノ
写

一）
77
（

、
今
度
蓮
間（

沼
）

表
其
方
望
申
付
而
、
敵
地
へ
押
入
候
義
、
無
心
元
存
候
へ
共
、
此
度

を
我
等
運
命
次
第
と
存
、
無
是
非
申
付
候
処
、
無
異
義
彼
地
を
令
放
火
、
敵
数
勢

ニ
而
慕
付
候
へ
共
、
其
方
自
身
鎗
ヲ
突
、
不
初
令
手
柄
之
段
、
不
可
勝
斗
候
、
雖

為
少
分
為
加
増
、
加
州
石
川
・
河
北
、
能
州
之
内
以
四
千
俵
令
扶
助
、
全
可
知
行

所
如
件
、

　
　

天
正
十
三
年

　
　
　
　

二
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
家
御
判

　
　
　
　
　
　
　

村
井
又（

長

頼

）

兵
衛
殿

　
　
　
　

利
長
様
ゟ
村
井
豊（

長

頼

）

後
守
御
感
状
之
写

一）
78
（

、
今
度
蓮
之（

沼
）間

表
焼
は
ら
い
可
申
候
旨
、
貴落

字
有
カ所

望
ニ
付
而
、
利
家
被
仰
付
、
其
方

ハ
別
而
秘
蔵
之
者
之
義
と
云
、
き（

木

舟

）

ふ
ね
之
城
き
わ
と
云
、
其
上
夜
中
之
義
候
ヘ
ハ
、

引
取
儀
無
心
元
思
召
候
へ
共
、
目
加
多
又
右
衛
門
・
丹
羽
源
十
郎　
　
　

ヲ
聞
お

ち
ニ
明
退
候
を
、
無
念
被
思
召
、
此
度
越
中
へ
中
入
し
て
放
火
仕
義
、
尤
と
被
思

召
候
処
ニ
、
彼
地
ヲ
不
残
焼
は
ら
い
、
敵
あ
ま
た
し
た
ひ
付
候
得
共
、
其
方
自
身

鎗
を
突
、
味
方
あ（

足
）し

を
も
ミ（

乱
）た

さ
す
、
遠
路
之
所
し
つ
〳
〵
と
被
引
取
候
段
、
誠

ニ
手
柄
共
今
に
不
初
義
不
可
勝
斗
候
、
利
家
御
満
足
大
方
な
ら
す
候
、
次
ニ
其
方

寄
騎
吉
川
平
太
・
江
見
藤
十
郎
な
と
、
そ（

側
）は

に
て
手
柄
仕
候
由
、
其
方
口
次
第
ニ

御
は（

褒

美

）

う
ミ
可
有
由
、
利
家
御
意
候
、
猶
面
ヲ
以
可
申
候
、
謹
言
、

　
　

天
正
十
三
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
四
郎

　
　
　
　

二
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
勝
御
判

　
　
　
　
　
　
　

村
井
又（

長

頼

）

兵
衛
尉
殿

一
、
殿
様
御
咄
、
御
家
ニ
居
申
候
魚
住
隼
人
ハ
、
備（

織
田
信
秀
）

後
守
殿
御
代
ニ
城
攻
ノ
甲
ハ
き

ず
、
金
ノ
あ（

編

笠

）

ミ
か
さ
ヲ
着
候
て
手
柄
、
よ
き
首
ヲ
取
参
候
、
首
帳
付
申
候
仁
、
名

を
な（

名

乗

）

の
り
候
へ
と
申
候
ヘ
ハ
、
金
ノ
あ
ミ
か
さ
と
御
付
候
へ
と
隼
人
申
候
、
其
時

弥
手
柄
ニ
成
候
由
御
意
、
末
森
後
巻
ノ
時
、
魚
住
な
と
本
丸
ニ
留
守
ニ
置
申
候
由
、

慥
お
ほ
し
め
し
候
由
御
意
ニ
候
、
知
行
無
役
千
石
被
下
居
申
候
事
、

一）
80
（

、
殿
様
御
膳
、
朝
夕
ニ
す（

据
）へ

上
候
、
村
井
勘
十
郎
一
人
ニ
十
六
ノ
春
ゟ
被
仰
付
候
、

路
地
其
外
へ
御
出
ノ
時
、
御
腰
物
奥
野
金
左
衛
門
・
野
村
与
平
次
・
村
井
勘
十
郎

三
人
、
替
り
〳
〵
も
ち
申
所
ニ
、
有
時
御
書
院
ノ
下
ニ
て
、
御
小
人
か（

頭

）

し
ら
新
八

を
御
せ（

折

檻

）

ん
か
ん
候
て
、
御
ち（

直
）き

ニ
御
や
ま
し
候
時
、
野
村
与
平
次
御
腰
物
も
ち
候

て
居
、
う
つ
か
と
ゑ（

縁
）ん

之
上
ニ
居
申
候
、
後
新
八
大
わ（

脇

指

）

き
さ
し
に
て
有
之
候
間
、

勘
十
郎
気
ヲ
付
、
新
八
そ（

側
）ハ

へ
引
付
居
申
候
、
金
左
衛
門
ハ
め（

目
）

を
付
居
申
候
ヘ

ハ
、
殊
外
御
機
嫌
よ
く
、
け（

今
日
）ふ

ゟ
ハ
万
事
隙
な
く
め
し
つ
か
い
候
へ
共
、
お
れ
か

用
ハ
勘
十
郎
一
人
仕
も
ち
申
候
へ
、
扨
勘
十
郎
隙
入
申
候
時
者
、
金
左
衛
門
も
ち

候
へ
、
刀
ヲ
も
つ
者
ハ
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表No.24 金沢城二之御丸御殿明細図 金沢城二之丸御殿明細図

表No.50

表No.52 二之丸御殿御補修絵図 二ノ丸御殿御補修絵図

表No.69

40 右段絵図 金沢城図 金沢城図（奥村家鎧袋内・箱入）

滝之御間・波之御間ヨリ御居間廻

リ御広式廻リ迄

金沢城二之丸御次内嘉永年中修補

図

金沢城二ノ丸御次内嘉永年中修補

図

※P.11の正誤については、元にした『金沢城史料叢書29「金沢城二ノ丸御殿絵図集」絵

図に見る金沢城二ノ丸御殿』（石川県金沢城調査研究所、2017）における絵図名称が、

その後所蔵元で変更されたことに起因する。

石川県金沢城調査研究所

滝之間・波之間より御居間廻り・

広式廻りまで

誤 正
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